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(57)【要約】
　本発明は、ＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤を提供するこ
とを課題とする。本発明は、一般式

［式中、Ｘ１は、窒素原子又は基－ＣＨ＝を示す。Ｒ１

は、基－Ｚ－Ｒ６を示す。Ｚは、基－ＣＯ－、基－ＣＨ
（ＯＨ）－等を、Ｒ６は、窒素原子、酸素原子又は硫黄
原子を１～４個有する５～１５員の単環、二項環又は三
項環の飽和又は不飽和複素環基を示す。Ｒ２は、水素原
子又はハロゲン原子を示す。Ｙは、基－Ｏ－、基－ＣＯ
－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、低級アルキレン基等を示す。
Ａは、基

等を示す。Ｒ３は水素原子、低級アルコキシ基等を、ｐ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　一般式
【化１】

［式中、Ｘ１は、窒素原子又は基－ＣＨ＝を示す。
Ｒ１は、基－Ｚ－Ｒ６を示す。
Ｚは、基－Ｎ（Ｒ８）－Ｂ－、基－Ｂ－Ｎ（Ｒ８）－、基－Ｂ０－Ｏ－、基
【化２】

、基－ＣＯ－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、基－Ｎ（Ｒ９ａ）－ＣＯ－Ｎ（Ｒ９ｂ）－、基－Ｎ
＝ＣＨ－、基－Ｎ（Ｒ１０ａ）－ＳＯ２－（Ｂ２２ａ）ｅ－、低級アルケニレン基、基－
ＮＨＣＯ－Ｂ１－、基－ＮＨＣＯ－Ｂ２－（Ｗ）ｕ－、基－Ｂ０－Ｏ－Ｂ１９ａ－、基
【化３】

、基
【化４】

、基－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ１０ｂ）－、基－Ｓ－、低級アルキニレン基、低級アルキレン基、
基－Ｎ（Ｒ８ｄ）－又は基－ＣＯ－ＮＨ－Ｂ１８ａ－を示す。
Ｒ８は、水素原子、置換基として低級アルコキシ基を有することのある低級アルキル基、
低級アルカノイル基、低級アルキルスルホニル基又はフェニル低級アルキル基を示す。
Ｂは、基－ＣＯ－又は低級アルキレン基を示す。
Ｂ０は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１は、置換基としてフェニル基を有することのある低級アルケニレン基を示す。
Ｂ２は、低級アルコキシ基及びフェニル基なる群から選ばれた基が置換していてもよい低
級アルキレン基を示す。
Ｒ９ａは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ９ｂは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ１０ａは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ２２aは、低級アルキレン基又は低級アルケニレン基を示す。
ｅは、０又は１を示す
Ｂ１８aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１９aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２０aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２１aは、低級アルキレン基を示す。
ｋは、２又は３を示す。
ｃは０又は１を示す。
ｄ’は０又は１を示す。
Ｒ１０ｂは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
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Ｒ８ｄは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｗは、酸素原子、基－ＮＨ－又は硫黄原子を示す。
ｕは、０又は１を示す。
Ｒ６は、窒素原子、酸素原子又は硫黄原子を１～４個有する５～１５員の単環、二項環又
は三項環の飽和又は不飽和複素環基（該複素環上には、オキソ基；置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルコキシ基；置換基としてハロゲン原子を有することのあ
る低級アルキル基；ハロゲン原子；低級アルキルスルホニル基；フェニル環上にハロゲン
原子を有することのある低級アルキル基が置換していてもよいフェニル基；低級アルキル
チオ基；ピロリル基；ベンゾイル基；低級アルカノイル基；低級アルコキシカルボニル基
；並びに置換基として低級アルキル基及び低級アルカノイル基なる群から選ばれた基を有
することのあるアミノ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよい）、アダマ
ンチル基、ナフチル基（ナフタレン環上に低級アルキル基、ハロゲン原子並びに置換基と
して低級アルキル基及び低級アルカノイル基なる群から選ばれた基を有することのあるア
ミノ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよい）、置換基として低級アルコ
キシ基を有することのあるアルキル基、シクロアルキル環上に低級アルキル基を有するこ
とのあるアミノ置換低級アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有することのある低
級アルキル基なる群から選ばれた基が置換していてもよいシクロアルキル基、置換基とし
てハロゲン原子を有することのある低級アルケニル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル
基（フェニル環上には、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基及
びハロゲン原子なる群から選ばれた基が１～３個有していてもよい）、ハロゲン原子置換
低級アルキル基、シクロアルキル低級アルキル基又は基

【化５】

を示す。
Ｒ７は、水素原子、フェニル基、カルボキシ基、水酸基、ハロゲン原子、置換基としてハ
ロゲン原子を有することのある低級アルキル基、フェノキシ基、置換基としてハロゲン原
子を有することのある低級アルコキシ基、低級アルキレンジオキシ基、置換基として低級
アルキル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル基及びシクロアルキル基なる群から選ばれ
た基を有することのあるアミノ基、シアノ基、置換基としてハロゲン原子を有することの
ある低級アルカノイル基、低級アルキルスルホニル基、アミノスルホニル基、低級アルコ
キシカルボニル基、低級アルカノイルオキシ基、低級アルコキシカルボニル低級アルキル
基或いは窒素原子、酸素原子又は硫黄原子を１～４個有する５～６員の飽和又は不飽和複
素環基（該複素環上にはオキソ基が置換していてもよい）を示す。
ｍは、１～５の整数を示す。ｍが２～５を示す場合、２～５個のＲ７は、同一であっても
よいし、異なっていてもよい。
Ｒ２は、水素原子、ハロゲン原子又は低級アルキル基を示す。
Ｙは、基－Ｏ－、基－Ｎ（Ｒ５）－、基－ＣＯ－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、低級アルキレン
基、基－Ｓ（Ｏ）ｎ－又は基－Ｃ（＝Ｎ－ＯＨ）－を示す。
Ｒ５は、水素原子、低級アルキル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル基、フェニル低級
アルキル基又はシクロアルキル基を示す。
ｎは、０、１又は２を示す。
Ａは、基

【化６】

又は基
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【化７】

を示す。
ｐは、１又は２を示す。
Ｒ３は、水素原子、低級アルコキシ基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有す
ることのある低級アルキル基、低級アルコキシカルボニル基、カルボキシ基、基－ＣＯＮ
Ｒ１１Ｒ１２又はシアノ基を示す。
Ｒ１１及びＲ１２は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、シクロアルキル基
又はフェニル基を示す。また、Ｒ１１とＲ１２とは、これらが結合する窒素原子と共に、
窒素原子、硫黄原子もしくは酸素原子を介し又は介することなく互いに結合して５～７員
の飽和複素環を形成してもよい。
Ｒ４は、イミダゾリル低級アルキル基、１，２，４－トリアゾリル低級アルキル基、１，
２，３－トリアゾリル低級アルキル基、１，２，５－トリアゾリル低級アルキル基、ピラ
ゾリル低級アルキル基、ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピリ
ミジニル低級アルキル基、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデン低級アルキ
ル基、１，２，４－オキサジアゾール環上に置換基として低級アルキル基を有することの
ある１，２，４－オキサジアゾリル低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換基としてオ
キソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アルキル基、基
【化８】

、基
【化９】

又は基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示す。
Ｒ１３は、水素原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、置
換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基、低級アルコキシカルボ
ニル基、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェ
ニル低級アルキル基、イミダゾリル低級アルキル基、低級アルコキシカルボニル低級アル
キル基、カルボキシ低級アルキル基、ベンゾイル基、モルホリノ置換低級アルカノイル基
、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低
級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニルカルボニル低級アルキ
ル基、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニ
ル低級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニル低級アルカノイル
基、モルホリノカルボニル置換低級アルキル基又はイミダゾリル低級アルカノイル基を示
す。
Ｒ１３ａは、水素原子又は水酸基を示す。
Ｔは、低級アルキレン基、基－Ｎ（Ｒ１７）－Ｂ３－ＣＯ－、基－Ｂ１９－Ｎ（Ｒ１８）
－ＣＯ－、基－Ｂ４－ＣＯ－、基－Ｑ－Ｂ５－ＣＯ－、基－Ｂ６－Ｎ（Ｒ１９）－Ｂ７－
ＣＯ－、基－ＣＯ－Ｂ８－、基－ＣＨ（ＯＨ）－Ｂ９－、基－ＣＯ－Ｂ１０－ＣＯ－、基
－ＣＨ（ＯＨ）－Ｂ１１－ＣＯ－、基－ＣＯ－、基－ＳＯ２－又は基－Ｂ２３ａ－ＣＯ－
ＣＯ－を示す。
Ｒ１７は、水素原子、低級アルキル基、シクロアルキル基、シクロアルキルカルボニル基
、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基、低級アルケニル基
、置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級アルカノイル基又は低
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級アルキルスルホニル基を示す。
Ｂ３は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１９は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ１８は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ４は、低級アルケニレン基又は置換基として水酸基を有することのある低級アルキレン
基を示す。
Ｑは、酸素原子又は基－Ｓ（Ｏ）ｎ－（ｎは前記に同じ）を示す。
Ｂ５は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ６は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ１９は、水素原子又は低級アルカノイル基を示す。
Ｂ７は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ８は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ９は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１０は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１１は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２３ａは、低級アルキレン基を示す。
ｌは、０又は１を示す。
Ｒ１４は、水素原子又は置換基として水酸基を有することのあるアルキル基を示す。Ｒ１

５は、(2)水酸基置換アルキル基、(3)置換基として水酸基及び低級アルキル基なる群から
選ばれた基を有することのあるシクロアルキル基、(4)フェノキシ低級アルキル基、(5)フ
ェニル環上に低級アルキル基；置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコ
キシ基；ハロゲン原子；置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ低級アル
コキシ基；水酸基置換低級アルキル基；フェニル低級アルキル基；低級アルキニル基；置
換基として低級アルキルスルホニル基を有することのあるアミノ基；低級アルキルチオ基
；シクロアルキル基；フェニルチオ基；アダマンチル基；フェニル環上に置換基としてハ
ロゲン原子を有することのあるアニリノ基；低級アルコキシカルボニル基；ピペラジン環
上に置換基として低級アルキル基を有することのあるピペラジニル基；ピロリジン環上に
置換基としてオキソ基を有することのあるピロリジニル基；低級アルカノイルアミノ基；
シアノ基；及びフェノキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニ
ル基、(6)フェノキシ基、(7)フェニル環上にハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を
有することのある低級アルコキシ基及び低級アルキル基からなる群から選ばれた基が１～
３個置換していてもよいフェニル低級アルキル基、(8)フェニル環上に置換基として低級
アルキレンジオキシ基を有するフェニル低級アルキル基、(10)低級アルコキシカルボニル
置換低級アルキル基、(11)カルボキシ置換低級アルキル基、(12)置換基として低級アルカ
ノイル基を有することのあるアミノ基、(13)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオ
キソ基、低級アルコキシ基及び低級アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた基を１～３
個有することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノリル基、(14)シクロアルキル低級
アルキル基、(15)フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することの
あるフェニル低級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニル低級ア
ルカノイル基、(16)ピリジル低級アルキル基、(17)置換基として低級アルキル基及び低級
アルカノイル基からなる群より選ばれた基を有することのあるアミノ基置換低級アルキル
基、(18)低級アルコキシ低級アルキル基、(19)イミダゾリル基、(20)イミダゾリル低級ア
ルキル基、(21)１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル置換低級アルキル
基、(22)ピペリジン環上に置換基として低級アルコキシカルボニル基、フェニル低級アル
キル基及びフリル低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるピペリジニル
カルボニル基、(23)チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾ
リジニル低級アルカノイル基、(24)ピペリジン環上に低級アルコキシカルボニル基、フェ
ニル低級アルキル基、低級アルキル基、ベンゾイル基及びフリル低級アルキル基からなる
群から選ばれた基が置換していてもよいピペリジニル基、(25)基
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【化１０】

が置換したカルボニル低級アルキル基、(26)基
【化１１】

が置換したカルボニル低級アルキル基、(27)基－ＣＯ－Ｂ２０－Ｎ（Ｒ３６）Ｒ３７、（
26a）ピロリジニル低級アルキル基、(27a)モルホリノ低級アルキル基、(28a)フェニル低
級アルケニル基、(29a)フェニル環上に置換基として低級アルキル基を有することのある
アニリノカルボニル低級アルキル基、(30a)インドリル基、(31a)ピペラジン環上に置換基
として低級アルキル基及びフェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有す
ることのあるフェニル低級アルキル基からなる群から選ばれた基を有することのあるピペ
ラジニル低級アルキル基、(32a)置換基として低級アルキル基を有することのあるアミジ
ノ低級アルキル基、(33a)フルオレニル基、(34a)カルバゾール環上に置換基として低級ア
ルキル基を有することのあるカルバゾリル基、(35a)置換基として低級アルキル基を有す
ることのあるアミジノ基、（36a）ピペラジン環上に置換基としてフェニル低級アルキル
基（フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基及び低級アルコキシ基からな
る群から選ばれた基を１～３個有していてもよい）及びピリジル低級アルキル基からなる
群から選ばれた基を１～３個有することのあるピペラジニル置換オキサリル基、又は（37
a）シアノ置換低級アルキル基を示す。
Ｒ３４は、オキソ基又はフェニル基を示す。
ｄは、０～３の整数を示す。
Ｂ２０は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ３６及びＲ３７は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環基上には、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有する
ことのあるフェニル低級アルキル基が１～３個置換していてもよい。
Ｒ１４とＲ１５とは、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して５～１０員の飽和又は不飽和複素環；或
いは基
【化１２】

を形成してもよい。該複素環上には、(28)フェニル環上に置換基として低級アルカノイル
基、置換基として低級アルカノイル基を有することのあるアミノ基、低級アルコキシカル
ボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子
を有することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級
アルコキシ基、フェニル低級アルコキシ基、水酸基及び低級アルキレンジオキシ基なる群
から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル基を１～２個有し、低級アルキル
基上にピリジル基を有することのあるフェニル置換低級アルキル基、
(29)カルバモイル基、(30)ピリジン環上に置換基として水酸基及び置換基として水酸基を
有することのある低級アルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有することのあるピリ
ジル低級アルキル基、(31)ピロール環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有する
ことのあるピロリル低級アルキル基、(32)ベンゾオキサゾリル低級アルキル基、(33)ベン
ゾチアゾリル低級アルキル基、(34)フリル低級アルキル基、(35)フェニル環上にシアノ基
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、置換基として低級アルキルスルホニル基を有することのあるアミノ基、ハロゲン原子、
低級アルコキシ基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、チア
ゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アルキル基
、チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニリデン低級
アルキル基及び低級アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していて
もよいベンゾイル基、(36)ピリミジニル基、(37)ピラジニル基、(38)ピリジル基、(39)低
級アルコキシカルボニル基、(40)チアゾリジン環上にオキソ基及び基
【化１３】

（Ｒａ及びＲｂは、それぞれ低級アルキル基を示す。）からなる群より選ばれた基が置換
していてもよいチアゾリジニル低級アルカノイル基、(41)置換基として水酸基及びハロゲ
ン原子からなる群より選ばれた基を有することのある低級アルキル基、(42)置換基として
ハロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基、(43)フェニル環上に低級アルコキ
シ低級アルキル基及び低級アルキル基からなる群から選ばれた基を有することのあるカル
バモイル基、低級アルコキシカルボニル基、カルボキシ基、シアノ基、フェニル基、ハロ
ゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、置換基として
ハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基、フェニル環上に置換基としてハロゲ
ン原子を有することのあるベンゾイル基、フェニル環上に置換基としてハロゲン原子を有
することのあるフェニル低級アルキル基及び水酸基からなる群から選ばれた基が１～３個
置換していてもよいフェニル基、(44)フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキ
シ基を有するフェニル基、(45)ナフチル低級アルキル基、(46)フェニル環上にシアノ基、
置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基及び置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルコキシ基なる群より選ばれた基が１～３個置換していて
もよいフェノキシ基、(47)フェノキシ低級アルキル基、(48)フェニル環上にハロゲン原子
、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基及び置換基としてハロゲ
ン原子を有することのある低級アルコキシ基からなる群から選ばれた基が１～３個置換し
ていてもよいフェニル低級アルコキシ基、(49)基－（Ｂ１２ＣＯ）ｔ－Ｎ（Ｒ２０）Ｒ２

１、(50)基－（ＣＯ）ｏ－Ｂ１３－Ｎ（Ｒ２２）Ｒ２３、(51)１，２，３，４－テトラヒ
ドロナフタレン環上に置換基として低級アルキル基を１～５個有していてもよい１，２，
３，４－テトラヒドロナフチル置換低級アルキル基、(52)置換基として水酸基を有するこ
とのあるシクロアルキル基、(53)ピペリジン環上に置換基として低級アルキル基を１～３
個有していてもよいピペリジニル基、(54)キノリル低級アルキル基、(55)テトラゾール環
上に置換基として低級アルキル基及びフェニル低級アルキル基からなる群から選ばれた基
を有することのある１，２，３，４－テトラゾリル低級アルキル基、(56)チアゾール環上
に置換基としてフェニル基を有することのあるチアゾリル低級アルキル基、(57)フェニル
環上に置換基として低級アルコキシ基及びハロゲン原子からなる群から選ばれる基を１～
３個有することのあるベンゾイル低級アルキル基、(58)ピペリジン環上に置換基として低
級アルキル基を有することのあるピペリジニル低級アルキル基、(59)イミダゾール環上に
置換基としてフェニル基を１～３個有することのあるイミダゾリル基、(60)ベンズイミダ
ゾール環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有することのあるベンズイミダゾリ
ル基、(61)ピリジル低級アルコキシ基、(62)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオ
キソ基を有することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノリル低級アルキル基、(63)
１，３，４－オキサジアゾール環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，３，
４－オキサジアゾリル低級アルキル基、(64)シクロアルキル低級アルキル基、(65)テトラ
ヒドロピラニル基、(66)チエニル低級アルキル基、(67)ピリミジン環上に置換基としてオ
キソ基を有することのあるピリミジニルカルボニル基、(68)水酸基、(69)カルボキシ基、
(70)低級アルコキシ低級アルキル基、(71)低級アルコキシ低級アルコキシ基、(72)ベンゾ
イルオキシ基、(73)低級アルコキシカルボニル低級アルコキシ基、(74)カルボキシ低級ア
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ルコキシ基、(75)フェノキシ低級アルカノイル基、(76)テトラヒドロキノリン環上に置換
基としてオキソ基を有することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノリルカルボニル
基、(77)フェニルスルホニル基、(78)イミダゾリル低級アルカノイル基、(79)イミダゾリ
ル低級アルキル基、(80)ピリジルカルボニル基、(81)イミダゾリルカルボニル基、(82)低
級アルコキシカルボニル低級アルキル基、(83)カルボキシ低級アルキル基、(84)基－（Ｏ
－Ｂ１５）ｓ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ２６）Ｒ２７、(85)基－Ｎ（Ｒ２８）－ＣＯ－Ｂ１６－Ｎ（
Ｒ２９）Ｒ３０、(86)基－Ｎ（Ｒ３１）－Ｂ１７－ＣＯ－Ｎ（Ｒ３２）Ｒ３３、(87)ベン
ゾオキサゾリル基、(88a)ベンゾチエニル基、(89a)オキソ基、及び(90a)テトラヒドロキ
ノリン環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，２，３，４－テトラヒドロキ
ノリル基からなる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよい。
Ｂ１２は、低級アルキレン基を示す。
ｔは、０又は１を示す。
Ｒ２０及びＲ２１は、同一又は異なって、水素原子；置換基として低級アルコキシカルボ
ニル基を有することのあるアミノ基；フェニル環上に置換基として低級アルコキシ基を１
～３個有することのあるベンゾイル基；低級アルキル基；フェニル環上に低級アルコキシ
カルボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある
低級アルコキシ基及び低級アルキルチオ基からなる群から選ばれた基が１～３個置換して
いてもよいフェニル基を１～２個有する低級アルキル基；フェニル環上に置換基としてハ
ロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基及び置換基としてハロゲン原子を有する
ことのある低級アルキル基からなる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェ
ニル基；低級アルコキシカルボニル基；シクロアルキル低級アルキル基；ピロリジン環上
に置換基として水酸基を有することのある低級アルキル基を１～３個有することのあるピ
ロリジニル低級アルキル基；置換基としてフェニル基及び低級アルキル基からなる群から
選ばれた基を有することのあるアミノ置換低級アルキル基；１，２，３，４－テトラヒド
ロナフタレン環上に置換基として低級アルキル基を１～５個有していてもよい１，２，３
，４－テトラヒドロナフチル置換低級アルキル基；ナフチル低級アルキル基；ピリジル低
級アルキル基；キノリル低級アルキル基；テトラゾール環上に置換基として低級アルキル
基及びフェニル低級アルキル基からなる群から選ばれた基を１～３個有することのある１
，２，３，４－テトラゾリル低級アルキル基；１，２，４－トリアゾリル低級アルキル基
；低級アルキル基上に置換基として水酸基を有することのあるテトラヒドロフリル低級ア
ルキル基；フェニル環上に置換基として低級アルキル基及びニトロ基からなる群から選ば
れた基を１～３個有することのあるフェノキシ低級アルキル基；フェニル低級アルカノイ
ル基；置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基；イミダゾリル
低級アルカノイル基；低級アルコキシカルボニル低級アルキル基；ピリジル基；カルボキ
シ低級アルキル基又はシクロアルキル基を示す。また、Ｒ２０とＲ２１とは、これらが結
合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく
互いに結合して５～７員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、低級アルキル
基、フェニル環上に置換基としてハロゲン原子及びハロゲン原子を有することのある低級
アルキル基からなる群から選ばれた基を１～３個有することのあるフェニル基並びにフェ
ニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アル
キル基からなる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよい。
ｏは、０又は１を示す。
Ｂ１３は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ２２及びＲ２３は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、フェニル環上に置
換基として低級アルコキシ基を１～３個有することのあるベンゾイル基、フェニル環上に
置換基として低級アルキル基を有することのあるフェノキシ低級アルキル基、フェニル低
級アルキル基又はフェニル基を示す。また、Ｒ２２とＲ２３とは、これらが結合する窒素
原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく互いに結合
して５～７員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、低級アルキル基及びフェ
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ニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アル
キル基からなる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよい。
Ｂ１５は、低級アルキレン基を示す。
ｓは、０又は１を示す。
Ｒ２６及びＲ２７は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、フェニル低級アル
キル基又はイミダゾリル低級アルキル基を示す。また、Ｒ２６とＲ２７とは、これらが結
合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく
互いに結合して５～７員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、置換基として
フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級
アルキル基を１～３個有していてもよい。
Ｒ２８は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ１６は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ２９及びＲ３０は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環上には、低級アルキル基、フェニル基及びフェニル環上に置換基として低級
アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基
が１～３個置換していてもよい。
Ｒ３１は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ１７は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ３２及びＲ３３は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環上には、低級アルキル基、フェニル基及びフェニル環上に置換基として低級
アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基からなる群から選ばれ
た基が１～３個置換していてもよい。
　但し、上記化合物又はその塩は、下記（ｉ）～（ｖ）の要件を満たしているものとする
。
　（ｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示すとき、Ｒ３は水素原子を示す。
　（ｉｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示し、ｌが１を示し、Ｔが－ＣＯ－を示し、かつＲ１４が
水素原子又は置換基として水酸基を有することのあるアルキル基を示すとき、Ｒ１５は基
(24)を示す。
　（ｉｉｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示し、ｌが１を示し、かつＴが－Ｎ(Ｒ１７)－Ｂ３－Ｃ
Ｏ－を示すとき、Ｒ１４及びＲ１５は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸
素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく互いに結合して５～１０員の飽和又は
不飽和複素環を形成し、かつ該複素環上には、基(28)が１～３個置換されている。
　（ｉｖ）Ｘ１が窒素原子を示しかつｌが０であるとき、又はＸ１が窒素原子を示し、ｌ
が１であり、かつＴが－ＣＯ－もしくは－ＳＯ２を示すとき、Ｒ１５は、基(5)、(7)、(1
9)及び(20)ではない。
　（ｖ）Ｒ６がシクロアルキル環上に低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級
アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基からなる群
から選ばれた基が置換していてもよいシクロアルキル基を示すとき、Ｒ４は基－（Ｔ）ｌ

－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示すものとする。（Ｔ及びｌは、前記に同じ。Ｒ１４及びＲ１５

は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は
介することなく互いに結合して５～１０員の飽和複素環；或いはＲ１４及びＲ１５は、基
【化１４】

を形成する。）］
で表される芳香族化合物又はその塩を有効成分として含有するＳＴＡＴ３／５活性化阻害
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【請求項２】
　下記一般式（１－１）～一般式（１－７）で表される化合物からなる群から選ばれる化
合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化１５】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項３】
　下記一般式（１－８）～一般式（１－１４）で表される化合物からなる群から選ばれる
化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
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【化１６】

［式中Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項４】
　下記一般式（１－１５）～一般式（１－２１）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化１７】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
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【請求項５】
　下記一般式（１－２２）～一般式（１－２８）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化１８】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項６】
　下記一般式（１－２９）～一般式（１－３５）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
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【化１９】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項７】
　下記一般式（１－３６）～一般式（１－４２）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化２０】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
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【請求項８】
　下記一般式（１－４３）～一般式（１－４９）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化２１】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項９】
　下記一般式（１－５０）～一般式（１－５６）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。



(15) JP 2010-505762 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

【化２２】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項１０】
　下記一般式（１－５７）～一般式（１－６３）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化２３】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
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【請求項１１】
　下記一般式（１－６４）～一般式（１－７０）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化２４】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示し、Ｚ１は、低級アルケニレン基を示す。］
【請求項１２】
　下記一般式（１－７１）～一般式（１－７７）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
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【化２５】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項１３】
　下記一般式（１－７８）～一般式（１－８４）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化２６】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項１４】
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　下記一般式（１－８５）～一般式（１－９１）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化２７】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項１５】
　下記一般式（１－９２）～一般式（１－９８）で表される化合物からなる群から選ばれ
る化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
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【化２８】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項１６】
　下記一般式（１－９９）～一般式（１－１０５）で表される化合物からなる群から選ば
れる化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
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【化２９】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項１７】
　下記一般式（１－１０６）～一般式（１－１１２）で表される化合物からなる群から選
ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
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【化３０】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項１８】
　下記一般式（１－１１３）～一般式（１－１１９）で表される化合物からなる群から選
ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化３１】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
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【請求項１９】
　下記一般式（１－１２０）～一般式（１－１２６）で表される化合物からなる群から選
ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化３２】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示し、Ｚ２は、低級アルキニレン基を示す。］
【請求項２０】
　下記一般式（１－１２７）～一般式（１－１３３）で表される化合物からなる群から選
ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
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【化３３】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
【請求項２１】
　下記一般式（１－１３４）～一般式（１－１４０）で表される化合物からなる群から選
ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１に記載の阻害剤。
【化３４】

［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示し、Ｚ３は、低級アルキレン基又は基－Ｎ（Ｒ８

ｄ）－を示す。］
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【請求項２２】
　Ｙが基－Ｏ－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項２３】
　Ｙが基－Ｎ（Ｒ５）－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項２４】
　Ｙが基－ＣＯ－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、低級アルキレン基、基－Ｓ（Ｏ）ｎ－又は基－
Ｃ（＝Ｎ－ＯＨ）－を示す、上記１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項２５】
　Ａが基
【化３５】

を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項２６】
　Ａが基

【化３６】

を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項２７】
　Ｒ４がイミダゾリル低級アルキル基、１，２，４－トリアゾリル低級アルキル基、１，
２，３－トリアゾリル低級アルキル基、１，２，５－トリアゾリル低級アルキル基、ピラ
ゾリル低級アルキル基、ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピリ
ミジニル低級アルキル基、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデン低級アルキ
ル基、１，２，４－オキサジアゾール環上に置換基として低級アルキル基を有することの
ある１，２，４－オキサジアゾリル低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換基としてオ
キソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アルキル基、基

【化３７】

又は基
【化３８】

を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項２８】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５（Ｔ、Ｒ１４及びＲ１５は上記に同じ）を示
し、ｌが０を示す一般式（１）で表される、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害
剤。
【請求項２９】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示す、請求項１～２１のい
ずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３０】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｎ（Ｒ１７

）－Ｂ３－ＣＯ－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３１】
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　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ１９－Ｎ
（Ｒ１８）－ＣＯ－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３２】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ４－ＣＯ
－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３３】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｑ－Ｂ５－
ＣＯ－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３４】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ６－Ｎ（
Ｒ１９）－Ｂ７－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３５】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－ＣＯ－Ｂ８

－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３６】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－ＣＨ（ＯＨ
）－Ｂ９－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３７】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－ＣＯ－Ｂ１

０－ＣＯ－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３８】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－ＣＨ（ＯＨ
）－Ｂ１１－ＣＯ－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項３９】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－ＣＯ－を示
す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項４０】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－ＳＯ２－を
示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項４１】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ２３ａ－
ＣＯ－ＣＯ－を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項４２】
　Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが低級アルキレン
基を示す、請求項１～２１のいずれか一項に記載の阻害剤。
【請求項４３】
　一般式（１－１）、（１－２）、（１－８）、（１－９）、（１－１５）、（１－１６
）、（１－２９）、（１－３０）、（１－４３）、（１－４４）、（１－５７）、（１－
５８）、（１－６４）及び（１－６５）からなる群から選ばれた化合物又はその塩［式中
、Ｙが基－Ｏ－又は基－Ｎ（Ｒ５）－、Ａが基
【化３９】

を示し、Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示す］を有効成分として含む、請求
項１記載の阻害剤。
【請求項４４】
　ｌが１を示し、Ｔが基－Ｎ（Ｒ１７）－Ｂ３－ＣＯ－を示す、請求項４３記載の阻害剤
。
【請求項４５】
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　ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ４－ＣＯ－を示す、請求項４３記載の阻害剤。
【請求項４６】
　ｌが１を示し、Ｔが基－ＣＯ－を示す、請求項４３記載の阻害剤。
【請求項４７】
　ｌが０を示す、請求項４３記載の阻害剤。
【請求項４８】
　Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチ
ル］エチルアミノ｝－２－メトキシフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４－ジクロ
ロベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－
２－オキソエチル］エチルアミノ｝フェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオ
ロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イ
ル）－２－オキソエチル］エチルアミノ｝－２－フルオロフェノキシ）ピリジン－３－イ
ル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニ
ルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチルアミノ｝－２－フルオロフェノキ
シ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛
［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチルアミノ｝－
２－メトキシフェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド
、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチ
ル］エチルアミノ｝－２－メトキシフェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオ
ロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イ
ル）－２－オキソエチル］エチルアミノ｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－３－イル
］－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラ
ジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチルアミノ｝－２－メチルフェノキシ）ピリジ
ン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－（６－｛４－［３－（４－
ピペロニルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］フェノキシ｝ピリジン－３－
イル）－３，４－ジクロロベンゼンスルホンアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４
－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペラジン－１－イル｝フェ
ノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４
－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジ
ン－１－イル｝フェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミ
ド、Ｎ－｛６－［（４－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オ
キソエチル］ピペリジン－１－イル｝フェニル）メチルアミノ］ピリジン－３－イル｝－
４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ベンジルピ
ペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝－２－メチルフェノ
キシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－
｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン
－１－イル｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチル
ベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）
－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－３－
イル］－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－｛６－［４－（４－ベンジルピペラジン－
１－カルボニル）フェノキシ］ピリジン－３－イル｝－４－トリフルオロメチルベンズア
ミド、Ｎ－｛６－［４－（４－ベンジルピペラジン－１－カルボニル）フェノキシ］ピリ
ジン－３－イル｝－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（｛４－［３－（４－ピ
ペロニルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］フェニル｝メチルアミノ）ピリ
ジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（
４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］エチルアミノ｝－２－フル
オロフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（
４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチルアミ
ノ｝－２－フルオロフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４－ジクロロベンズアミド
、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチ
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ル］メチルアミノ｝－２－メトキシフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４－ジクロ
ロベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－
２－オキソエチル］メチルアミノ｝フェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４－ジクロ
ロベンズアミド、１－（６－｛４－［３－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－３
－オキソプロピル］フェノキシ｝ピリジン－３－イル）－３－（３，４－ジクロロフェニ
ル）－１－エチル尿素、Ｎ－（６－｛４－［３－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル
）－３－オキソプロピル］フェノキシ｝ピリジン－３－イル）－４－トリフルオロメチル
ベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ベンジルピペラジン－１－イル）－２－
オキソエチル］メチルアミノ｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－ト
リフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ベンジルピペラジ
ン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝フェノキシ）ピリジン－３
－イル］－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－（６－｛４－［３－（４－ピペロニルピ
ペラジン－１－カルボニル）ピペリジン－１－イル］フェノキシ｝ピリジン－３－イル）
－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ベンジルピペラ
ジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝フェノキシ）ピリジン－
３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－｛６－［（４－｛４－［２－（
４－ベンジルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝フェ
ニル）メチルアミノ］ピリジン－３－イル｝－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ
－（６－｛４－［（２－｛４－［４－（４－フルオロベンゾイル）フェニル］ピペラジン
－１－イル｝－２－オキソエチル）メチルアミノ］－２－メトキシフェノキシ｝ピリジン
－３－イル）－４－トリフルオロメチルベンズアミド、２－（４－ピペロニルピペラジン
－１－イル）－Ｎ－｛３－メチル－４－［５－（４－トリフルオロメチルフェノキシメチ
ル）ピリジン－２－イルオキシ］フェニル｝－２－オキソアセトアミド、Ｎ－［６－（４
－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチルアミノ
｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－３－イル］－２－フルオロ－４－トリフルオロメ
チルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イ
ル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝－２－メトキシフェノキシ）ピリジン
－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド及び４－（３－｛３－メチル－４－
［５－（４－トリフルオロメチルベンゾイルアミノ）ピリジン－２－イルオキシ］フェニ
ル｝－２－オキソヘキサヒドロピリミジン－１－イル）安息香酸エチルエステルからなる
群から選ばれた化合物又はその塩を有効成分として含む、請求項１記載の阻害剤。
【請求項４９】
　請求項１記載中の芳香族化合物において、Ｒ１４およびＲ１５が、それらが結合する窒
素原子と共に、窒素原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される６員の飽和
複素環基であり、該飽和複素環上に、フェニル環上に置換基として低級アルカノイル基、
置換基として低級アルカノイル基を有することのあるアミノ基、低級アルコキシカルボニ
ル基、シアノ基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有
することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アル
コキシ基、フェニル低級アルコキシ基、水酸基及び低級アルキレンジオキシ基からなる群
から選ばれた基が１～２個置換していてもよいフェニル置換低級アルキル基が置換してい
る、請求項１記載の阻害剤。
【請求項５０】
　飽和複素環基であるピペラジニル基上に、低級アルキレンジオキシ基が置換しているフ
ェニル置換低級アルキル基が置換している請求項４９記載の阻害剤。
【請求項５１】
　Ｘ１が窒素原子、およびＹが酸素原子である請求項４９又は５０記載の阻害剤。
【請求項５２】
　ＳＴＡＴ３活性化に伴う症状又は疾患を予防又は治療するための請求項１記載の阻害剤
。
【請求項５３】
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　ＳＴＡＴ３活性化に伴う症状又は疾患が、自己免疫疾患、糖尿病、感染症、中枢性疾患
、癌関連疾患又は乾癬である請求項５２記載のＳＴＡＴ３活性化阻害剤。
【請求項５４】
　請求項１に記載されている芳香族化合物（１）又はその塩の有効量を患者に投与するこ
とにより、ＳＴＡＴ３活性化に伴う症状又は疾患を予防又は治療する方法。
【請求項５５】
　ＳＴＡＴ５活性化に伴う症状又は疾患を予防又は治療するための請求項１記載の阻害剤
。
【請求項５６】
　ＳＴＡＴ５活性化に伴う症状又は疾患が、自己免疫疾患、アレルギー、又は高プロラク
チン血症である請求項５５記載のＳＴＡＴ５活性化阻害剤。
【請求項５７】
　請求項１に記載されている芳香族化合物（１）又はその塩の有効量を患者に投与するこ
とにより、ＳＴＡＴ５活性化に伴う症状又は疾患を予防又は治療する方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タンパク質のＳＴＡＴ（signal transducers and activators of transcription）ファ
ミリーは、DNA結合タンパク質であり、情報伝達及び転写活性化において役割を果たす。
現在、ＳＴＡＴファミリーには、6つの異なるメンバー（ＳＴＡＴ１、ＳＴＡＴ２、ＳＴ
ＡＴ３、ＳＴＡＴ４、ＳＴＡＴ５、及びＳＴＡＴ６）及びいくつかのアイソフォーム（Ｓ
ＴＡＴ１α、ＳＴＡＴ１β、ＳＴＡＴ３α、ＳＴＡＴ３β、ＳＴＡＴ５a及びＳＴＡＴ５
ｂ）が知られている。ＳＴＡＴの活性は、多様なサイトカイン及びマイトジェン刺激によ
り調節される。サイトカインがその受容体に結合すると、これらの受容体と関連するヤヌ
ス（Ｊａｎｕｓ）プロテインチロシンキナーゼ（ＪＡＫ）の活性化が生じる。
【０００３】
　ＳＴＡＴ３は、特異的リン酸化チロシン構造を認識するＳＨ２(src homology 2)ドメイ
ンを有し、ｇｐ１３０細胞内領域リン酸化チロシンを特異的に認識し、ｇｐ１３０上に運
ばれてくると考えられ、ＪＡＫによりチロシンリン酸化される。チロシンリン酸化された
ＳＴＡＴ３は、自身のＳＨ２ドメインを介してＳＴＡＴ３二量体(homodimer)あるいはＳ
ＴＡＴ１との二量体(heterodimer)を形成し、核内へ移行し、特異的DNA配列を認識して結
合し、多くの遺伝子の転写を制御していることが知られている。
【０００４】
　ＳＴＡＴ３／５のそのような生体内における役割についてはいくつかの報告が存在する
。
【０００５】
　例えば、非特許文献１には、ＳＴＡＴ３活性化とＩＬ－6－signaling pathways、およ
びIL-6とアルツハイマー病、リウマチ、クローン病、貧血などの慢性疾患や悪液質（カケ
クシア）などの癌関連疾患との関係が記載されている。
【０００６】
　また、非特許文献２には、ＳＴＡＴ３活性化とHepatitis C Virusとの関係が、非特許
文献３には、ＳＴＡＴ３活性化と乾癬との関係がそれぞれ記載されている。また、特許文
献２には、ＳＴＡＴ３と炎症性疾患および自己免疫疾患との関係が、また非特許文献４に
は、ＳＴＡＴ３活性化と肥満、糖尿病、不妊症、thermal dysregulation等との関係がそ
れぞれ記載されている。非特許文献５及び６等には、STAT5がIgE誘導MC（マスト細胞）活
性化、並びに炎症性および自己免疫疾患における重要な因子であることが記載されており
、またアレルギー、炎症、高プロラクチン血症および悪性腫瘍におけるSTAT5の役割が記
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【０００７】
　一方、コラーゲン産生阻害作用を有する芳香族化合物の存在が知られている（特許文献
１）。しかしながら、特許文献１に記載されている芳香族化合物がＳＴＡＴ３／５活性化
阻害作用を有することは未だ知られていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】ＷＯ２００６／０１４０１２
【特許文献２】ＵＳ２００１/００２９２５０
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】J.Gerontology; MEDICAL SCIENCES 2006, Vol.61A, No.6, 575-584
【非特許文献２】J. Exp. Med.Vol.196, No.5, 2002, 641-653
【非特許文献３】Nature Medicine Vol.11, No.1, 2005, 43-49
【非特許文献４】ＰＮＡＳ March 30, 2004, vol.101, no.13, 4661-4666
【非特許文献５】J.Immunology,2006,177:3421-3426
【非特許文献６】Ann.Rheum.Dis.2004;63:67-71
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、ＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者らは、特許文献１に記載されている芳香族化合物につき更に研究を重ねた結果
、該化合物がＳＴＡＴ３／５活性化阻害作用を有していることを見出した。本発明は、こ
のような知見に基づき完成されたものである。
【００１２】
　従って、本発明は、下記Ａ項～Ｃ項に示すＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤を提供する。
項Ａ．　一般式
【００１３】
【化１】

【００１４】
［式中、Ｘ１は、窒素原子又は基－ＣＨ＝を示す。
Ｒ１は、基－Ｚ－Ｒ６を示す。
Ｚは、基－Ｎ（Ｒ８）－Ｂ－、基－Ｂ－Ｎ（Ｒ８）－、基－Ｂ０－Ｏ－、基
【００１５】
【化２】

【００１６】
、基－ＣＯ－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、基－Ｎ（Ｒ９ａ）－ＣＯ－Ｎ（Ｒ９ｂ）－、基－Ｎ
＝ＣＨ－、基－Ｎ（Ｒ１０ａ）－ＳＯ２－（Ｂ２２ａ）ｅ－、低級アルケニレン基、基－
ＮＨＣＯ－Ｂ１－、基－ＮＨＣＯ－Ｂ２－（Ｗ）ｕ－、基－Ｂ０－Ｏ－Ｂ１９ａ－、基
【００１７】
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【化３】

【００１８】
、基
【００１９】

【化４】

【００２０】
、基－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ１０ｂ）－、基－Ｓ－、低級アルキニレン基、低級アルキレン基、
基－Ｎ（Ｒ８ｄ）－又は基－ＣＯ－ＮＨ－Ｂ１８ａ－を示す。
Ｒ８は、水素原子、置換基として低級アルコキシ基を有することのある低級アルキル基、
低級アルカノイル基、低級アルキルスルホニル基又はフェニル低級アルキル基を示す。
Ｂは、基－ＣＯ－又は低級アルキレン基を示す。
Ｂ０は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１は、置換基としてフェニル基を有することのある低級アルケニレン基を示す。
Ｂ２は、低級アルコキシ基及びフェニル基なる群から選ばれた基が置換していてもよい低
級アルキレン基を示す。
Ｒ９ａは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ９ｂは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ１０ａは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ２２aは、低級アルキレン基又は低級アルケニレン基を示す。
ｅは、０又は１を示す。
Ｂ１８aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１９aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２０aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２１aは、低級アルキレン基を示す。
ｋは、２又は３を示す。
ｃは０又は１を示す。
ｄ’は０又は１を示す。
Ｒ１０ｂは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ８ｄは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｗは、酸素原子、基－ＮＨ－又は硫黄原子を示す。
ｕは、０又は１を示す。
Ｒ６は、窒素原子、酸素原子又は硫黄原子を１～４個有する５～１５員の単環、二項環又
は三項環の飽和又は不飽和複素環基（該複素環上には、オキソ基；置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルコキシ基；置換基としてハロゲン原子を有することのあ
る低級アルキル基；ハロゲン原子；低級アルキルスルホニル基；フェニル環上にハロゲン
原子を有することのある低級アルキル基が置換していてもよいフェニル基；低級アルキル
チオ基；ピロリル基；ベンゾイル基；低級アルカノイル基；低級アルコキシカルボニル基
；並びに置換基として低級アルキル基及び低級アルカノイル基なる群から選ばれた基を有
することのあるアミノ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよい）、アダマ
ンチル基、ナフチル基（ナフタレン環上に低級アルキル基、ハロゲン原子並びに置換基と
して低級アルキル基及び低級アルカノイル基なる群から選ばれた基を有することのあるア
ミノ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよい）、置換基として低級アルコ
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キシ基を有することのあるアルキル基、シクロアルキル環上に低級アルキル基を有するこ
とのあるアミノ置換低級アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有することのある低
級アルキル基なる群から選ばれた基が置換していてもよいシクロアルキル基、置換基とし
てハロゲン原子を有することのある低級アルケニル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル
基（フェニル環上には、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基及
びハロゲン原子なる群から選ばれた基が１～３個有していてもよい）、ハロゲン原子置換
低級アルキル基、シクロアルキル低級アルキル基又は基
【００２１】
【化５】

【００２２】
を示す。
Ｒ７は、水素原子、フェニル基、カルボキシ基、水酸基、ハロゲン原子、置換基としてハ
ロゲン原子を有することのある低級アルキル基、フェノキシ基、置換基としてハロゲン原
子を有することのある低級アルコキシ基、低級アルキレンジオキシ基、置換基として低級
アルキル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル基及びシクロアルキル基なる群から選ばれ
た基を有することのあるアミノ基、シアノ基、置換基としてハロゲン原子を有することの
ある低級アルカノイル基、低級アルキルスルホニル基、アミノスルホニル基、低級アルコ
キシカルボニル基、低級アルカノイルオキシ基、低級アルコキシカルボニル低級アルキル
基或いは窒素原子、酸素原子又は硫黄原子を１～４個有する５～６員の飽和又は不飽和複
素環基（該複素環上にはオキソ基が置換していてもよい）を示す。
ｍは、１～５の整数を示す。ｍが２～５を示す場合、２～５個のＲ７は、同一であっても
よいし、異なっていてもよい。
Ｒ２は、水素原子、ハロゲン原子又は低級アルキル基を示す。
Ｙは、基－Ｏ－、基－Ｎ（Ｒ５）－、基－ＣＯ－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、低級アルキレン
基、基－Ｓ（Ｏ）ｎ－又は基－Ｃ（＝Ｎ－ＯＨ）－を示す。
Ｒ５は、水素原子、低級アルキル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル基、フェニル低級
アルキル基又はシクロアルキル基を示す。
ｎは、０、１又は２を示す。
Ａは、基
【００２３】

【化６】

【００２４】
又は基
【００２５】
【化７】

【００２６】
を示す。
ｐは、１又は２を示す。
Ｒ３は、水素原子、低級アルコキシ基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有す
ることのある低級アルキル基、低級アルコキシカルボニル基、カルボキシ基、基－ＣＯＮ
Ｒ１１Ｒ１２又はシアノ基を示す。
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Ｒ１１及びＲ１２は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、シクロアルキル基
又はフェニル基を示す。また、Ｒ１１とＲ１２とは、これらが結合する窒素原子と共に、
窒素原子、硫黄原子もしくは酸素原子を介し又は介することなく互いに結合して５～７員
の飽和複素環を形成してもよい。
Ｒ４は、イミダゾリル低級アルキル基、１，２，４－トリアゾリル低級アルキル基、１，
２，３－トリアゾリル低級アルキル基、１，２，５－トリアゾリル低級アルキル基、ピラ
ゾリル低級アルキル基、ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピリ
ミジニル低級アルキル基、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデン低級アルキ
ル基、１，２，４－オキサジアゾール環上に置換基として低級アルキル基を有することの
ある１，２，４－オキサジアゾリル低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換基としてオ
キソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アルキル基、基
【００２７】
【化８】

【００２８】
、基
【００２９】
【化９】

【００３０】
又は基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示す。
Ｒ１３は、水素原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、置
換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基、低級アルコキシカルボ
ニル基、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェ
ニル低級アルキル基、イミダゾリル低級アルキル基、低級アルコキシカルボニル低級アル
キル基、カルボキシ低級アルキル基、ベンゾイル基、モルホリノ置換低級アルカノイル基
、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低
級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニルカルボニル低級アルキ
ル基、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニ
ル低級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニル低級アルカノイル
基、モルホリノカルボニル置換低級アルキル基又はイミダゾリル低級アルカノイル基を示
す。
Ｒ１３ａは、水素原子又は水酸基を示す。
Ｔは、低級アルキレン基、基－Ｎ（Ｒ１７）－Ｂ３－ＣＯ－、基－Ｂ１９－Ｎ（Ｒ１８）
－ＣＯ－、基－Ｂ４－ＣＯ－、基－Ｑ－Ｂ５－ＣＯ－、基－Ｂ６－Ｎ（Ｒ１９）－Ｂ７－
ＣＯ－、基－ＣＯ－Ｂ８－、基－ＣＨ（ＯＨ）－Ｂ９－、基－ＣＯ－Ｂ１０－ＣＯ－、基
－ＣＨ（ＯＨ）－Ｂ１１－ＣＯ－、基－ＣＯ－、基－ＳＯ２－又は基－Ｂ２３ａ－ＣＯ－
ＣＯ－を示す。
Ｒ１７は、水素原子、低級アルキル基、シクロアルキル基、シクロアルキルカルボニル基
、置換基としてハロゲン原子を有することある低級アルカノイル基、低級アルケニル基、
置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級アルカノイル基又は低級
アルキルスルホニル基を示す。
Ｂ３は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１９は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ１８は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ４は、低級アルケニレン基又は置換基として水酸基を有することのある低級アルキレン
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基を示す。
Ｑは、酸素原子又は基－Ｓ（Ｏ）ｎ－（ｎは前記に同じ）を示す。
Ｂ５は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ６は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ１９は、水素原子又は低級アルカノイル基を示す。
Ｂ７は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ８は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ９は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１０は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１１は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２３ａは、低級アルキレン基を示す。
ｌは、０又は１を示す。
Ｒ１４は、水素原子又は置換基として水酸基を有することのあるアルキル基を示す。Ｒ１

５は、(2)水酸基置換アルキル基、(3)置換基として水酸基及び低級アルキル基なる群から
選ばれた基を有することのあるシクロアルキル基、(4)フェノキシ低級アルキル基、(5)フ
ェニル環上に低級アルキル基；置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコ
キシ基；ハロゲン原子；置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ低級アル
コキシ基；水酸基置換低級アルキル基；フェニル低級アルキル基；低級アルキニル基；置
換基として低級アルキルスルホニル基を有することのあるアミノ基；低級アルキルチオ基
；シクロアルキル基；フェニルチオ基；アダマンチル基；フェニル環上に置換基としてハ
ロゲン原子を有することのあるアニリノ基；低級アルコキシカルボニル基；ピペラジン環
上に置換基として低級アルキル基を有することのあるピペラジニル基；ピロリジン環上に
置換基としてオキソ基を有することのあるピロリジニル基；低級アルカノイルアミノ基；
シアノ基；及びフェノキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニ
ル基、(6)フェノキシ基、(7)フェニル環上にハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を
有することのある低級アルコキシ基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基が１～３個
置換していてもよいフェニル低級アルキル基、(8)フェニル環上に置換基として低級アル
キレンジオキシ基を有するフェニル低級アルキル基、(10)低級アルコキシカルボニル置換
低級アルキル基、(11)カルボキシ置換低級アルキル基、(12)置換基として低級アルカノイ
ル基を有することのあるアミノ基、(13)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ
基、低級アルコキシ基及び低級アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた基を１～３個有
することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノリル基、(14)シクロアルキル低級アル
キル基、(15)フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのある
フェニル低級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニル低級アルカ
ノイル基、(16)ピリジル低級アルキル基、(17)置換基として低級アルキル基及び低級アル
カノイル基なる群より選ばれた基を有することのあるアミノ基置換低級アルキル基、(18)
低級アルコキシ低級アルキル基、(19)イミダゾリル基、(20)イミダゾリル低級アルキル基
、(21)１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル置換低級アルキル基、(22)
ピペリジン環上に置換基として低級アルコキシカルボニル基、フェニル低級アルキル基及
びフリル低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるピペリジニルカルボニ
ル基、(23)チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル
低級アルカノイル基、(24)ピペリジン環上に低級アルコキシカルボニル基、フェニル低級
アルキル基、低級アルキル基、ベンゾイル基及びフリル低級アルキル基なる群から選ばれ
た基が置換していてもよいピペリジニル基、(25)基
【００３１】
【化１０】

【００３２】
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が置換したカルボニル低級アルキル基、(26)基
【００３３】
【化１１】

【００３４】
が置換したカルボニル低級アルキル基、(27)基－ＣＯ－Ｂ２０－Ｎ（Ｒ３６）Ｒ３７、（
26a）ピロリジニル低級アルキル基、(27a)モルホリノ低級アルキル基、(28a)フェニル低
級アルケニル基、(29a)フェニル環上に置換基として低級アルキル基を有することのある
アニリノカルボニル低級アルキル基、(30a)インドリル基、(31a)ピペラジン環上に置換基
として低級アルキル基及びフェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有す
ることのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるピペラジ
ニル低級アルキル基、(32a)置換基として低級アルキル基を有することのあるアミジノ低
級アルキル基、(33a)フルオレニル基、(34a)カルバゾール環上に置換基として低級アルキ
ル基を有することのあるカルバゾリル基、(35a)置換基として低級アルキル基を有するこ
とのあるアミジノ基、（36a）ピペラジン環上に置換基としてフェニル低級アルキル基（
フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基及び低級アルコキシ基なる群から
選ばれた基１～３個有していてもよい）及びピリジル低級アルキル基なる群から選ばれた
基を１～３個有することのあるピペラジニル置換オキサリル基又は（37a）シアノ置換低
級アルキル基を示す。
Ｒ３４は、オキソ基又はフェニル基を示す。
ｄは、０～３の整数を示す。
Ｂ２０は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ３６及びＲ３７は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環基上には、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有する
ことのあるフェニル低級アルキル基が１～３個置換していてもよい。
Ｒ１４とＲ１５とは、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して５～１０員の飽和又は不飽和複素環；或
いは基
【００３５】
【化１２】

【００３６】
を形成してもよい。該複素環上には、(28)フェニル環上に置換基として低級アルカノイル
基、置換基として低級アルカノイル基を有することのあるアミノ基、低級アルコキシカル
ボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子
を有することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級
アルコキシ基、フェニル低級アルコキシ基、水酸基及び低級アルキレンジオキシ基なる群
から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル基を１～２個有し、低級アルキル
基上にピリジル基を有することのあるフェニル置換低級アルキル基、(29)カルバモイル基
、(30)ピリジン環上に置換基として水酸基及び置換基として水酸基を有することのある低
級アルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有することのあるピリジル低級アルキル基
、(31)ピロール環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有することのあるピロリル
低級アルキル基、(32)ベンゾオキサゾリル低級アルキル基、(33)ベンゾチアゾリル低級ア
ルキル基、(34)フリル低級アルキル基、(35)フェニル環上にシアノ基、置換基として低級
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アルキルスルホニル基を有することのあるアミノ基、ハロゲン原子、低級アルコキシ基、
置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換
基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アルキル基、チアゾリジン環上
に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニリデン低級アルキル基及び低級
アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいベンゾイル基
、(36)ピリミジニル基、(37)ピラジニル基、(38)ピリジル基、(39)低級アルコキシカルボ
ニル基、(40)チアゾリジン環上にオキソ基及び基
【００３７】
【化１３】

【００３８】
（Ｒａ及びＲｂは、それぞれ低級アルキル基を示す。）なる群より選ばれた基が置換して
いてもよいチアゾリジニル低級アルカノイル基、(41)置換基として水酸基及びハロゲン原
子なる群より選ばれた基を有することのある低級アルキル基、(42)置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルカノイル基、(43)フェニル環上に低級アルコキシ低級ア
ルキル基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるカルバモイル基、
低級アルコキシカルボニル基、カルボキシ基、シアノ基、フェニル基、ハロゲン原子、置
換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子
を有することのある低級アルコキシ基、フェニル環上に置換基としてハロゲン原子を有す
ることのあるベンゾイル基、フェニル環上に置換基としてハロゲン原子を有することのあ
るフェニル低級アルキル基及び水酸基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよ
いフェニル基、(44)フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有するフェ
ニル基、(45)ナフチル低級アルキル基、(46)フェニル環上にシアノ基、置換基としてハロ
ゲン原子を有することのある低級アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有すること
のある低級アルコキシ基なる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェノキシ
基、(47)フェノキシ低級アルキル基、(48)フェニル環上にハロゲン原子、置換基としてハ
ロゲン原子を有することのある低級アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有するこ
とのある低級アルコキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル
低級アルコキシ基、(49)基－（Ｂ１２ＣＯ）ｔ－Ｎ（Ｒ２０）Ｒ２１、(50)基－（ＣＯ）
ｏ－Ｂ１３－Ｎ（Ｒ２２）Ｒ２３、(51)１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン環上に
置換基として低級アルキル基を１～５個有していてもよい１，２，３，４－テトラヒドロ
ナフチル置換低級アルキル基、(52)置換基として水酸基を有することのあるシクロアルキ
ル基、(53)ピペリジン環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有していてもよいピ
ペリジニル基、(54)キノリル低級アルキル基、(55)テトラゾール環上に置換基として低級
アルキル基及びフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのある１，２
，３，４－テトラゾリル低級アルキル基、(56)チアゾール環上に置換基としてフェニル基
を有することのあるチアゾリル低級アルキル基、(57)フェニル環上に置換基として低級ア
ルコキシ基及びハロゲン原子なる群から選ばれる基を１～３個有することのあるベンゾイ
ル低級アルキル基、(58)ピペリジン環上に置換基として低級アルキル基を有することのあ
るピペリジニル低級アルキル基、(59)イミダゾール環上に置換基としてフェニル基を１～
３個有することのあるイミダゾリル基、(60)ベンズイミダゾール環上に置換基として低級
アルキル基を１～３個有することのあるベンズイミダゾリル基、(61)ピリジル低級アルコ
キシ基、(62)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，
２，３，４－テトラヒドロキノリル低級アルキル基、(63)１，３，４－オキサジアゾール
環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，３，４－オキサジアゾリル低級アル
キル基、(64)シクロアルキル低級アルキル基、(65)テトラヒドロピラニル基、(66)チエニ
ル低級アルキル基、(67)ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピリ
ミジニルカルボニル基、(68)水酸基、(69)カルボキシ基、(70)低級アルコキシ低級アルキ
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ル基、(71)低級アルコキシ低級アルコキシ基、(72)ベンゾイルオキシ基、(73)低級アルコ
キシカルボニル低級アルコキシ基、(74)カルボキシ低級アルコキシ基、(75)フェノキシ低
級アルカノイル基、(76)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基を有すること
のある１，２，３，４－テトラヒドロキノリルカルボニル基、(77)フェニルスルホニル基
、(78)イミダゾリル低級アルカノイル基、(79)イミダゾリル低級アルキル基、(80)ピリジ
ルカルボニル基、(81)イミダゾリルカルボニル基、(82)低級アルコキシカルボニル低級ア
ルキル基、(83)カルボキシ低級アルキル基、(84)基－（Ｏ－Ｂ１５）ｓ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ２

６）Ｒ２７、(85)基－Ｎ（Ｒ２８）－ＣＯ－Ｂ１６－Ｎ（Ｒ２９）Ｒ３０、(86)基－Ｎ（
Ｒ３１）－Ｂ１７－ＣＯ－Ｎ（Ｒ３２）Ｒ３３、(87)ベンゾオキサゾリル基、(88a)ベン
ゾチエニル基、(89a)オキソ基及び(90a)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ
基を有することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノリル基なる群から選ばれた基が
１～３個置換していてもよい。
Ｂ１２は、低級アルキレン基を示す。
ｔは、０又は１を示す。
Ｒ２０及びＲ２１は、同一又は異なって、水素原子；置換基として低級アルコキシカルボ
ニル基を有することのあるアミノ基；フェニル環上に置換基として低級アルコキシ基を１
～３個有することのあるベンゾイル基；低級アルキル基；フェニル環上に低級アルコキシ
カルボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある
低級アルコキシ基及び低級アルキルチオ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していて
もよいフェニル基を１～２個有する低級アルキル基；フェニル環上に置換基としてハロゲ
ン原子を有することのある低級アルコキシ基及び置換基としてハロゲン原子を有すること
のある低級アルキル基なる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル基；
低級アルコキシカルボニル基；シクロアルキル低級アルキル基；ピロリジン環上に置換基
として水酸基を有することのある低級アルキル基を１～３個有することのあるピロリジニ
ル低級アルキル基；置換基としてフェニル基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基を
有することのあるアミノ置換低級アルキル基；１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン
環上に置換基として低級アルキル基を１～５個有していてもよい１，２，３，４－テトラ
ヒドロナフチル置換低級アルキル基；ナフチル低級アルキル基；ピリジル低級アルキル基
；キノリル低級アルキル基；テトラゾール環上に置換基として低級アルキル基及びフェニ
ル低級アルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有することのある１，２，３，４－テ
トラゾリル低級アルキル基；１，２，４－トリアゾリル低級アルキル基；低級アルキル基
上に置換基として水酸基を有することのあるテトラヒドロフリル低級アルキル基；フェニ
ル環上に置換基として低級アルキル基及びニトロ基なる群から選ばれた基を１～３個有す
ることのあるフェノキシ低級アルキル基；フェニル低級アルカノイル基；置換基としてハ
ロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基；イミダゾリル低級アルカノイル基；
低級アルコキシカルボニル低級アルキル基；ピリジル基；カルボキシ低級アルキル基又は
シクロアルキル基を示す。また、Ｒ２０とＲ２１とは、これらが結合する窒素原子と共に
、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく互いに結合して５～７
員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、低級アルキル基、フェニル環上に置
換基としてハロゲン原子及びハロゲン原子を有することのある低級アルキル基なる群から
選ばれた基を１～３個有することのあるフェニル基並びにフェニル環上に置換基として低
級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた
基が１～３個置換していてもよい。
ｏは、０又は１を示す。
Ｂ１３は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ２２及びＲ２３は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、フェニル環上に置
換基として低級アルコキシ基を１～３個有することのあるベンゾイル基、フェニル環上に
置換基として低級アルキル基を有することのあるフェノキシ低級アルキル基、フェニル低
級アルキル基又はフェニル基を示す。また、Ｒ２２とＲ２３とは、これらが結合する窒素
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原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく互いに結合
して５～７員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、低級アルキル基及びフェ
ニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アル
キル基なる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよい。
Ｂ１５は、低級アルキレン基を示す。
ｓは、０又は１を示す。
Ｒ２６及びＲ２７は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、フェニル低級アル
キル基又はイミダゾリル低級アルキル基を示す。また、Ｒ２６とＲ２７とは、これらが結
合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく
互いに結合して５～７員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、置換基として
フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級
アルキル基を１～３個有していてもよい。
Ｒ２８は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ１６は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ２９及びＲ３０は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環上には、低級アルキル基、フェニル基及びフェニル環上に置換基として低級
アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基
が１～３個置換していてもよい。
Ｒ３１は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ１７は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ３２及びＲ３３は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環上には、低級アルキル基、フェニル基及びフェニル環上に置換基として低級
アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基
が１～３個置換していてもよい。
【００３９】
　但し、下記（ｉ）～（ｖ）の要件を満たしているものとする。
【００４０】
　（ｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示すとき、Ｒ３は水素原子を示す。
【００４１】
　（ｉｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示し、ｌが１を示し、Ｔが－ＣＯ－を示し、かつＲ１４が
水素原子又は置換基として水酸基を有することのあるアルキル基を示すとき、Ｒ１５は基
(24)を示す。
【００４２】
　（ｉｉｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示し、ｌが１を示し、かつＴが－Ｎ(Ｒ１７)－Ｂ３－Ｃ
Ｏ－を示すとき、Ｒ１４及びＲ１５は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸
素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく互いに結合して５～１０員の飽和又は
不飽和複素環を形成し、かつ該複素環上には、基(28)が１～３個置換されている。
【００４３】
　（ｉｖ）Ｘ１が窒素原子を示しかつｌが０であるとき、又はＸ１が窒素原子を示し、ｌ
が１であり、かつＴが－ＣＯ－もしくは－ＳＯ２を示すとき、Ｒ１５は、基(5)、(7)、(1
9)及び(20)ではない。
【００４４】
　（ｖ）Ｒ６がシクロアルキル環上に低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級
アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基なる群から
選ばれた基が置換していてもよいシクロアルキル基を示すとき、Ｒ４は基－（Ｔ）ｌ－Ｎ
（Ｒ１４）Ｒ１５を示すものとする。（Ｔ及びｌは、前記に同じ。Ｒ１４及びＲ１５は、
これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介す
ることなく互いに結合して５～１０員の飽和複素環；或いは基
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【００４５】
【化１４】

【００４６】
を形成する。）］
で表される芳香族化合物（以下単に芳香族化合物（１）と示すこともある）又はその塩を
有効成分として含有するＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤。
【００４７】
　項Ｂ．ＳＴＡＴ３活性化に伴う症状又は疾患を予防又は治療するためのＡ項記載のＳＴ
ＡＴ３活性化阻害剤。
【００４８】
　項Ｃ．ＳＴＡＴ３活性化に伴う症状又は疾患が、自己免疫疾患、糖尿病、感染症、中枢
性疾患、癌関連疾患又は乾癬であるＢ項記載のＳＴＡＴ３活性化阻害剤。
【００４９】
　また本発明は、Ａ項に記載されている芳香族化合物（１）又はその塩の有効量を患者に
投与することにより、ＳＴＡＴ３活性化に伴う症状又は疾患を予防又は治療する方法を提
供する。
【００５０】
　さらに本発明は、ＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤を製造するための、Ａ項に記載されてい
る化合物（１）又はその塩の使用を提供する。
【００５１】
　本発明のＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤の有効成分である芳香族化合物（１）又はその塩
は、
以下の１項に示す芳香族化合物（１）又はその塩であり、２項～４８項に示す芳香族化合
物又はその塩が好ましい：
　項１：一般式
【００５２】

【化１５】

【００５３】
［式中、Ｘ１は、窒素原子又は基－ＣＨ＝を示す。
Ｒ１は、基－Ｚ－Ｒ６を示す。
Ｚは、基－Ｎ（Ｒ８）－Ｂ－、基－Ｂ－Ｎ（Ｒ８）－、基－Ｂ０－Ｏ－、基
【００５４】

【化１６】

【００５５】
、基－ＣＯ－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、基－Ｎ（Ｒ９ａ）－ＣＯ－Ｎ（Ｒ９ｂ）－、基－Ｎ
＝ＣＨ－、基－Ｎ（Ｒ１０ａ）－ＳＯ２－（Ｂ２２ａ）ｅ－、低級アルケニレン基、基－
ＮＨＣＯ－Ｂ１－、基－ＮＨＣＯ－Ｂ２－（Ｗ）ｕ－、基－Ｂ０－Ｏ－Ｂ１９ａ－、基
【００５６】
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【化１７】

【００５７】
、基
【００５８】

【化１８】

【００５９】
、基－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ１０ｂ）－、基－Ｓ－、低級アルキニレン基、低級アルキレン基、
基－Ｎ（Ｒ８ｄ）－又は基－ＣＯ－ＮＨ－Ｂ１８ａ－を示す。
Ｒ８は、水素原子、置換基として低級アルコキシ基を有することのある低級アルキル基、
低級アルカノイル基、低級アルキルスルホニル基又はフェニル低級アルキル基を示す。
Ｂは、基－ＣＯ－又は低級アルキレン基を示す。
Ｂ０は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１は、置換基としてフェニル基を有することのある低級アルケニレン基を示す。
Ｂ２は、低級アルコキシ基及びフェニル基なる群から選ばれた基が置換していてもよい低
級アルキレン基を示す。
Ｒ９ａは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ９ｂは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ１０ａは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ２２aは、低級アルキレン基又は低級アルケニレン基を示す。
ｅは、０又は１を示す。
Ｂ１８aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１９aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２０aは、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２１aは、低級アルキレン基を示す。
ｋは、２又は３を示す。
ｃは０又は１を示す。
ｄ’は０又は１を示す。
Ｒ１０ｂは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ８ｄは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｗは、酸素原子、基－ＮＨ－又は硫黄原子を示す。
ｕは、０又は１を示す。
Ｒ６は、窒素原子、酸素原子又は硫黄原子を１～４個有する５～１５員の単環、二項環又
は三項環の飽和又は不飽和複素環基（該複素環上には、オキソ基；置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルコキシ基；置換基としてハロゲン原子を有することのあ
る低級アルキル基；ハロゲン原子；低級アルキルスルホニル基；フェニル環上にハロゲン
原子を有することのある低級アルキル基が置換していてもよいフェニル基；低級アルキル
チオ基；ピロリル基；ベンゾイル基；低級アルカノイル基；低級アルコキシカルボニル基
；並びに置換基として低級アルキル基及び低級アルカノイル基なる群から選ばれた基を有
することのあるアミノ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよい）、アダマ
ンチル基、ナフチル基（ナフタレン環上に低級アルキル基、ハロゲン原子並びに置換基と
して低級アルキル基及び低級アルカノイル基なる群から選ばれた基を有することのあるア
ミノ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよい）、置換基として低級アルコ
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キシ基を有することのあるアルキル基、シクロアルキル環上に低級アルキル基を有するこ
とのあるアミノ置換低級アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有することのある低
級アルキル基なる群から選ばれた基が置換していてもよいシクロアルキル基、置換基とし
てハロゲン原子を有することのある低級アルケニル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル
基（フェニル環上には、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基及
びハロゲン原子なる群から選ばれた基が１～３個有していてもよい）、ハロゲン原子置換
低級アルキル基、シクロアルキル低級アルキル基又は基
【００６０】
【化１９】

【００６１】
を示す。
Ｒ７は、水素原子、フェニル基、カルボキシ基、水酸基、ハロゲン原子、置換基としてハ
ロゲン原子を有することのある低級アルキル基、フェノキシ基、置換基としてハロゲン原
子を有することのある低級アルコキシ基、低級アルキレンジオキシ基、置換基として低級
アルキル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル基及びシクロアルキル基なる群から選ばれ
た基を有することのあるアミノ基、シアノ基、置換基としてハロゲン原子を有することの
ある低級アルカノイル基、低級アルキルスルホニル基、アミノスルホニル基、低級アルコ
キシカルボニル基、低級アルカノイルオキシ基、低級アルコキシカルボニル低級アルキル
基或いは窒素原子、酸素原子又は硫黄原子を１～４個有する５～６員の飽和又は不飽和複
素環基（該複素環上にはオキソ基が置換していてもよい）を示す。
ｍは、１～５の整数を示す。ｍが２～５を示す場合、２～５個のＲ７は、同一であっても
よいし、異なっていてもよい。
Ｒ２は、水素原子、ハロゲン原子又は低級アルキル基を示す。
Ｙは、基－Ｏ－、基－Ｎ（Ｒ５）－、基－ＣＯ－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、低級アルキレン
基、基－Ｓ（Ｏ）ｎ－又は基－Ｃ（＝Ｎ－ＯＨ）－を示す。
Ｒ５は、水素原子、低級アルキル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル基、フェニル低級
アルキル基又はシクロアルキル基を示す。
ｎは、０、１又は２を示す。
Ａは、基
【００６２】

【化２０】

【００６３】
又は基
【００６４】
【化２１】

【００６５】
を示す。
ｐは、１又は２を示す。
Ｒ３は、水素原子、低級アルコキシ基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有す
ることのある低級アルキル基、低級アルコキシカルボニル基、カルボキシ基、基－ＣＯＮ
Ｒ１１Ｒ１２又はシアノ基を示す。
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Ｒ１１及びＲ１２は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、シクロアルキル基
又はフェニル基を示す。また、Ｒ１１とＲ１２とは、これらが結合する窒素原子と共に、
窒素原子、硫黄原子もしくは酸素原子を介し又は介することなく互いに結合して５～７員
の飽和複素環を形成してもよい。
Ｒ４は、イミダゾリル低級アルキル基、１，２，４－トリアゾリル低級アルキル基、１，
２，３－トリアゾリル低級アルキル基、１，２，５－トリアゾリル低級アルキル基、ピラ
ゾリル低級アルキル基、ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピリ
ミジニル低級アルキル基、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデン低級アルキ
ル基、１，２，４－オキサジアゾール環上に置換基として低級アルキル基を有することの
ある１，２，４－オキサジアゾリル低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換基としてオ
キソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アルキル基、基
【００６６】
【化２２】

【００６７】
、基
【００６８】
【化２３】

【００６９】
又は基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示す。
Ｒ１３は、水素原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、置
換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基、低級アルコキシカルボ
ニル基、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェ
ニル低級アルキル基、イミダゾリル低級アルキル基、低級アルコキシカルボニル低級アル
キル基、カルボキシ低級アルキル基、ベンゾイル基、モルホリノ置換低級アルカノイル基
、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低
級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニルカルボニル低級アルキ
ル基、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニ
ル低級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニル低級アルカノイル
基、モルホリノカルボニル置換低級アルキル基又はイミダゾリル低級アルカノイル基を示
す。
Ｒ１３ａは、水素原子又は水酸基を示す。
Ｔは、低級アルキレン基、基－Ｎ（Ｒ１７）－Ｂ３－ＣＯ－、基－Ｂ１９－Ｎ（Ｒ１８）
－ＣＯ－、基－Ｂ４－ＣＯ－、基－Ｑ－Ｂ５－ＣＯ－、基－Ｂ６－Ｎ（Ｒ１９）－Ｂ７－
ＣＯ－、基－ＣＯ－Ｂ８－、基－ＣＨ（ＯＨ）－Ｂ９－、基－ＣＯ－Ｂ１０－ＣＯ－、基
－ＣＨ（ＯＨ）－Ｂ１１－ＣＯ－、基－ＣＯ－、基－ＳＯ２－又は基－Ｂ２３ａ－ＣＯ－
ＣＯ－を示す。
Ｒ１７は、水素原子、低級アルキル基、シクロアルキル基、シクロアルキルカルボニル基
、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基、低級アルケニル基
、置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級アルカノイル基又は低
級アルキルスルホニル基を示す。
Ｂ３は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１９は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ１８は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ４は、低級アルケニレン基又は置換基として水酸基を有することのある低級アルキレン



(42) JP 2010-505762 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

基を示す。
Ｑは、酸素原子又は基－Ｓ（Ｏ）ｎ－（ｎは前記に同じ）を示す。
Ｂ５は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ６は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ１９は、水素原子又は低級アルカノイル基を示す。
Ｂ７は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ８は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ９は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１０は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ１１は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ２３ａは、低級アルキレン基を示す。
ｌは、０又は１を示す。
Ｒ１４は、水素原子又は置換基として水酸基を有することのあるアルキル基を示す。Ｒ１

５は、(2)水酸基置換アルキル基、(3)置換基として水酸基及び低級アルキル基なる群から
選ばれた基を有することのあるシクロアルキル基、(4)フェノキシ低級アルキル基、(5)フ
ェニル環上に低級アルキル基；置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコ
キシ基；ハロゲン原子；置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ低級アル
コキシ基；水酸基置換低級アルキル基；フェニル低級アルキル基；低級アルキニル基；置
換基として低級アルキルスルホニル基を有することのあるアミノ基；低級アルキルチオ基
；シクロアルキル基；フェニルチオ基；アダマンチル基；フェニル環上に置換基としてハ
ロゲン原子を有することのあるアニリノ基；低級アルコキシカルボニル基；ピペラジン環
上に置換基として低級アルキル基を有することのあるピペラジニル基；ピロリジン環上に
置換基としてオキソ基を有することのあるピロリジニル基；低級アルカノイルアミノ基；
シアノ基；及びフェノキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニ
ル基、(6)フェノキシ基、(7)フェニル環上にハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を
有することのある低級アルコキシ基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基が１～３個
置換していてもよいフェニル低級アルキル基、(8)フェニル環上に置換基として低級アル
キレンジオキシ基を有するフェニル低級アルキル基、(10)低級アルコキシカルボニル置換
低級アルキル基、(11)カルボキシ置換低級アルキル基、(12)置換基として低級アルカノイ
ル基を有することのあるアミノ基、(13)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ
基、低級アルコキシ基及び低級アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた基を１～３個有
することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノリル基、(14)シクロアルキル低級アル
キル基、(15)フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのある
フェニル低級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニル低級アルカ
ノイル基、(16)ピリジル低級アルキル基、(17)置換基として低級アルキル基及び低級アル
カノイル基なる群より選ばれた基を有することのあるアミノ基置換低級アルキル基、(18)
低級アルコキシ低級アルキル基、(19)イミダゾリル基、(20)イミダゾリル低級アルキル基
、(21)１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル置換低級アルキル基、(22)
ピペリジン環上に置換基として低級アルコキシカルボニル基、フェニル低級アルキル基及
びフリル低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるピペリジニルカルボニ
ル基、(23)チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル
低級アルカノイル基、(24)ピペリジン環上に低級アルコキシカルボニル基、フェニル低級
アルキル基、低級アルキル基、ベンゾイル基及びフリル低級アルキル基なる群から選ばれ
た基が置換していてもよいピペリジニル基、(25)基
【００７０】
【化２４】

【００７１】
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が置換したカルボニル低級アルキル基、(26)基
【００７２】
【化２５】

【００７３】
が置換したカルボニル低級アルキル基、(27)基－ＣＯ－Ｂ２０－Ｎ（Ｒ３６）Ｒ３７、（
26a）ピロリジニル低級アルキル基、(27a)モルホリノ低級アルキル基、(28a)フェニル低
級アルケニル基、(29a)フェニル環上に置換基として低級アルキル基を有することのある
アニリノカルボニル低級アルキル基、(30a)インドリル基、(31a)ピペラジン環上に置換基
として低級アルキル基及びフェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有す
ることのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるピペラジ
ニル低級アルキル基、(32a)置換基として低級アルキル基を有することのあるアミジノ低
級アルキル基、(33a)フルオレニル基、(34a)カルバゾール環上に置換基として低級アルキ
ル基を有することのあるカルバゾリル基、(35a)置換基として低級アルキル基を有するこ
とのあるアミジノ基、（36a）ピペラジン環上に置換基としてフェニル低級アルキル基（
フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基及び低級アルコキシ基なる群から
選ばれた基１～３個有していてもよい）及びピリジル低級アルキル基なる群から選ばれた
基を１～３個有することのあるピペラジニル置換オキサリル基又は（37a）シアノ置換低
級アルキル基を示す。
Ｒ３４は、オキソ基又はフェニル基を示す。
ｄは、０～３の整数を示す。
Ｂ２０は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ３６及びＲ３７は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環基上には、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有する
ことのあるフェニル低級アルキル基が１～３個置換していてもよい。
Ｒ１４とＲ１５とは、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して５～１０員の飽和又は不飽和複素環；或
いは基
【００７４】
【化２６】

【００７５】
を形成してもよい。該複素環上には、(28)フェニル環上に置換基として低級アルカノイル
基、置換基として低級アルカノイル基を有することのあるアミノ基、低級アルコキシカル
ボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子
を有することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級
アルコキシ基、フェニル低級アルコキシ基、水酸基及び低級アルキレンジオキシ基なる群
から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル基を１～２個有し、低級アルキル
基上にピリジル基を有することのあるフェニル置換低級アルキル基、(29)カルバモイル基
、(30)ピリジン環上に置換基として水酸基及び置換基として水酸基を有することのある低
級アルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有することのあるピリジル低級アルキル基
、(31)ピロール環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有することのあるピロリル
低級アルキル基、(32)ベンゾオキサゾリル低級アルキル基、(33)ベンゾチアゾリル低級ア
ルキル基、(34)フリル低級アルキル基、(35)フェニル環上にシアノ基、置換基として低級
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アルキルスルホニル基を有することのあるアミノ基、ハロゲン原子、低級アルコキシ基、
置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換
基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アルキル基、チアゾリジン環上
に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニリデン低級アルキル基及び低級
アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいベンゾイル基
、(36)ピリミジニル基、(37)ピラジニル基、(38)ピリジル基、(39)低級アルコキシカルボ
ニル基、(40)チアゾリジン環上にオキソ基及び基
【００７６】
【化２７】

【００７７】
（Ｒａ及びＲｂは、それぞれ低級アルキル基を示す。）なる群より選ばれた基が置換して
いてもよいチアゾリジニル低級アルカノイル基、(41)置換基として水酸基及びハロゲン原
子なる群より選ばれた基を有することのある低級アルキル基、(42)置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルカノイル基、(43)フェニル環上に低級アルコキシ低級ア
ルキル基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるカルバモイル基、
低級アルコキシカルボニル基、カルボキシ基、シアノ基、フェニル基、ハロゲン原子、置
換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子
を有することのある低級アルコキシ基、フェニル環上に置換基としてハロゲン原子を有す
ることのあるベンゾイル基、フェニル環上に置換基としてハロゲン原子を有することのあ
るフェニル低級アルキル基及び水酸基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよ
いフェニル基、(44)フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有するフェ
ニル基、(45)ナフチル低級アルキル基、(46)フェニル環上にシアノ基、置換基としてハロ
ゲン原子を有することのある低級アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有すること
のある低級アルコキシ基なる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェノキシ
基、(47)フェノキシ低級アルキル基、(48)フェニル環上にハロゲン原子、置換基としてハ
ロゲン原子を有することのある低級アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有するこ
とのある低級アルコキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル
低級アルコキシ基、(49)基－（Ｂ１２ＣＯ）ｔ－Ｎ（Ｒ２０）Ｒ２１、(50)基－（ＣＯ）
ｏ－Ｂ１３－Ｎ（Ｒ２２）Ｒ２３、(51)１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン環上に
置換基として低級アルキル基を１～５個有していてもよい１，２，３，４－テトラヒドロ
ナフチル置換低級アルキル基、(52)置換基として水酸基を有することのあるシクロアルキ
ル基、(53)ピペリジン環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有していてもよいピ
ペリジニル基、(54)キノリル低級アルキル基、(55)テトラゾール環上に置換基として低級
アルキル基及びフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのある１，２
，３，４－テトラゾリル低級アルキル基、(56)チアゾール環上に置換基としてフェニル基
を有することのあるチアゾリル低級アルキル基、(57)フェニル環上に置換基として低級ア
ルコキシ基及びハロゲン原子なる群から選ばれる基を１～３個有することのあるベンゾイ
ル低級アルキル基、(58)ピペリジン環上に置換基として低級アルキル基を有することのあ
るピペリジニル低級アルキル基、(59)イミダゾール環上に置換基としてフェニル基を１～
３個有することのあるイミダゾリル基、(60)ベンズイミダゾール環上に置換基として低級
アルキル基を１～３個有することのあるベンズイミダゾリル基、(61)ピリジル低級アルコ
キシ基、(62)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，
２，３，４－テトラヒドロキノリル低級アルキル基、(63)１，３，４－オキサジアゾール
環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，３，４－オキサジアゾリル低級アル
キル基、(64)シクロアルキル低級アルキル基、(65)テトラヒドロピラニル基、(66)チエニ
ル低級アルキル基、(67)ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピリ
ミジニルカルボニル基、(68)水酸基、(69)カルボキシ基、(70)低級アルコキシ低級アルキ
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ル基、(71)低級アルコキシ低級アルコキシ基、(72)ベンゾイルオキシ基、(73)低級アルコ
キシカルボニル低級アルコキシ基、(74)カルボキシ低級アルコキシ基、(75)フェノキシ低
級アルカノイル基、(76)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基を有すること
のある１，２，３，４－テトラヒドロキノリルカルボニル基、(77)フェニルスルホニル基
、(78)イミダゾリル低級アルカノイル基、(79)イミダゾリル低級アルキル基、(80)ピリジ
ルカルボニル基、(81)イミダゾリルカルボニル基、(82)低級アルコキシカルボニル低級ア
ルキル基、(83)カルボキシ低級アルキル基、(84)基－（Ｏ－Ｂ１５）ｓ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ２

６）Ｒ２７、(85)基－Ｎ（Ｒ２８）－ＣＯ－Ｂ１６－Ｎ（Ｒ２９）Ｒ３０、(86)基－Ｎ（
Ｒ３１）－Ｂ１７－ＣＯ－Ｎ（Ｒ３２）Ｒ３３、(87)ベンゾオキサゾリル基、(88a)ベン
ゾチエニル基、(89a)オキソ基及び(90a)テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ
基を有することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノリル基なる群から選ばれた基が
１～３個置換していてもよい。
Ｂ１２は、低級アルキレン基を示す。
ｔは、０又は１を示す。
Ｒ２０及びＲ２１は、同一又は異なって、水素原子；置換基として低級アルコキシカルボ
ニル基を有することのあるアミノ基；フェニル環上に置換基として低級アルコキシ基を１
～３個有することのあるベンゾイル基；低級アルキル基；フェニル環上に低級アルコキシ
カルボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン
原子を有することのある低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある
低級アルコキシ基及び低級アルキルチオ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していて
もよいフェニル基を１～２個有する低級アルキル基；フェニル環上に置換基としてハロゲ
ン原子を有することのある低級アルコキシ基及び置換基としてハロゲン原子を有すること
のある低級アルキル基なる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル基；
低級アルコキシカルボニル基；シクロアルキル低級アルキル基；ピロリジン環上に置換基
として水酸基を有することのある低級アルキル基を１～３個有することのあるピロリジニ
ル低級アルキル基；置換基としてフェニル基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基を
有することのあるアミノ置換低級アルキル基；１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン
環上に置換基として低級アルキル基を１～５個有していてもよい１，２，３，４－テトラ
ヒドロナフチル置換低級アルキル基；ナフチル低級アルキル基；ピリジル低級アルキル基
；キノリル低級アルキル基；テトラゾール環上に置換基として低級アルキル基及びフェニ
ル低級アルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有することのある１，２，３，４－テ
トラゾリル低級アルキル基；１，２，４－トリアゾリル低級アルキル基；低級アルキル基
上に置換基として水酸基を有することのあるテトラヒドロフリル低級アルキル基；フェニ
ル環上に置換基として低級アルキル基及びニトロ基なる群から選ばれた基を１～３個有す
ることのあるフェノキシ低級アルキル基；フェニル低級アルカノイル基；置換基としてハ
ロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基；イミダゾリル低級アルカノイル基；
低級アルコキシカルボニル低級アルキル基；ピリジル基；カルボキシ低級アルキル基又は
シクロアルキル基を示す。また、Ｒ２０とＲ２１とは、これらが結合する窒素原子と共に
、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく互いに結合して５～７
員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、低級アルキル基、フェニル環上に置
換基としてハロゲン原子及びハロゲン原子を有することのある低級アルキル基なる群から
選ばれた基を１～３個有することのあるフェニル基並びにフェニル環上に置換基として低
級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた
基が１～３個置換していてもよい。
ｏは、０又は１を示す。
Ｂ１３は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ２２及びＲ２３は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、フェニル環上に置
換基として低級アルコキシ基を１～３個有することのあるベンゾイル基、フェニル環上に
置換基として低級アルキル基を有することのあるフェノキシ低級アルキル基、フェニル低
級アルキル基又はフェニル基を示す。また、Ｒ２２とＲ２３とは、これらが結合する窒素
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原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく互いに結合
して５～７員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、低級アルキル基及びフェ
ニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アル
キル基なる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよい。
Ｂ１５は、低級アルキレン基を示す。
ｓは、０又は１を示す。
Ｒ２６及びＲ２７は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、フェニル低級アル
キル基又はイミダゾリル低級アルキル基を示す。また、Ｒ２６とＲ２７とは、これらが結
合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく
互いに結合して５～７員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、置換基として
フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級
アルキル基を１～３個有していてもよい。
Ｒ２８は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ１６は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ２９及びＲ３０は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環上には、低級アルキル基、フェニル基及びフェニル環上に置換基として低級
アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基
が１～３個置換していてもよい。
Ｒ３１は、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｂ１７は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ３２及びＲ３３は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫
黄原子を介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基を示
す。該複素環上には、低級アルキル基、フェニル基及びフェニル環上に置換基として低級
アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基
が１～３個置換していてもよい。
【００７８】
　但し、下記（ｉ）～（ｖ）の要件を満たしているものとする。
【００７９】
　（ｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示すとき、Ｒ３は水素原子を示す。
【００８０】
　（ｉｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示し、ｌが１を示し、Ｔが－ＣＯ－を示し、かつＲ１４が
水素原子又は置換基として水酸基を有することのあるアルキル基を示すとき、Ｒ１５は基
(24)を示す。
【００８１】
　（ｉｉｉ）Ｘ１が基－ＣＨ＝を示し、ｌが１を示し、かつＴが－Ｎ(Ｒ１７)－Ｂ３－Ｃ
Ｏ－を示すとき、Ｒ１４及びＲ１５は、これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸
素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく互いに結合して５～１０員の飽和又は
不飽和複素環を形成し、かつ該複素環上には、基(28)が１～３個置換されている。
【００８２】
　（ｉｖ）Ｘ１が窒素原子を示しかつｌが０であるとき、又はＸ１が窒素原子を示し、ｌ
が１であり、かつＴが－ＣＯ－もしくは－ＳＯ２を示すとき、Ｒ１５は、基(5)、(7)、(1
9)及び(20)ではない。
【００８３】
　（ｖ）Ｒ６がシクロアルキル環上に低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級
アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基なる群から
選ばれた基が置換していてもよいシクロアルキル基を示すとき、Ｒ４は基－（Ｔ）ｌ－Ｎ
（Ｒ１４）Ｒ１５を示すものとする。（Ｔ及びｌは、前記に同じ。Ｒ１４及びＲ１５は、
これらが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介す
ることなく互いに結合して５～１０員の飽和複素環；或いは基
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【００８４】
【化２８】

【００８５】
を形成する。）］
で表される芳香族化合物又はその塩。
【００８６】
　項２：下記一般式（１－１）～一般式（１－７）で表される化合物からなる群から選ば
れる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその塩。
【００８７】
【化２９】

【００８８】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項３：下記一般式（１－８）～一般式（１－１４）で表される化合物からなる群から選
ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその塩。
【００８９】
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【００９０】
［式中Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項４：下記一般式（１－１５）～一般式（１－２１）で表される化合物からなる群から
選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその塩
。
【００９１】
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【００９２】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項５：下記一般式（１－２２）～一般式（１－２８）で表される化合物からなる群から
選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその塩
。
【００９３】
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【００９４】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項６：下記一般式（１－２９）～一般式（１－３５）で表される化合物からなる群から
選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその塩
。
【００９５】
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【００９６】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項７：下記一般式（１－３６）～一般式（１－４２）で表される化合物からなる群から
選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその塩
。
【００９７】
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【００９８】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項８：下記一般式（１－４３）～一般式（１－４９）で表される化合物からなる群から
選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその塩
。
【００９９】
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【０１００】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項９：下記一般式（１－５０）～一般式（１－５６）で表される化合物からなる群から
選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその塩
。
【０１０１】
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【０１０２】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１０：下記一般式（１－５７）～一般式（１－６３）で表される化合物からなる群か
ら選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその
塩。
【０１０３】
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【０１０４】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１１：下記一般式（１－６４）～一般式（１－７０）で表される化合物からなる群か
ら選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその
塩。
【０１０５】
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【化３８】

【０１０６】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示し、Ｚ１は、低級アルケニレン基を示す。］
　項１２：下記一般式（１－７１）～一般式（１－７７）で表される化合物からなる群か
ら選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその
塩。
【０１０７】

【化３９】
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［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１３：下記一般式（１－７８）～一般式（１－８４）で表される化合物からなる群か
ら選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその
塩。
【０１０９】
【化４０】

【０１１０】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１４：下記一般式（１－８５）～一般式（１－９１）で表される化合物からなる群か
ら選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその
塩。
【０１１１】
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【０１１２】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１５：下記一般式（１－９２）～一般式（１－９８）で表される化合物からなる群か
ら選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はその
塩。
【０１１３】
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【０１１４】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１６：下記一般式（１－９９）～一般式（１－１０５）で表される化合物からなる群
から選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又はそ
の塩。
【０１１５】
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【０１１６】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１７：下記一般式（１－１０６）～一般式（１－１１２）で表される化合物からなる
群から選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又は
その塩。
【０１１７】
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【０１１８】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１８：下記一般式（１－１１３）～一般式（１－１１９）で表される化合物からなる
群から選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又は
その塩。
【０１１９】
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【化４５】

【０１２０】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項１９：下記一般式（１－１２０）～一般式（１－１２６）で表される化合物からなる
群から選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又は
その塩。
【０１２１】

【化４６】
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［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示し、Ｚ２は、低級アルキニレン基を示す。］
　項２０：下記一般式（１－１２７）～一般式（１－１３３）で表される化合物からなる
群から選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又は
その塩。
【０１２３】
【化４７】

【０１２４】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示す。］
　項２１：下記一般式（１－１３４）～一般式（１－１４０）で表される化合物からなる
群から選ばれる化合物又はその塩を有効成分として含む、項１に記載の芳香族化合物又は
その塩。
【０１２５】



(64) JP 2010-505762 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

【化４８】

【０１２６】
［式中、Ｙ３は、低級アルキレン基を示し、Ｚ３は、低級アルキレン基又は基－Ｎ（Ｒ８

ｄ）－を示す。］
　項２２：Ｙが基－Ｏ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又
はその塩。
【０１２７】
　項２３：Ｙが基－Ｎ（Ｒ５）－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族
化合物又はその塩。
【０１２８】
　項２４：Ｙが基－ＣＯ－、基－ＣＨ（ＯＨ）－、低級アルキレン基、基－Ｓ（Ｏ）ｎ－
又は基－Ｃ（＝Ｎ－ＯＨ）－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合
物又はその塩。
【０１２９】
　項２５：Ａが基
【０１３０】
【化４９】

【０１３１】
を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１３２】
　項２６：Ａが基
【０１３３】

【化５０】
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【０１３４】
を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１３５】
　項２７：Ｒ４がイミダゾリル低級アルキル基、１，２，４－トリアゾリル低級アルキル
基、１，２，３－トリアゾリル低級アルキル基、１，２，５－トリアゾリル低級アルキル
基、ピラゾリル低級アルキル基、ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することの
あるピリミジニル低級アルキル基、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデン低
級アルキル基、１，２，４－オキサジアゾール環上に置換基として低級アルキル基を有す
ることのある１，２，４－オキサジアゾリル低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換基
としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アルキル基、基
【０１３６】
【化５１】

【０１３７】
又は基
【０１３８】
【化５２】

【０１３９】
を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１４０】
　項２８：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５（Ｔ、Ｒ１４及びＲ１５は上記に同
じ）を示し、ｌが０を示す一般式（１）で表される、上記１～２１項のいずれか一項に記
載の芳香族化合物又はその塩。
【０１４１】
　項２９：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示す、上記１～２
１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１４２】
　項３０：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｎ
（Ｒ１７）－Ｂ３－ＣＯ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物
又はその塩。
【０１４３】
　項３１：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ

１９－Ｎ（Ｒ１８）－ＣＯ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合
物又はその塩。
【０１４４】
　項３２：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ

４－ＣＯ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１４５】
　項３３：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｑ
－Ｂ５－ＣＯ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩
。
【０１４６】
　項３４：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ

６－Ｎ（Ｒ１９）－Ｂ７－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物
又はその塩。
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【０１４７】
　項３５：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｃ
Ｏ－Ｂ８－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１４８】
　項３６：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｃ
Ｈ（ＯＨ）－Ｂ９－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はそ
の塩。
【０１４９】
　項３７：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｃ
Ｏ－Ｂ１０－ＣＯ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はそ
の塩。
【０１５０】
　項３８：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｃ
Ｈ（ＯＨ）－Ｂ１１－ＣＯ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合
物又はその塩。
【０１５１】
　項３９：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｃ
Ｏ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１５２】
　項４０：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｓ
Ｏ２－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１５３】
　項４１：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ

２３ａ－ＣＯ－ＣＯ－を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又は
その塩。
【０１５４】
　項４２：Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示し、ｌが１を示し、Ｔが低級ア
ルキレン基を示す、上記１～２１項のいずれか一項に記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１５５】
　項４３：一般式（１－１）、（１－２）、（１－８）、（１－９）、（１－１５）、（
１－１６）、（１－２９）、（１－３０）、（１－４３）、（１－４４）、（１－５７）
、（１－５８）、（１－６４）及び（１－６５）なる群から選ばれた化合物又はその塩［
式中、Ｙが基－Ｏ－又は基－Ｎ（Ｒ５）－、Ａが基
【０１５６】
【化５３】

【０１５７】
を示し、Ｒ４が基－（Ｔ）ｌ－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示す］を有効成分として含む、上記
１項記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１５８】
　項４４：ｌが１を示し、Ｔが基－Ｎ（Ｒ１７）－Ｂ３－ＣＯ－を示す、上記４３項記載
の芳香族化合物又はその塩。
【０１５９】
　項４５：ｌが１を示し、Ｔが基－Ｂ４－ＣＯ－を示す、上記４３項記載の芳香族化合物
又はその塩。
【０１６０】
　項４６：ｌが１を示し、Ｔが基－ＣＯ－を示す、上記４３項記載の芳香族化合物又はそ
の塩。
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【０１６１】
　項４７：ｌが０を示す、上記４３項記載の芳香族化合物又はその塩。
【０１６２】
　項４８：Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オ
キソエチル］エチルアミノ｝－２－メトキシフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４
－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－
イル）－２－オキソエチル］エチルアミノ｝フェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－ト
リフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン
－１－イル）－２－オキソエチル］エチルアミノ｝－２－フルオロフェノキシ）ピリジン
－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－
ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチルアミノ｝－２－フルオロ
フェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－
（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチルア
ミノ｝－２－メトキシフェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベン
ズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オ
キソエチル］エチルアミノ｝－２－メトキシフェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－ト
リフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン
－１－イル）－２－オキソエチル］エチルアミノ｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－
３－イル］－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニ
ルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチルアミノ｝－２－メチルフェノキシ
）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－（６－｛４－［３
－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］フェノキシ｝ピリジ
ン－３－イル）－３，４－ジクロロベンゼンスルホンアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［
２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペラジン－１－イ
ル｝フェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［
６－（４－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］
ピペリジン－１－イル｝フェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベ
ンズアミド、Ｎ－｛６－［（４－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）
－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝フェニル）メチルアミノ］ピリジン－３－
イル｝－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ベ
ンジルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝－２－メチ
ルフェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６
－（４－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピ
ペリジン－１－イル｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオ
ロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン－１
－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝－２－メチルフェノキシ）ピリジ
ン－３－イル］－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－｛６－［４－（４－ベンジルピペ
ラジン－１－カルボニル）フェノキシ］ピリジン－３－イル｝－４－トリフルオロメチル
ベンズアミド、Ｎ－｛６－［４－（４－ベンジルピペラジン－１－カルボニル）フェノキ
シ］ピリジン－３－イル｝－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（｛４－［３－
（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］フェニル｝メチルアミ
ノ）ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛
［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］エチルアミノ｝－
２－フルオロフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－
［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メ
チルアミノ｝－２－フルオロフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４－ジクロロベン
ズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オ
キソエチル］メチルアミノ｝－２－メトキシフェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４
－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－
イル）－２－オキソエチル］メチルアミノ｝フェノキシ）ピリジン－３－イル］－３，４
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－ジクロロベンズアミド、１－（６－｛４－［３－（４－ピペロニルピペラジン－１－イ
ル）－３－オキソプロピル］フェノキシ｝ピリジン－３－イル）－３－（３，４－ジクロ
ロフェニル）－１－エチル尿素、Ｎ－（６－｛４－［３－（４－ピペロニルピペラジン－
１－イル）－３－オキソプロピル］フェノキシ｝ピリジン－３－イル）－４－トリフルオ
ロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛［２－（４－ベンジルピペラジン－１－イル
）－２－オキソエチル］メチルアミノ｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－３－イル］
－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ベンジル
ピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝フェノキシ）ピリ
ジン－３－イル］－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－（６－｛４－［３－（４－ピペ
ロニルピペラジン－１－カルボニル）ピペリジン－１－イル］フェノキシ｝ピリジン－３
－イル）－３，４－ジクロロベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ベンジ
ルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝フェノキシ）ピ
リジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド、Ｎ－｛６－［（４－｛４－
［２－（４－ベンジルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イ
ル｝フェニル）メチルアミノ］ピリジン－３－イル｝－４－トリフルオロメチルベンズア
ミド、Ｎ－（６－｛４－［（２－｛４－［４－（４－フルオロベンゾイル）フェニル］ピ
ペラジン－１－イル｝－２－オキソエチル）メチルアミノ］－２－メトキシフェノキシ｝
ピリジン－３－イル）－４－トリフルオロメチルベンズアミド、２－（４－ピペロニルピ
ペラジン－１－イル）－Ｎ－｛３－メチル－４－［５－（４－トリフルオロメチルフェノ
キシメチル）ピリジン－２－イルオキシ］フェニル｝－２－オキソアセトアミド、Ｎ－［
６－（４－｛［２－（４－ピペロニルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］メチ
ルアミノ｝－２－メチルフェノキシ）ピリジン－３－イル］－２－フルオロ－４－トリフ
ルオロメチルベンズアミド、Ｎ－［６－（４－｛４－［２－（４－ピペロニルピペラジン
－１－イル）－２－オキソエチル］ピペリジン－１－イル｝－２－メトキシフェノキシ）
ピリジン－３－イル］－４－トリフルオロメチルベンズアミド及び４－（３－｛３－メチ
ル－４－［５－（４－トリフルオロメチルベンゾイルアミノ）ピリジン－２－イルオキシ
］フェニル｝－２－オキソヘキサヒドロピリミジン－１－イル）安息香酸エチルエステル
からなる群から選ばれた化合物又はその塩を有効成分として含む、上記１記載の芳香族化
合物又はその塩。
【０１６３】
　本発明の有効成分である芳香族化合物又はその塩は、公知の化合物であり、特許文献１
に記載されている。
【０１６４】
　前記一般式（１）において示される各基は、具体的には次の通りである。
　低級アルケニレン基としては、例えば、ビニレン、１－プロペニレン、１－メチル－１
－プロぺニレン、２－メチル－１－プロペニレン、２－プロペニレン、２－ブテニレン、
１－ブテニレン、３－ブテニレン、２－ペンテニレン、１－ペンテニレン、３－ペンテニ
レン、４－ペンテニレン、１，３－ブタジエニレン、１，３－ペンタジエニレン、２－ペ
ンテン－４－イニレン、２－ヘキセニレン、１－ヘキセニレン、５－へキセニレン、３－
ヘキセニレン、４－へキセニレン、３，３－ジメチル－１－プロペニレン、２－エチル－
１－プロペニレン、１，３，５－ヘキサトリエニレン、１，３－ヘキサジエニレン、１，
４－ヘキサジエニレン基等の二重結合を１～３個有する炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状
アルケニレン基を例示できる。
　低級アルキニレン基としては、例えば、エチニレン、１－プロピニレン、１－メチル－
１－プロピニレン、２－メチル－１－プロピニレン、２－プロピニレン、２－ブチニレン
、１－ブチニレン、３－ブチニレン、２－ペンチニレン、１－ペンチニレン、３－ペンチ
ニレン、４－ペンチニレン、２－ペンチン－４－イニレン、２－ヘキシニレン、１－ヘキ
シニレン、５－ヘキシニレン、３－ヘキシニレン、４－ヘキシニレン、３，３－ジエチル
－１－プロピニレン、２－エチル－１－プロピニレン基等の三重結合を１～３個有する炭
素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルキニレン基を例示できる。
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【０１６５】
　低級アルコキシ基としては、例えば、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、イソプロポキ
シ、ブトキシ、ｔｅｒｔ－ブトキシル、ペンチルオキシ、ヘキシルオキシ基等の炭素数１
～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基を挙げることができる。
【０１６６】
　低級アルキル基としては、例えば、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、２，２
－ジメチルプロピル、１－エチルプロピル、ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、イ
ソペンチル、ペンチル、ヘキシル基等の炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を挙
げることができる。
【０１６７】
　置換基として低級アルコキシ基を有することのある低級アルキル基としては、例えば、
前記低級アルキル基に加えて、メトキシメチル、１－エトキシエチル、２－メトキシエチ
ル、２－プロポキシエチル、３－イソプロポキシプロピル、４－ブトキシブチル、５－ペ
ンチルオキシペンチル、６－ヘキシルオキシヘキシル、１，１－ジメチル－２－メトキシ
エチル、２－メチル－３－エトキシプロピル、３－メトキシプロピル基等の置換基として
炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基を有することのある炭素数１～６の直鎖又
は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０１６８】
　低級アルカノイル基としては、例えば、ホルミル、アセチル、プロピオニル、ブチリル
、イソブチリル、ペンタノイル、ｔｅｒｔ－ブチルカルボニル、ヘキサノイル基等の炭素
数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基が挙げられる。
【０１６９】
　フェニル低級アルキル基としては、例えば、ベンジル、２－フェニルエチル、１－フェ
ニルエチル、３－フェニルプロピル、４－フェニルブチル、５－フェニルペンチル、６－
フェニルヘキシル、１，１－ジメチル－２－フェニルエチル、２－メチル－３－フェニル
プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェニ
ルアルキル基を挙げることができる。
【０１７０】
　低級アルキレン基としては、例えば、メチレン、エチレン、トリメチレン、２－メチル
トリメチレン、２，２－ジメチルエチレン、２，２－ジメチルトリメチレン、１－メチル
トリメチレン、メチルメチレン、エチルメチレン、テトラメチレン、ペンタメチレン、ヘ
キサメチレン基等の炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキレン基を例示できる。
【０１７１】
　置換基としてフェニル基を有することのある低級アルケニレン基としては、例えば、ビ
ニレン、１－プロペニレン、１－メチル－１－プロペニレン、２－メチル－１－プロペニ
レン、２－プロペニレン、２－ブテニレン、１－ブテニレン、３－ブテニレン、２－ペン
テニレン、１－ペンテニレン、３－ペンテニレン、４－ペンテニレン、１，３－ブタジエ
ニレン、１，３－ペンタジエニレン、２－ペンテン－４－イニレン、２－ヘキセニレン、
１－ヘキセニレン、５－へキセニレン、３－ヘキセニレン、４－へキセニレン、３，３－
ジメチル－１－プロペニレン、２－エチル－１－プロペニレン、１，３，５－ヘキサトリ
エニレン、１，３－ヘキサジエニレン、１，４－ヘキサジエニレン、１－フェニルビニレ
ン、３－フェニル－１－プロペニレン、３－フェニル－１－メチル－１－プロぺニレン、
３－フェニル－２－メチル－１－プロペニレン、１－フェニル－２－プロペニレン、１－
フェニル－２－ブテニレン、３－フェニル－１－ブテニレン、１－フェニル－３－ブテニ
レン、５－フェニル－２－ペンテニレン、４－フェニル－１－ペンテニレン、２－フェニ
ル－３－ペンテニレン、１－フェニル－４－ペンテニレン、１－フェニル－１，３－ブタ
ジエニレン、１－フェニル－１，３－ペンタジエニレン、１－フェニル－２－ペンテン－
４－イニレン、１－フェニル－２－ヘキセニレン、３－フェニル－１－ヘキセニレン、４
－フェニル－５－へキセニレン、６－フェニル－３－ヘキセニレン、５－フェニル－４－
へキセニレン、１－フェニル－３，３－ジメチル－１－プロペニレン、１－フェニル－２
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－エチル－１－プロペニレン、６－フェニル－１，３，５－ヘキサトリエニレン、１－フ
ェニル－１，３－ヘキサジエニレン、２－フェニル－１，４－ヘキサジエニレン基等の二
重結合を１～３個有する置換基としてフェニル基を有することのある炭素数２～６の直鎖
又は分枝鎖状アルケニレン基を例示できる。
【０１７２】
　低級アルコキシ基及びフェニル基なる群から選ばれた基が置換していてもよい低級アル
キレン基としては、例えば前記低級アルキレン基に加えて、メトキシメチレン、２－フェ
ニルエチレン、３－エトキシトリメチレン、１－プロポキシ－２－メチルトリメチレン、
１－フェニル－２，２－ジメチルエチレン、３－フェニル－２，２－ジメチルトリメチレ
ン、２－ブトキシ－１－メチルトリメチレン、フェニルメチルメチレン、２－ペンチルオ
キシエチルメチレン、４－フェニル－２－ヘキシルオキシテトラメチレン、３－フェニル
ペンタメチレン、５－フェニルヘキサメチレン、エトキシメチレン、１－フェニルエチレ
ン基、３－フェニルトリメチレン、２－フェニル－１－メトキシエチレン基等の炭素数１
～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基及びフェニル基なる群から選ばれた基が１～２個置
換していてもよい炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキレン基を例示できる。
【０１７３】
　窒素原子、酸素原子又は硫黄原子を１～４個有する５～１５員の単環、二項環又は三項
環の飽和又は不飽和複素環基としては、例えば、ピロリジニル、ピペリジニル、ピペラジ
ニル、モルホリノ、ピリジル、１，２，５，６－テトラヒドロピリジル、１，２，４－ト
リアゾリル、１，２，３－トリアゾリル、１，２，５－トリアゾリル、チアゾリジニル、
１，２，３，４－テトラゾリル、チエニル、キノリル、１，４－ジヒドロキノリル、ベン
ゾチアゾリル、ピラジル、ピリミジル、ピリダジル、２Ｈ－ピロリル、ピロリル、１，３
，４－オキサジアゾリル、テトラヒドロピラニル、テトラヒドロフリル、フラザニル、カ
ルボスチリル、３，４－ジヒドロカルボスチリル、１，２，３，４－テトラヒドロキノリ
ル、１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリル、インドリル、イソインドリル、インド
リニル、ベンゾイミダゾリル、ベンゾオキサゾリル、イミダゾリジニル、イソキノリル、
キナゾリジニル、キノキサリニル、シンノリニル、フタラジニル、カルバゾイル、アクリ
ジニル、クロマニル、イソインドリニル、イソクロマニル、ピラゾリル、イミダゾリル、
ピラゾリジニル、フェノチアジニル、ベンゾフリル、２，３－ジヒドロベンゾ［ｂ］フリ
ル、ベンゾチエニル、フェノキサチイニル、フェノキサジニル、４Ｈ－クロメニル、１Ｈ
－インダゾリル、フェナジニル、キサンテニル、チアントレニル、２－イミダゾリニル、
２－ピロリニル、フリル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、イソオキサゾリジニル、チ
アゾリル、イソチアゾリル、ピラニル、２－チアゾリニル、２－ピラゾリニル、キヌクリ
ジニル、１，４－ベンゾオキサジニル、３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサ
ジニル、３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１，４－ベンチアジニル、１，４－ベンゾチアジニル
、１，２，３，４－テトラヒドロキノキサリニル、１，３－ジチア－２，４－ジヒドロナ
フタレニル、フェナントリジニル、１，４－ジチアナフタレニル、ジベンズ［ｂ，ｅ］ア
ゼピン、６，１１－ジヒドロ－５Ｈ－ジベンズ［ｂ，ｅ］アゼピン基等が挙げられる。
【０１７４】
　ハロゲン原子としては、弗素原子、塩素原子、臭素原子及び沃素原子が挙げられる。
【０１７５】
　置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基としては、例えば、メ
トキシ、エトキシ、プロポキシ、イソプロポキシ、ブトキシ、ｔｅｒｔ－ブトキシ、ペン
チルオキシ、ヘキシルオキシ、トリフルオロメトキシ、トリクロロメトキシ、クロロメト
キシ、ブロモメトキシ、フルオロメトキシ、ヨードメトキシ、ジフルオロメトキシ、ジブ
ロモメトキシ、２－クロロエトキシ、２，２，２－トリフルオロエトキシ、２，２，２－
トリクロロエトキシ、３－クロロプロポキシ、２，３－ジクロロプロポキシ、４，４，４
－トリクロロブトキシ、４－フルオロブトキシ、５－クロロペンチルオキシ、３－クロロ
－２－メチルプロポキシ、６－ブロモヘキシルオキシ、５，６－ジクロロヘキシルオキシ
基等の置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分
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枝鎖状アルコキシ基を例示できる。
【０１７６】
　置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基としては、前記低級アル
キル基に加えて、トリフルオロメチル、トリクロロメチル、クロロメチル、ブロモメチル
、フルオロメチル、ヨードメチル、ジフルオロメチル、ジブロモメチル、ジクロロメチル
、２－クロロエチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２，２－トリクロロエチル
、３－クロロプロピル、２，３－ジクロロプロピル、４，４，４－トリクロロブチル、４
－フルオロブチル、５－クロロペンチル、３－クロロ－２－メチルプロピル、５－ブロモ
ヘキシル、５，６－ジブロモヘキシル基等の置換基としてハロゲン原子を１～３個有する
ことのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０１７７】
　低級アルキルスルホニル基としては、例えば、メチルスルホニル、エチルスルホニル、
プロピルスルホニル、イソプロピルスルホニル、ブチルスルホニル、ｔｅｒｔ－ブチルス
ルホニル、ペンチルスルホニル、ヘキシルスルホニル基等の炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルキルスルホニル基を挙げることができる。
【０１７８】
　フェニル環上にハロゲン原子を有することのある低級アルキル基が置換していてもよい
フェニル基としては、例えば、フェニル、２－メチルフェニル、３－メチルフェニル、４
－メチルフェニル、２－エチルフェニル、３－エチルフェニル、４－エチルフェニル、４
－イソプロピルフェニル、３－ブチルフェニル、４－ペンチルフェニル、４－ヘキシルフ
ェニル、３，４－ジメチルフェニル、３，４－ジエチルフェニル、２，４－ジメチルフェ
ニル、２，５－ジメチルフェニル、２，６－ジメチルフェニル、３，４，５－トリメチル
フェニル、２－トリフルオロメチルフェニル、３－トリフルオロメチルフェニル、４－ト
リフルオロメチルフェニル、２－（ブロモメチル）フェニル、３－（２－クロロエチル）
フェニル、４－（２，３－ジクロロプロピル）フェニル、４－（４－フルオロブチル）フ
ェニル、３－（５－クロロペンチル）フェニル、４－（５－ブロモヘキシル）フェニル、
４－（５，６－ジブロモヘキシル）フェニル、３，４－ジ（トリフルオロメチル）フェニ
ル、３，４－ジ（４，４，４－トリクロロブチル）フェニル、２，４－ジ（３－クロロ－
２－メチルプロピル）フェニル、２，５－ジ（３－クロロプロピル）フェニル、２，６－
ジ（２，２，２－トリフルオロエチル）フェニル、３，４，５－トリ（トリフルオロメチ
ル）フェニル、４－（２，２，２－トリクロロエチル）フェニル、２－メチル－４－トリ
フルオロメチルフェニル、３－エチル－４－トリクロロメチル基等のフェニル環上にハロ
ゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基が１～
３個置換していてもよいフェニル基を例示できる。
【０１７９】
　低級アルキルチオ基としては、例えば、メチルチオ、エチルチオ、プロピルチオ、イソ
プロピルチオ、ブチルチオ、ｔｅｒｔ－ブチルチオ、ペンチルチオ、ヘキシルチオ基等の
炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキルチオ基を挙げることができる。
【０１８０】
　置換基として低級アルキル基及び低級アルカノイル基なる群より選ばれた基を有するこ
とのあるアミノ基としては、例えば、アミノ、メチルアミノ、エチルアミノ、プロピルア
ミノ、イソプロピルアミノ、ブチルアミノ、ｔｅｒｔ－ブチルアミノ、ペンチルアミノ、
ヘキシルアミノ、ジメチルアミノ、ジエチルアミノ、ジプロピルアミノ、ジブチルアミノ
、ジペンチルアミノ、ジヘキシルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－エチルアミノ、Ｎ－エチル－
Ｎ－プロピルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－ブチルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルアミノ
、Ｎ－アセチルアミノ、Ｎ－ホルミルアミノ、Ｎ－プロピオニルアミノ、Ｎ－ブチリルア
ミノ、Ｎ－イソブチリルアミノ、Ｎ－ペンタノイルアミノ、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルカルボ
ニルアミノ、Ｎ－ヘキサノイルアミノ、ジアセチルアミノ、Ｎ－アセチル－Ｎ－メチルア
ミノ、Ｎ－アセチル－Ｎ－エチルアミノ基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルキル基及び炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基なる群から選ばれた
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基を１～２個有することのあるアミノ基を例示できる。
【０１８１】
　ナフタレン環上に低級アルキル基、ハロゲン原子並びに置換基として低級アルキル基及
び低級アルカノイル基なる群から選ばれた基を有することのあるアミノ基なる群から選ば
れた基が１～３個置換していてもよいナフチル基としては、例えば、（１－又は２－）ナ
フチル、１－メチル－（２－、３－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、２－
エチル－（１－、３－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、３－ｎ－プロピル
－（１－、２－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、４－ｎ－ブチル－（１－
、２－、３－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、４－メチル－（１－、２－、３－
、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、５－ｎ－ペンチル－（１－、２－、３－、４－
、６－、７－又は８－）ナフチル、６－ｎ－ヘキシル－（１－、２－、３－、４－、５－
、７－又は８－）ナフチル、１，７－ジメチル－（２－、３－、４－、５－、６－又は８
－）ナフチル、１，２，８－トリメチル－（３－、４－、５－、６－又は７－）ナフチル
、１－ジメチルアミノ－（２－、３－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、２
－ジメチルアミノ－（１－、３－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、３－メ
チルアミノ－（１－、２－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、５－アミノ－
（１－、２－、３－、４－、６－、７－又は８－）ナフチル、５－ジメチルアミノ－（１
－、２－、３－、４－、６－、７－又は８－）ナフチル、４－（Ｎ－メチル－Ｎ－エチル
アミノ）－（１－、２－、３－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、１－メチル－２
－ジメチルアミノ－（３－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、１－クロロ－
（２－、３－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル、１－アセチルアミノ－（２
－、３－、４－、５－、６－、７－又は８－）ナフチル基等のナフタレン環上に置換基と
して炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基、ハロゲン原子並びに置換基として炭素
数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基及び炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイ
ル基なる群から選ばれた基を１～２個有することのあるアミノ基なる群から選ばれた基を
１～３個有していてもよいナフチル基を例示できる。
【０１８２】
　置換基として低級アルコキシ基を有することのあるアルキル基としては、前記置換基と
して低級アルコキシ基を有することのある低級アルキル基に加えて、ヘプチル、１－エチ
ルペンチル、オクチル、７－メトキシヘプチル、１－エトキシヘプチル、２－プロポキシ
－１－エチルペンチル、３－イソプロポキシオクチル、７－ブトキシヘプチル、８－ペン
チルオキシオクチル、５－ヘキシルオキシ－１－エチルペンチル基等の置換基として炭素
数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基を有することのある炭素数１～８の直鎖又は分
枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０１８３】
　低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級アルキル基としては、例えば、アミ
ノメチル、２－アミノエチル、１－アミノエチル、３－アミノプロピル、４－アミノブチ
ル、５－アミノペンチル、６－アミノヘキシル、１，１－ジメチル－２－アミノエチル、
２－メチル－３－アミノプロピル、メチルアミノメチル、１－エチルアミノエチル、２－
プロピルアミノエチル、３－イソプロピルアミノプロピル、４－ブチルアミノブチル、５
－ペンチルアミノペンチル、６－ヘキシルアミノヘキシル、ジメチルアミノメチル、２－
ジエチルアミノエチル、２－ジイソプロピルアミノエチル、（Ｎ－エチル－Ｎ－プロピル
アミノ）メチル、２－（Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルアミノ）エチル基等の炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～２個有することのあるアミノ基が置換した炭素数１～
６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０１８４】
　シクロアルキル基としては、例えば、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル
、シクロヘキシル、シクロヘプチル、シクロオクチル、シクロノニル、シクロデシル、シ
クロウンデシル、シクロドデシル、シクロトリデシル、シクロテトラデシル、シクロペン
タデシル、シクロヘキサデシル基等の炭素数３～１６のシクロアルキル基を挙げることが
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できる。
【０１８５】
　シクロアルキル環上に低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級アルキル基及
び置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基なる群から選ばれた基が
置換していてもよいシクロアルキル基としては、前記シクロアルキル基に加えて、４－ジ
メチルアミノメチルシクロヘキシル、２－（アミノメチル）シクロプロピル、３－（２－
アミノメチル）シクロブチル、２－（１－アミノエチル）シクロペンチル、３－（３－ア
ミノプロピル）シクロヘキシル、３－（４－アミノブチル）シクロヘプチル、４－（５－
アミノペンチル）シクロオクチル、４－（６－アミノヘキシル）シクロヘキシル、２－（
１，１－ジメチル－２－アミノエチル）シクロヘプチル、３－（２－メチル－３－アミノ
プロピル）シクロペンチル、３－（メチルアミノメチル）シクロヘキシル、２－（１－エ
チルアミノエチル）シクロオクチル、２－（２－プロピルアミノエチル）シクロヘキシル
、３－（３－イソプロピルアミノプロピル）シクロペンチル、４－（４－ブチルアミノブ
チル）シクロヘプチル、２－（５－ペンチルアミノペンチル）シクロヘキシル、２－（６
－ヘキシルアミノヘキシル）シクロペンチル、３－（ジメチルアミノメチル）シクロヘキ
シル、３－［（Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルアミノ）メチル］シクロヘプチル、４－［２－
（Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルアミノ）エチル］シクロオクチル、４－ジメチルアミノメチ
ルシクロノニル、２－（アミノメチル）シクロデシル、３－（２－アミノメチル）シクロ
ウンデシル、２－（１－アミノエチル）シクロドデシル、３－（３－アミノプロピル）シ
クロトリデシル、３－（４－アミノブチル）シクロテトラデシル、４－（５－アミノペン
チル）シクロペンタデシル、４－（６－アミノヘキシル）シクロヘキサデシル、２－（１
，１－ジメチル－２－アミノエチル）シクロノニル、３－（２－メチル－３－アミノプロ
ピル）シクロデシル、３－（メチルアミノメチル）シクロウンデシル、２－（１－エチル
アミノエチル）シクロドデシル、２－（２－プロピルアミノエチル）シクロトリデシル、
３－（３－イソプロピルアミノプロピル）シクロテトラデシル、４－（４－ブチルアミノ
ブチル）シクロペンタデシル、２－（５－ペンチルアミノペンチル）シクロヘキサデシル
、２－（６－ヘキシルアミノヘキシル）シクロノニル、３－（ジメチルアミノメチル）シ
クロドデシル、３－［（Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルアミノ）メチル］シクロデシル、４－
［２－（Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルアミノ）エチル］シクロヘキサデシル、２，２－ジメ
チルシクロプロピル、２－トリフルオロメチルシクロプロピル基等のシクロアルキル環上
に炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～２個有することのあるアミノ基が置
換した炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基及び置換基としてハロゲン原子を１～
３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基なる群から選ばれた基
が１～３個置換していてもよい炭素数３～１６のシクロアルキル基を例示できる。
【０１８６】
　低級アルケニル基としては、例えば、ビニル、１－プロペニル、１－メチル－１－プロ
ぺニル、２－メチル－１－プロペニル、２－プロペニル、２－ブテニル、１－ブテニル、
３－ブテニル、２－ペンテニル、１－ペンテニル、３－ペンテニル、４－ペンテニル、１
，３－ブタジエニル、１，３－ペンタジエニル、２－ペンテン－４－イニル、２－ヘキセ
ニル、１－ヘキセニル、５－へキセニル、３－ヘキセニル、４－へキセニル、３，３－ジ
メチル－１－プロペニル、２－エチル－１－プロペニル、１，３，５－ヘキサトリエニル
、１，３－ヘキサジエニル、１，４－ヘキサジエニル基等の二重結合を１～３個有する炭
素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルケニル基を例示できる。
　置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルケニル基としては、前記低級ア
ルケニル基に加えて、３，３，３－トリフルオロ－１－プロペニル、２－ブロモビニル、
３－クロロ－１－プロペニル、３－ヨード－１－メチル－１－プロぺニル、３－フルオロ
－２－メチル－１－プロペニル、２－ブテニル、４，４，３－トリクロロ－１－ブテニル
、４，４－ジフルオロ－３－ブテニル、５－フルオロー２－ペンテニル、５，５，３－ト
リブロモ－１－ペンテニル、５－クロロ－３－ペンテニル、５，５，５－トリフルオロ－
４－ペンテニル、４－クロロ－１，３－ブタジエニル、５－フルオロ－１，３－ペンタジ
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エニル、５－ブロモ－２－ペンテン－４－イニル、６－フルオロ－２－ヘキセニル、６，
６，５－トリフルオロ－１－ヘキセニル、６－クロロ－５－へキセニル、５－ブロモ－３
－ヘキセニル、６－クロロ－４－へキセニル、３，３－ジメチル－２－クロロー１－プロ
ペニル、３－フルオロ－２－エチル－１－プロペニル、６－クロロ－１，３，５－ヘキサ
トリエニル、６－ブロモ－１，３－ヘキサジエニル、６－フルオロ－１，４－ヘキサジエ
ニル基等の置換基としてハロゲン原子を１～３個有することがあり、二重結合を１～３個
有する炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルケニル基を例示できる。
　ベンゾイル基（フェニル環上には、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級
アルキル基及びハロゲン原子なる群から選ばれた基が１～３個有していてもよい）として
は、例えば、ベンゾイル、３，４－ジフルオロベンゾイル、２－フルオロベンゾイル、３
－ブロモベンゾイル、４－ヨードベンゾイル、４－メチルベンゾイル、２－メチルベンゾ
イル、３－メチルベンゾイル、２－エチルベンゾイル、３－エチルベンゾイル、４－エチ
ルベンゾイル、４－イソプロピルベンゾイル、３－ブチルベンゾイル、４－ペンチルベン
ゾイル、４－ヘキシルベンゾイル、３，４－ジメチルベンゾイル、３，４－ジエチルベン
ゾイル、２，４－ジメチルベンゾイル、２，５－ジメチルベンゾイル、２，６－ジメチル
ベンゾイル、３，４，５－トリメチルベンゾイル、２－トリフルオロメチルベンゾイル、
３－トリフルオロメチルベンゾイル、４－トリフルオロメチルベンゾイル、２－（ブロモ
メチル）ベンゾイル、３－（２－クロロエチル）ベンゾイル、４－（２，３－ジクロロプ
ロピル）ベンゾイル、４－（４－フルオロブチル）ベンゾイル、３－（５－クロロペンチ
ル）ベンゾイル、４－（５－ブロモヘキシル）ベンゾイル、４－（５，６－ジブロモヘキ
シル）ベンゾイル、３，４－ジ（トリフルオロメチル）ベンゾイル、３，４－ジ（４，４
，４－トリクロロブチル）ベンゾイル、２，４－ジ（３－クロロ－２－メチルプロピル）
ベンゾイル、２，５－ジ（３－クロロプロピル）ベンゾイル、２，６－ジ（２，２，２－
トリフルオロエチル）ベンゾイル、３，４，５－トリ（トリフルオロメチル）ベンゾイル
、４－（２，２，２－トリクロロエチル）ベンゾイル、２－メチル－４－トリフルオロメ
チルベンゾイル、３－エチル－４－トリクロロメチルベンゾイル、２－クロロ－４－トリ
フルオロメチルベンゾイル、３－エチル－４－フルオロベンゾイル、３－フルオロ－４－
トリクロロメチルベンゾイル、２－メチル－３－トリフルオロメチル－４－トリフルオロ
メチルベンゾイル、３－フルオロベンゾイル、４－フルオロベンゾイル、２－ブロモベン
ゾイル、４－ブロモベンゾイル、２－ヨードベンゾイル、３－ヨードベンゾイル、２，３
－ジブロモベンゾイル、２，４－ジヨードベンゾイル、２，５－ジフルオロベンゾイル、
２，６－ジクロロベンゾイル、２，４，６－トリクロロベンゾイル、２，４－ジフルオロ
ベンゾイル、３，５－ジフルオロベンゾイル、２，６－ジフルオロベンゾイル、２－クロ
ロベンゾイル、３－クロロベンゾイル、４－クロロベンゾイル、２，３－ジクロロベンゾ
イル、２，４－ジクロロベンゾイル、２，５－ジクロロベンゾイル、３，４－ジクロロベ
ンゾイル、２，６－ジクロロベンゾイル、３，５－ジクロロベンゾイル、２，４，６－ト
リフルオロベンゾイル、２，４－ジフルオロベンゾイル基等ベンゾイル基（フェニル環上
には、置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分
枝鎖状のアルキル基及びハロゲン原子なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよ
い）を例示できる。
　ハロゲン置換低級アルキル基としては、例えば、トリフルオロメチル、トリクロロメチ
ル、クロロメチル、ブロモメチル、フルオロメチル、ヨードメチル、ジフルオロメチル、
ジブロモメチル、２－クロロエチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２，２－ト
リクロロエチル、３－クロロプロピル、２，３－ジクロロプロピル、４，４，４－トリク
ロロブチル、４－フルオロブチル、５－クロロペンチル、３－クロロ－２－メチルプロピ
ル、５－ブロモヘキシル、５，６－ジブロモヘキシル基等の置換基としてハロゲン原子を
１～３個有する炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０１８７】
　低級アルキレンジオキシ基としては、例えば、メチレンジオキシ、エチレンジオキシ、
トリメチレンジオキシ、テトラメチレンジオキシ基等の炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状
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のアルキレン基を例示できる。
【０１８８】
　置換基として低級アルキル基、低級アルカノイル基、ベンゾイル基及びシクロアルキル
基なる群から選ばれた基を有することのあるアミノ基としては、例えば、アミノ、メチル
アミノ、エチルアミノ、プロピルアミノ、イソプロピルアミノ、ブチルアミノ、ｔｅｒｔ
－ブチルアミノ、ペンチルアミノ、ヘキシルアミノ、ジメチルアミノ、ジエチルアミノ、
ジプロピルアミノ、ジブチルアミノ、ジペンチルアミノ、ジヘキシルアミノ、Ｎ－メチル
－Ｎ－エチルアミノ、Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－ブチルアミノ
、Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－アセチルアミノ、Ｎ－アセチルア
ミノ、Ｎ－ホルミルアミノ、Ｎ－プロピオニルアミノ、Ｎ－ブチリルアミノ、Ｎ－イソブ
チリルアミノ、Ｎ－ペンタノイルアミノ、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルカルボニルアミノ、Ｎ－
ヘキサノイルアミノ、Ｎ－エチル－Ｎ－アセチルアミノ、Ｎ－ベンゾイルアミノ、Ｎ－エ
チル－Ｎ－ベンゾイルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－ベンゾイルアミノ、Ｎ－アセチル－Ｎ－
ベンゾイルアミノ、シクロプロピルアミノ、シクロブチルアミノ、シクロペンチルアミノ
、シクロヘキシルアミノ、シクロヘプチルアミノ、シクロオクチルアミノ、Ｎ－メチル－
Ｎ－シクロヘキシルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－シクロペンチルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－
シクロヘプチルアミノ、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－アセチルアミノ、Ｎ－シクロペンチル
－Ｎ－ベンゾイルアミノ、シクロノニルアミノ、シクロデシルアミノ、シクロドデシルア
ミノ、シクロトリデシルアミノ、シクロテトラデシルアミノ、シクロペンタデシルアミノ
、Ｎ－メチル－Ｎ－シクロヘキサデシルアミノ、Ｎ－メチル－Ｎ－シクロノニルアミノ、
Ｎ－メチル－Ｎ－シクロデシルアミノ、Ｎ－シクロウンデシル－Ｎ－アセチルアミノ、Ｎ
－シクロヘキサデシル－Ｎ－ベンゾイルアミノ基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又
は分枝鎖状アルキル基、炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基、ベンゾイル基
及び炭素数３～１６のシクロアルキル基なる群から選ばれた基１～２個を有することのあ
るアミノ基を例示できる。
【０１８９】
　置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルカノイル基としては、例えば前
記低級アルカノイル基に加えて、２，２，２－トリフルオロアセチル、２，２，２－トリ
クロロアセチル、２－クロロアセチル、２－ブロモアセチル、２－フルオロアセチル、２
－ヨードアセチル、２，２－ジフルオロアセチル、２，２－ジブロモアセチル、３，３，
３－トリフルオロプロピオニル、３，３，３－トリクロロプロピオニル、３－クロロプロ
ピオニル、２，３－ジクロロプロピオニル、４，４，４－トリクロロブチリル、４－フル
オロブチリル、５－クロロペンタノイル、３－クロロ－２－メチルプロピオニル、６－ブ
ロモヘキサノイル、５，６－ジブロモヘキサノイル基等の置換基としてハロゲン原子を１
～３個有することのある炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基を例示できる。
【０１９０】
　低級アルコキシカルボニル基としては、例えば、メトキシカルボニル、エトキシカルボ
ニル、プロポキシカルボニル、イソプロポキシカルボニル、ブトキシカルボニル、ｔｅｒ
ｔ－ブトキシカルボニル、ペンチルオキシカルボニル、ヘキシルオキシカルボニル基等の
炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシカルボニル基を挙げることができる。
【０１９１】
　低級アルカノイルオキシ基としては、アセチルオキシ、プロピオニルオキシ、ブチリル
オキシ、イソブチリオキシ、ペンタノイルオキシ、ｔｅｒｔ－ブチルカルボニルオキシ、
ヘキサノイルオキシ基等の炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイルオキシ基が挙げ
られる。
【０１９２】
　窒素原子、酸素原子又は硫黄原子を１～４個有する５～６員の飽和又は不飽和複素環基
としては、例えば、ピロリジニル、ピペリジニル、ピペラジニル、モルホリノ、チオモル
ホリノ、ピリジル、１，２，５，６－テトラヒドロピリジル、チエニル、ピラジル、ピリ
ミジル、ピリダジル、ピロリル、２Ｈ－ピロリル、イミダゾリジニル、ピラゾリル、イミ
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ダゾリル、ピラゾリジニル、フラザニル、２－イミダゾリニル、イミダゾリジニル、２－
ピロリニル、フリル、オキサゾリル、イソオキサジリジニル、イソオキサゾリル、チアゾ
リル、イソチアゾリル、ピラニル、２－ピラゾリジニル、１，２，４－トリアゾリル、１
，２，３－トリアゾリル、１，２，５－トリアゾリル、チアゾリジニル、２－チアゾリニ
ル、１，２，３，４－テトラゾリル、１，３，４－オキサジアゾリル、テトラヒドロピラ
ニル、テトラヒドロフリル基等を例示できる。
【０１９３】
　Ｒ１１とＲ１２とが結合する窒素原子と共に、窒素原子、硫黄原子もしくは酸素原子を
介し又は介することなく互いに結合して形成する５～７員の飽和複素環としては、例えば
、ピロリジニル、ピペリジニル、ピペラジニル、モルホリノ、チオモルホリノ、ホモピペ
ラジニル基等を例示できる。
【０１９４】
　イミダゾリル低級アルキル基としては、例えば、（１，２，４又は５－）イミダゾリル
メチル、２－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］エチル、１－［（１，２，４又は
５－）イミダゾリル］エチル、３－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］プロピル、
４－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］ブチル、５－［（１，２，４又は５－）イ
ミダゾリル］ペンチル、６－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］ヘキシル、１，１
－ジメチル－２－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］エチル、２－メチル－３－［
（１，２，４又は５－）イミダゾリル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直
鎖又は分枝鎖状アルキル基であるイミダゾリルアルキル基を挙げることができる。
【０１９５】
　１，２，４－トリアゾリル低級アルキル基としては、例えば、（１，３又は５－）１，
２，４－トリアゾリルメチル、２－［（１，３又は５－）１，２，４－トリアゾリル］エ
チル、１－［（１，３又は５－）１，２，４－トリアゾリル］エチル、３－［（１，３又
は５－）１，２，４－トリアゾリル］プロピル、４－［（１，３又は５－）１，２，４－
トリアゾリル］ブチル、５－［（１，３又は５－）１，２，４－トリアゾリル］ペンチル
、６－［（１，３又は５－）１，２，４－トリアゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－
２－［（１，３又は５－）１，２，４－トリアゾリル］エチル、２－メチル－３－［（１
，３又は５－）１，２，４－トリアゾリル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６
の直鎖又は分枝鎖状アルキル基である１，２，４－トリアゾリルアルキル基を挙げること
ができる。
【０１９６】
　１，２，３－トリアゾリル低級アルキル基としては、例えば、（１，４又は５－）１，
２，３－トリアゾリルメチル、２－［（１，４又は５－）１，２，３－トリアゾリル］エ
チル、１－［（１，４又は５－）１，２，３－トリアゾリル］エチル、３－［（１，４又
は５－）１，２，３－トリアゾリル］プロピル、４－［（１，４又は５－）１，２，３－
トリアゾリル］ブチル、５－［（１，４又は５－）１，２，３－トリアゾリル］ペンチル
、６－［（１，４又は５－）１，２，３－トリアゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－
２－［（１，４又は５－）１，２，３－トリアゾリル］エチル、２－メチル－３－［（１
，４又は５－）１，２，３－トリアゾリル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６
の直鎖又は分枝鎖状アルキル基である１，２，３－トリアゾリルアルキル基を挙げること
ができる。
【０１９７】
　１，２，５－トリアゾリル低級アルキル基としては、例えば、（１，３又は４－）１，
２，５－トリアゾリルメチル、２－［（１，３又は４－）１，２，５－トリアゾリル］エ
チル、１－［（１，３又は４－）１，２，５－トリアゾリル］エチル、３－［（１，３又
は４－）１，２，５－トリアゾリル］プロピル、４－［（１，３又は４－）１，２，５－
トリアゾリル］ブチル、５－［（１，３又は４－）１，２，５－トリアゾリル］ペンチル
、６－［（１，３又は４－）１，２，５－トリアゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－
２－［（１，３又は４－）１，２，５－トリアゾリル］エチル、２－メチル－３－［（１
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，３又は４－）１，２，５－トリアゾリル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６
の直鎖又は分枝鎖状アルキル基である１，２，５－トリアゾリルアルキル基を挙げること
ができる。
【０１９８】
　ピラゾリル低級アルキル基としては、例えば、（１，３，４又は５－）ピラゾリルメチ
ル、２－［（１，３，４又は５－）ピラゾリル］エチル、１－［（１，３，４又は５－）
ピラゾリル］エチル、３－［（１，３，４又は５－）ピラゾリル］プロピル、４－［（１
，３，４又は５－）ピラゾリル］ブチル、５－［（１，３，４又は５－）ピラゾリル］ペ
ンチル、６－［（１，３，４又は５－）ピラゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－
［（１，３，４又は５－）ピラゾリル］エチル、２－メチル－３－［（１，３，４又は５
－）ピラゾリル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキ
ル基であるピラゾリルアルキル基を挙げることができる。
【０１９９】
　ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピリミジニル低級アルキル
基としては、例えば、（２，４，５又は６－）ピリミジニルメチル、２－［（２，４，５
又は６－）ピリミジニル］エチル、１－［（２，４，５又は６－）ピリミジニル］エチル
、３－［（２，４，５又は６－）ピリミジニル］プロピル、４－［（２，４，５又は６－
）ピリミジニル］ブチル、５－［（２，４，５又は６－）ピリミジニル］ペンチル、６－
［（２，４，５又は６－）ピリミジニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（２，４
，５又は６－）ピリミジニル］エチル、２－メチル－３－［（２，４，５又は６－）ピリ
ミジニル］プロピル、［（１，３，４又は５－）２，６－ジオキソピリミジニル］メチル
、［（１，３，４，５又は６－）２－オキソピリミジニル］メチル、［（１，２，４又は
５－）６－オキソピリミジニル］メチル、［（１，２，５又は６－）４－オキソピリミジ
ニル］メチル、［（１，３，５又は６－）２，４－ジオキソピリミジニル］メチル、２－
［（４又は６－）２，５－ジオキソピリミジニル］エチル、１－［（１，３，４又は５－
）２，６－ジオキソピリミジニル］エチル、３－［（１，３又は５－）２，４，６－トリ
オキソピリミジニル］プロピル、４－［（１，３，４又は５－）２，６－ジオキソピリミ
ジニル］ブチル、５－［（４又は６－）２，５－ジオキソピリミジニル］ペンチル、６－
［（１，３，５又は６－）２，４－ジオキソピリミジニル］ヘキシル、１，１－ジメチル
－２－［（１，３，４又は５－）２，６－ジオキソピリミジニル］エチル、２－メチル－
３－［（１，３，４又は５－）２，６－ジオキソピリミジニル］プロピル基等のピリミジ
ン環上に置換基としてオキソ基１～３個を有することがあり、アルキル部分が炭素数１～
６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるピリミジニルアルキル基を例示できる。
【０２００】
　３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデン低級アルキル基としては、例えば、
３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデンメチル、３，５－ジオキソイソキサゾ
リジン－４－イリデンエチル、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデンプロピ
ル、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデンイソプロピル、３，５－ジオキソ
イソキサゾリジン－４－イリデンブチル、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリ
デンペンチル、３，５－ジオキソイソキサゾリジン－４－イリデンヘキシル基等のアルキ
ル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基である３，５－ジオキソイソキサゾ
リジン－４－イリデンアルキル基を例示できる。
【０２０１】
　１，２，４－オキサジアゾール環上に置換基として低級アルキル基を有することのある
１，２，４－オキサジアゾリル低級アルキル基としては、例えば、（３又は５－）１，２
，４－オキサジアゾリルメチル、２－［（３又は５－）１，２，４－オキサジアゾリル］
エチル、１－［（３又は５－）１，２，４－オキサジアゾリル］エチル、３－［（３又は
５－）１，２，４－オキサジアゾリル］プロピル、４－［（３又は５－）１，２，４－オ
キサジアゾリル］ブチル、５－［（３又は５－）１，２，４－オキサジアゾリル］ペンチ
ル、６－［（３又は５－）１，２，４－オキサジアゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル
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－２－［（３又は５－）１，２，４－オキサジアゾリル］エチル、２－メチル－３－［（
３又は５－）１，２，４－オキサジアゾリル］プロピル、５－メチル－３－（１，２，４
－オキサジアゾリル）メチル、３－エチル－２－［５－（１，２，４－オキサジアゾリル
）］エチル、１－［３－プロピル－５－（１，２，４－オキサジアゾリル）］エチル、３
－［５－ブチル－３－（１，２，４－オキサジアゾリル）］プロピル、４－［３－ペンチ
ル－５－（１，２，４－オキサジアゾリル）］ブチル、５－［５－ヘキシル－３－（１，
２，４－オキサジアゾリル）］ペンチル、６－［３－メチル－５－（１，２，４－オキサ
ジアゾリル）］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［５－イソプロピル－３－（１，２，
４－オキサジアゾリル）］エチル、２－メチル－３－［３－イソブチル－５－（１，２，
４－オキサジアゾリル）］プロピル基等の１，２，４－オキサジアゾール環上に置換基と
して炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を有することがあり、アルキル部分が炭
素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基である１，２，４－オキサジアゾリルアルキル
基を例示できる。
【０２０２】
　チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アル
キル基としては、例えば、（２，３，４又は５－）チアゾリジニルメチル、２－［（２，
３，４又は５－）チアゾリジニル］エチル、１－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニ
ル］エチル、３－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピル、４－［（２，３
，４又は５－）チアゾリジニル］ブチル、５－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル
］ペンチル、６－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］ヘキシル、１，１－ジメチ
ル－２－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］エチル、２－メチル－３－［（２，
３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピル、２，４－ジオキソ－５－チアゾリジニルメ
チル、２－［２－オキソ－（３，４又は５－）チアゾリジニル］エチル、１－［４－オキ
ソ－（２，３又は５－）チアゾリジニル］エチル、３－［５－オキソ－（２，３又は４－
）チアゾリジニル］プロピル、４－［２，５－ジオキソ－（３又は４－）チアゾリジニル
］ブチル、５－［２，４，５－トリオキソ－３－チアゾリジニル］ペンチル、６－［４，
５－ジオキソ－（２又は３－）チアゾリジニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［２
，４－ジオキソ－（３又は５－）チアゾリジニル］エチル、２－メチル－３－［２，４－
ジオキソ－（３又は５－）チアゾリジニル］プロピル、３－［２，４－ジオキソ－（３又
は５－）チアゾリジニル］プロピル基等のチアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を１
～３個有することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基で
あるチアゾリジニルアルキル基を例示できる。
【０２０３】
　フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低
級アルキル基としては、例えば、前記フェニル低級アルキル基に加えて、３，４－メチレ
ンジオキシベンジル、３，４－トリメチレンジオキシベンジル、２－（２，３－エチレン
ジオキシフェニル）エチル、１－（３，４－トリメチレンジオキシフェニル）エチル、３
－（２，３－テトラメチレンジオキシフェニル）プロピル、４－（３，４－メチレンジオ
キシフェニル）ブチル、５－（２，３－エチレンジオキシフェニル）ペンチル、６－（３
，４－トリメチレンジオキシフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，３－メ
チレンジオキシフェニル）エチル、２－メチル－３－（３，４－エチレンジオキシフェニ
ル）プロピル基等のフェニル環上に置換基として炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状アルキ
レンジオキシ基を有することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状ア
ルキル基であるフェニルアルキル基を例示できる。
【０２０４】
　低級アルコキシカルボニル低級アルキル基としては、例えば、メトキシカルボニルメチ
ル、エトキシカルボニルメチル、２－メトキシカルボニルエチル、２－エトキシカルボニ
ルエチル、１－エトキシカルボニルエチル、３－メトキシカルボニルプロピル、３－エト
キシカルボニルプロピル、４－エトキシカルボニルブチル、５－イソプロポキシカルボニ
ルペンチル、６－プロポキシカルボニルヘキシル、１，１－ジメチル－２－ブトキシカル
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ボニルエチル、２－メチル－３－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルプロピル、２－ペンチル
オキシカルボニルエチル、ヘキシルオキシカルボニルメチル基等のアルコキシ部分が炭素
数が１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基であり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルキル基であるアルコキシカルボニルアルキル基を例示できる。
【０２０５】
　カルボキシ低級アルキル基としては、例えば、カルボキシメチル、２－カルボキシエチ
ル、１－カルボキシエチル、３－カルボキシプロピル、４－カルボキシブチル、５－カル
ボキシペンチル、６－カルボキシヘキシル、１，１－ジメチル－２－カルボキシエチル、
２－メチル－３－カルボキシプロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルキル基であるカルボキシアルキル基を例示できる。
【０２０６】
　モルホリノ置換低級アルカノイル基としては、例えば、２－［（２，３又は４－）モル
ホリノ］アセチル、３－［（２，３又は４－）モルホリノ］プロピオニル、２－［（２，
３又は４－）モルホリノ］プロピオニル、４－［（２，３又は４－）モルホリノ］ブチリ
ル、５－［（２，３又は４－）モルホリノ］ペンタノイル、６－［（２，３又は４－）モ
ルホリノ］ヘキサノイル、２，２－ジメチル－２－［（２，３又は４－）モルホリノ］プ
ロピオニル、２－メチル－３－［（２，３又は４－）モルホリノ］プロピオニル基等のア
ルカノイル部分が炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基であるモルホリノ置換
アルカノイル基を例示できる。
【０２０７】
　フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低
級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニルカルボニル低級アルキ
ル基としては、例えば、［（１，２又は３－）ピペラジニル］カルボニルメチル、２－［
（１，２又は３－）ピペラジニル］カルボニルエチル、１－［（１，２又は３－）ピペラ
ジニル］カルボニルエチル、３－［（１，２又は３－）ピペラジニル］カルボニルプロピ
ル、４－［（１，２又は３－）ピペラジニル］カルボニルブチル、５－［（１，２又は３
－）ピペラジニル］カルボニルペンチル、６－［（１，２又は３－）ピペラジニル］カル
ボニルヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（１，２又は３－）ピペラジニル］カルボニ
ルエチル、２－メチル－３－［（１，２又は３－）ピペラジニル］カルボニルプロピル、
（４－ベンジル－１－ピペラジニルカルボニル）メチル、２－［４－（２－フェニルエチ
ル）－１－ピペラジニルカルボニル］エチル、１－［４－（３－フェニルプロピル）－１
－ピペラジニルカルボニル］エチル、３－［４－（４－フェニルブチル）－１－ピペラジ
ニルカルボニル］プロピル、４－［４－（５－フェニルペンチル）－１－ピペラジニルカ
ルボニル］ブチル、５－［４－（６－フェニルプロピル）－１－ピペラジニルカルボニル
］ペンチル、６－（４－ベンジル－１－ピペラジニルカルボニル）ヘキシル、１，１－ジ
メチル－２－（４－ベンジル－１－ピペラジニルカルボニル）エチル、２－メチル－３－
（４－ベンジル－１－ピペラジニルカルボニル）プロピル、［４－（３，４－メチレンジ
オキシベンジル）－１－ピペラジニルカルボニル］メチル、２－｛４－［２－（２，３－
エチレンジオキシフェニル）エチル］－１－ピペラジニルカルボニル｝エチル、１－｛４
－［３－（３，４－トリメチレンジオキシフェニル）プロピル］－１－ピペラジニルカル
ボニル｝エチル、３－｛４－［４－（２，３－テトラメチレンジオキシフェニル）ブチル
］－１－ピペラジニルカルボニル｝プロピル、４－｛４－［５－（３，４－メチレンジオ
キシフェニル）ペンチル］－１－ピペラジニルカルボニル｝ブチル、５－｛４－［３－（
２，３－エチレンジオキシフェニル）プロピル］－１－ピペラジニルカルボニル｝ペンチ
ル、６－［４－（３，４－トリメチレンジオキシベンジル）－１－ピペラジニルカルボニ
ル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［４－（２，３－テトラメチレンジオキシベンジ
ル）－１－ピペラジニルカルボニル］エチル、２－メチル－３－［４－（３，４－メチレ
ンジオキシベンジル）－１－ピペラジニルカルボニル］プロピル、（３，４－ジベンジル
－１－ピペラジニルカルボニル）メチル、（３，４，５－トリベンジル－１－ピペラジニ
ルカルボニル）メチル、［２，４－ジ（３，４－メチレンジオキシベンジル）－１－ピペ
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ラジニルカルボニル］）メチル、［２，４，６－トリ（３，４－メチレンジオキシベンジ
ル）－１－ピペラジニルカルボニル］メチル、［３－ベンジル－４－（３，４－メチレン
ジオキシベンジル）－１－ピペラジニルカルボニル］メチル基等のフェニル環上に置換基
として炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状アルキリデンジオキシ基を有することのあるアル
キル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基がピペ
ラジン環上に１～３個置換していてもよく且つアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分
枝鎖状アルキル基であるピペラジニルカルボニルアルキル基を例示できる。
【０２０８】
　フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低
級アルキル基がピペラジン環上に置換していてもよいピペラジニル低級アルカノイル基と
しては、例えば、２－［（１，２又は３－）ピペラジニル］アセチル、３－［（１，２又
は３－）ピペラジニル］プロピオニル、２－［（１，２又は３－）ピペラジニル］プロピ
オニル、４－［（１，２又は３－）ピペラジニル］ブチリル、５－［（１，２又は３－）
ピペラジニル］ペンタノイル、６－［（１，２又は３－）ピペラジニル］ヘキサノイル、
２，２－ジメチル－３－［（１，２又は３－）ピペラジニル］プロピオニル、２－メチル
－３－［（１，２又は３－）ピペラジニル］プロピオニル、２－（４－ベンジル－１－ピ
ペラジニル）アセチル、３－［４－（２－フェニルエチル）－１－ピペラジニル］プロピ
オニル、２－［４－（３－フェニルプロピル）－１－ピペラジニル］プロピオニル、４－
［４－（４－フェニルブチル）－１－ピペラジニル］ブチリル、５－［４－（５－フェニ
ルペンチル）－１－ピペラジニル］ペンタノイル、６－［４－（６－フェニルプロピル）
－１－ピペラジニル］ヘキサノイル、６－（４－ベンジル－１－ピペラジニル）ヘキサノ
イル、２，２－ジメチル－３－（４－ベンジル－１－ピペラジニル）プロピオニル、２－
メチル－３－（４－ベンジル－１－ピペラジニル）プロピオニル、２－［４－（３，４－
メチレンジオキシベンジル）－１－ピペラジニル］）アセチル、３－｛４－［２－（２，
３－エチレンジオキシフェニル）エチル］－１－ピペラジニル｝プロピオニル、２－｛４
－［３－（３，４－トリメチレンジオキシフェニル）プロピル］－１－ピペラジニル｝プ
ロピオニル、４－｛４－［４－（２，３－テトラメチレンジオキシフェニル）ブチル］－
１－ピペラジニル｝ブチリル、５－｛４－［５－（３，４－メチレンジオキシフェニル）
ペンチル］－１－ピペラジニル｝ペンタノイル、５－｛４－［３－（２，３－エチレンジ
オキシフェニル）プロピル］－１－ピペラジニル｝ペンタノイル、６－［４－（３，４－
トリメチレンジオキシベンジル）－１－ピペラジニル］）ヘキサノイル、２，２－ジメチ
ル－３－［４－（２，３－テトラメチレンジオキシベンジル）－１－ピペラジニル］プロ
ピオニル、２－メチル－３－［４－（３，４－メチレンジオキシベンジル）－１－ピペラ
ジニル］プロピオニル、２－（３，４－ジベンジル－１－ピペラジニル）アセチル、２－
（３，４，５－トリベンジル－１－ピペラジニル）アセチル、２－［２，４－ジ（３，４
－メチレンジオキシベンジル）－１－ピペラジニル］）アセチル、２－［２，４，６－ト
リ（３，４－メチレンジオキシベンジル）－１－ピペラジニル］）アセチル、２－［３－
ベンジル－４－（３，４－メチレンジオキシベンジル）－１－ピペラジニル］）アセチル
基等のフェニル環上に置換基として炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状アルキレンジオキシ
基を有することのあるアルキル部分の炭素数が１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であ
るフェニルアルキル基がピペラジン環上に１～３個置換していてもよく且つアルカノイル
部分が炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基であるピペラジニルアルカノイル
基を例示できる。
【０２０９】
　モルホリノカルボニル置換低級アルキル基としては、例えば、［（２，３又は４－）モ
ルホリノ］カルボニルメチル、２－［（２，３又は４－）モルホリノ］カルボニルエチル
、１－［（２，３又は４－）モルホリノ］カルボニルエチル、３－［（２，３又は４－）
モルホリノ］カルボニルプロピル、４－［（２，３又は４－）モルホリノ］カルボニルブ
チル、５－［（２，３又は４－）モルホリノ］カルボニルペンチル、６－［（２，３又は
４－）モルホリノ］カルボニルヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（２，３又は４－）
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モルホリノ］カルボニルエチル、２－メチル－３－［（２，３又は４－）モルホリノ］カ
ルボニルプロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であ
るモルホリノカルボニルアルキル基を例示できる。
【０２１０】
　イミダゾリル低級アルカノイル基としては、例えば、２－［（１，２，４又は５－）イ
ミダゾリル］アセチル、３－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］プロピオニル、２
－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］プロピオニル、４－［（１，２，４又は５－
）イミダゾリル］ブチリル、５－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］ペンタノイル
、６－［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］ヘキサノイル、２，２－ジメチル－３－
［（１，２，４又は５－）イミダゾリル］プロピオニル、２－メチル－３－［（１，２，
４又は５－）イミダゾリル］プロピオニル基等のアルカノイル部分が炭素数２～６の直鎖
又は分枝鎖状アルカノイル基であるイミダゾリルアルカノイル基を例示できる。
【０２１１】
　シクロアルキルカルボニル基としては、例えばシクロプロピルカルボニル、シクロブチ
ルカルボニル、シクロペンチルカルボニル、シクロヘキシルカルボニル、シクロヘプチル
カルボニル、シクロオクチルカルボニル、シクロノニルカルボニル、シクロデシルカルボ
ニル、シクロウンデシルカルボニル、シクロドデシルカルボニル、シクロトリデシルカル
ボニル、シクロテトラデシルカルボニル、シクロペンタデシルカルボニル、シクロヘキサ
デシルカルボニル基等のシクロアルキル部分が炭素数３～１６のシクロアルキル基である
シクロアルキルカルボニル基を挙げることができる。
【０２１２】
　置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ置換低級アルカノイル基として
は、例えば、アミノアセチル、２－アミノプロピオニル、３－アミノプロピオニル、４－
アミノブチリル、５－アミノペンタノイル、６－アミノヘキサノイル、２，２－ジメチル
－３－アミノプロピオニル、２－メチル－３－アミノプロピオニル、メチルアミノアセチ
ル、２－エチルアミノプロピオニル、３－プロピルアミノプロピオニル、３－イソプロピ
ルアミノプロピオニル、４－ブチルアミノブチリル、５－ペンチルアミノペンタノイル、
６－ヘキシルアミノヘキサノイル、ジメチルアミノアセチル、３－ジイソプロピルアミノ
プロピオニル、（Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルアミノ）アセチル、２－（Ｎ－メチル－Ｎ－
ヘキシルアミノ）アセチル基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル
基を１～２個有することのあるアミノ基が置換した炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アル
カノイル基を例示できる。
【０２１３】
　置換基として水酸基を有することのある低級アルキレン基としては、例えば、前記低級
アルキレン基に加えて、１－ヒドロキシメチレン、２－ヒドロキシエチレン、１－ヒドロ
キシエチレン、２－ヒドロキシトリメチレン、３－ヒドロキシトリメチレン、１－ヒドロ
キシトリメチレン、３－ヒドロキシ－２－メチルトリメチレン、１－ヒドロキシ－２－メ
チルトリメチレン、３－ヒドロキシ－２，２－ジメチルトリメチレン、１－ヒドロキシ－
２，２－ジメチルトリメチレン、３－ヒドロキシ－１－メチルトリメチレン、２－ヒドロ
キシ－１－メチルトリメチレン、１－ヒドロキシメチルメチレン、ヒドロキシメチルメチ
レン、２－ヒドロキシメチルトリメチレン、２－ヒドロキシメチル－２－メチルトリメチ
レン、（２－ヒドロキシエチル）メチレン、（１－ヒドロキシエチル）メチレン、４－ヒ
ドロキシテトラメチレン、２－ヒドロキシテトラメチレン、３－ヒドロキテトラメチレン
、１－ヒドロキシテトラメチレン、５－ヒドロキシペンタメチレン、４－ヒドロキシペン
タメチレン、３－ヒドロキシペンタメチレン、２－ヒドロキシペンタメチレン、１－ヒド
ロキシペンタメチレン、６－ヒドロキシヘキサメチレン、５－ヒドロキシヘキサメチレン
、４－ヒドロキシヘキサメチレン、３－ヒドロキシヘキサメチレン、２－ヒドロキシヘキ
サメチレン、１－ヒドロキシヘキサメチレン、１，２－ジヒドロキシトリメチレン、２，
２，４－トリヒドロキシテトラメチレン、１，２，６－トリヒドロキシヘキサメチレン、
３，４，５－トリヒドロキシペンタメチレン基等の置換基として水酸基を１～３個有する
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ことのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状のアルキレン基を例示できる。
【０２１４】
　置換基として水酸基を有することのあるアルキル基としては、例えば、前記低級アルキ
ル基に加えて、ヘプチル、オクチル、ノニル、デシル、ウンデシル、ドデシル、トリデシ
ル、テトラデシル、ペンタデシル、１－メチルヘキシル、ヘキサデシル、ヒドロキシメチ
ル、２－ヒドロキシエチル、１－ヒドロキシエチル、３－ヒドロキシプロピル、２，３－
ジヒドロキシプロピル、４－ヒドロキシブチル、１，１－ジメチル－２－ヒドロキシエチ
ル、５，５，４－トリヒドロキシペンチル、５－ヒドロキシペンチル、６－ヒドロキシヘ
キシル、１－ヒドロキシイソプロピル、２－メチル－３－ヒドロキシプロピル基等の置換
基として水酸基を１～３個有することのある炭素数１～１６の直鎖又は分枝鎖状アルキル
基を例示できる。
【０２１５】
　水酸基置換アルキル基としては、例えば、ヒドロキシメチル、２－ヒドロキシエチル、
１－ヒドロキシエチル、３－ヒドロキシプロピル、２，３－ジヒドロキシプロピル、４－
ヒドロキシブチル、１，１－ジメチル－２－ヒドロキシエチル、５，５，４－トリヒドロ
キシペンチル、５－ヒドロキシペンチル、６－ヒドロキシヘキシル、１－ヒドロキシイソ
プロピル、２－メチル－３－ヒドロキシプロピル基等の置換基として水酸基を１～３個有
する炭素数１～１６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０２１６】
　置換基として水酸基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるシク
ロアルキル基としては、例えば、前記シクロアルキル基に加えて、２－ヒドロキシシクロ
プロピル、３－ヒドロキシシクロブチル、３－ヒドロキシシクロペンチル、２－ヒドロキ
シシクロヘキシル、４－ヒドロキシシクロヘキシル、３－ヒドロキシシクロヘプチル、４
－ヒドロキシシクロオクチル、５－ヒドロキシシクロノニル、３－ヒドロキシシクロデシ
ル、４－ヒドロキシシクロウンデシル、５－ヒドロキシシクロドデシル、６－ヒドロキシ
シクロトリデシル、７－ヒドロキシシクロテトラデシル、６－ヒドロキシシクロペンタデ
シル、８－ヒドロキシシクロヘキサデシル、２，４－ジヒドロキシシクロヘキシル、２，
４，６－トリヒドロキシシクロヘキシル、１－メチルシクロペンチル、２－エチルシクロ
プロピル、３－ｎ－プロピルシクロブチル、２－ｎ－ブチルシクロヘキシル、４－ｎ－ペ
ンチルシクロヘプチル、４－ｎ－ヘキシルシクロオクチル、２，３－ジメチルシクロヘキ
シル、２，３，４－トリメチルシクロヘキシル、２－メチル－４－ヒドロキシシクロヘキ
シル基等の置換基として水酸基及び炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基なる群か
ら選ばれる基を１～３個有することのある炭素数３～１６のシクロアルキル基を挙げるこ
とができる。
【０２１７】
　フェノキシ低級アルキル基としては、例えば、フェノキシメチル、２－フェノキシエチ
ル、１－フェノキシエチル、３－フェノキシプロピル、４－フェノキシブチル、１，１－
ジメチル－２－フェノキシエチル、５－フェノキシペンチル、６－フェノキシヘキシル、
１－フェノキシイソプロピル、２－メチル－３－フェノキシプロピル基等のアルキル部分
が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェノキシアルキル基を例示できる
。
【０２１８】
　置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ低級アルコキシ基としては、例
えば、アミノメトキシ、２－アミノエトキシ、１－アミノエトキシ、３－アミノプロポキ
シ、４－アミノブトキシ、５－アミノペンチルオキシ、６－アミノヘキシルオキシ、１，
１－ジメチル－２－アミノエトキシ、２－メチル－３－アミノプロポキシ、メチルアミノ
メトキシ、１－エチルアミノエトキシ、２－プロピルアミノエトキシ、３－イソプロピル
アミノプロポキシ、４－ブチルアミノブトキシ、５－ペンチルアミノペンチルオキシ、６
－ヘキシルアミノヘキシルオキシ、ジメチルアミノメトキシ、２－ジエチルアミノエトキ
シ、２－ジイソプロピルアミノエトキシ、（Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルアミノ）メトキシ
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、２－（Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルアミノ）エトキシ基等の炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルキル基を１～２個有することのあるアミノ基が置換した炭素数１～６の直鎖又は
分枝鎖状アルコキシ基を例示できる。
【０２１９】
　水酸基置換低級アルキル基としては、例えば、ヒドロキシメチル、１－ヒドロキシエチ
ル、２－ヒドロキシエチル、３－ヒドロキシプロピル、２，３－ジヒドロキシプロピル、
４－ヒドロキシブチル、１，１－ジメチル－２－ヒドロキシエチル、５，５，４－トリヒ
ドロキシペンチル、５－ヒドロキシペンチル、６－ヒドロキシヘキシル、１－ヒドロキシ
イソプロピル、２－メチル－３－ヒドロキシプロピル基等の置換基として水酸基を１～３
個有する炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０２２０】
　置換基として低級アルキルスルホニルを有することのあるアミノ基としては、アミノ、
メチルスルホニルアミノ、エチルスルホニルアミノ、プロピルスルホニルアミノ、イソプ
ロピルスルホニルアミノ、ブチルスルホニルアミノ、ｔｅｒｔ－ブチルスルホニルアミノ
、ペンチルスルホニルアミノ、ヘキシルスルホニルアミノ、ジメチルスルホニルアミノ、
ジエチルスルホニルアミノ、ジプロピルスルホニルアミノ、ジブチルスルホニルアミノ、
ジペンチルスルホニルアミノ、ジヘキシルスルホニルアミノ、Ｎ－メチルスルホニル－Ｎ
－エチルスルホニルアミノ、Ｎ－エチルスルホニル－Ｎ－プロピルスルホニルアミノ、Ｎ
－メチルスルホニル－Ｎ－ブチルスルホニルアミノ、Ｎ－メチルスルホニル－Ｎ－ヘキシ
ルスルホニルアミノ基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキルスルホ
ニル基を１～２個有することのあるアミノ基を例示できる。
【０２２１】
　低級アルキニル基としては、例えば、エチニル、２－プロピニル、２－ブチニル、３－
ブチニル、１－メチル－２－プロピニル、２－ペンチニル、２－ヘキシニル基等の炭素数
２～６の直鎖又は分枝鎖状アルキニル基を例示できる。
【０２２２】
　フェニル環上に置換基としてハロゲン原子を有することのあるアニリノ基としては、例
えば、アニリノ、２－フルオロアニリノ、３－フルオロアニリノ、４－フルオロアニリノ
、２－ブロモアニリノ、３－ブロモアニリノ、４－ブロモアニリノ、２－ヨードアニリノ
、３－ヨードアニリノ、４－ヨードアニリノ、２，３－ジブロモアニリノ、２，４－ジヨ
ードアニリノ、２，５－ジフルオロアニリノ、２，６－ジクロロアニリノ、２，４，６－
トリクロロアニリノ、２，６－ジフルオロアニリノ、３，５－ジフルオロアニリノ、２，
６－ジフルオロアニリノ、２－クロロアニリノ、３－クロロアニリノ、４－クロロアニリ
ノ、２，３－ジクロロアニリノ、２，４－ジクロロアニリノ、２，５－ジクロロアニリノ
、３，４－ジクロロアニリノ、２，６－ジクロロアニリノ、３，５－ジクロロアニリノ、
２，４，６－トリフルオロアニリノ、２，４－ジフルオロアニリノ、３，４－ジフルオロ
アニリノ基等のフェニル環上に置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのあるア
ニリノ基を例示できる。
【０２２３】
　ピペラジン環上に置換基として低級アルキル基を有することのあるピペラジニル基とし
ては、例えば、（１－、２－又は３－）ピペラジニル、４－メチル－（１－、２－、又は
３－）ピペラジニル、２，３－ジメチル－（１－又は５－）ピペラジニル、２，３，４－
トリメチル－（１－、５－又は６－）ピペラジニル基等のピペラジン環上に置換基として
炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～３個有することのあるピペラジニル基
を例示できる。
【０２２４】
　ピロリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピロリジニル基としては、
例えば、（１－、２－又は３－）ピロリジニル、２－オキソ－（１－、３－、４－又は５
－）ピロリジニル、３－オキソ－（１－、２－、４－又は５－）ピロリジニル、２，３－
ジオキソ－（１－、４－又は５－）ピロリジニル、２，５－ジオキソ－（１－、３－又は
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４－）ピロリジニル基等のピロリジン環上に置換基としてオキソ基を１～２個有すること
のあるピロリジニル基を例示できる。
　低級アルカノイルアミノ基としては、例えば、アセチルアミノ、プロピオニルアミノ、
ブチリルアミノ、ペンタノイルアミノ、２－メチルプロピオニルアミノ、ヘキサノイルア
ミノ基等の置換基としてハロゲン原子を１～３個有する炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状
アルカノイルアミノ基を例示できる。
【０２２５】
　フェニル環上に低級アルキル基；置換基としてハロゲン原子を有することのある低級ア
ルコキシ基；ハロゲン原子；置換基として低級アルキル基を有することのあるアミノ低級
アルコキシ基；水酸基置換低級アルキル基；フェニル低級アルキル基；低級アルキニル基
；置換基として低級アルキルスルホニル基を有することのあるアミノ基；低級アルキルチ
オ基；シクロアルキル基；フェニルチオ基；アダマンチル基；フェニル環上に置換基とし
てハロゲン原子を有することのあるアニリノ基；低級アルコキシカルボニル基；ピペラジ
ン環上に置換基として低級アルキル基を有することのあるピペラジニル基；低級アルカノ
イルアミノ基；シアノ基；ピロリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピ
ロリジニル基；及びフェノキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフ
ェニル基としては、例えば、フェニル、２－メチルフェニル、３－メチルフェニル、４－
メチルフェニル、２－エチルフェニル、３－エチルフェニル、４－エチルフェニル、２－
イソプロピルフェニル、４－イソプロピルフェニル、３－ブチルフェニル、４－ペンチル
フェニル、４－ヘキシルフェニル、３，４－ジメチルフェニル、３，４－ジエチルフェニ
ル、２，４－ジメチルフェニル、２，５－ジメチルフェニル、２，６－ジメチルフェニル
、３，４，５－トリメチルフェニル、２－メトキシフェニル、３－メトキシフェニル、４
－メトキシフェニル、２－エトキシフェニル、３－エトキシフェニル、４－エトキシフェ
ニル、４－イソプロポキシフェニル、３－ブトキシフェニル、４－ペンチルオキシフェニ
ル、４－ヘキシルオキシフェニル、３，４－ジメトキシフェニル、３，４－ジエトキシフ
ェニル、２，４－ジメトキシフェニル、２，５－ジメトキシフェニル、２，６－ジメトキ
シフェニル、３，４，５－トリメトキシフェニル、２－トリフルオロメトキシフェニル、
３－トリフルオロメトキシフェニル、４－トリフルオロメトキシフェニル、２－（ブロモ
メトキシ）フェニル、３－（２－クロロエトキシ）フェニル、４－（２，３－ジクロロプ
ロポキシ）フェニル、４－（４－フルオロブトキシ）フェニル、３－（５－クロロペンチ
ルオキシ）フェニル、４－（５－ブロモヘキシルオキシ）フェニル、４－（５，６－ジブ
ロモヘキシルオキシ）フェニル、３，４－ジ（トリフルオロメトキシ）フェニル、３，４
－ジ（４，４，４－トリクロロブトキシ）フェニル、２，４－ジ（３－クロロ－２－メト
キシプロピル）フェニル、２，５－ジ（３－クロロプロポキシ）フェニル、２，６－ジ（
２，２，２－トリフルオロエトキシ）フェニル、３，４，５－トリ（トリフルオロメトキ
シ）フェニル、４－（２，２，２－トリクロロエトキシ）フェニル、２－メチル－４－ト
リフルオロメトキシフェニル、３－エチル－４－トリクロロメトキシフェニル、２－メト
キシ－４－トリフルオロメトキシフェニル、３－エトキシ－４－トリクロロメトキシフェ
ニル、２－メチル－３－トリフルオロメトキシ－４－トリフルオロメトキシフェニル、２
－フェノキシフェニル、３－フェノキシフェニル、４－フェノキシフェニル、２，３－ジ
フェノキシフェニル、３，４－ジフェノキシフェニル、２，６－ジフェノキシフェニル、
３，４，５－トリフェノキシフェニル、２－メチル－４－フェノキシフェニル、３－エチ
ル－４－フェノキシフェニル、２－メトキシ－４－フェノキシフェニル、３－エトキシ－
４－フェノキシフェニル、２－メチル－３－フェノキシ－４－トリフルオロメトキシフェ
ニル、２－クロロフェニル、３－クロロフェニル、４－クロロフェニル、２，３－ジクロ
ロフェニル、２，４－ジクロロフェニル、２，５－ジクロロフェニル、３，４－ジクロロ
フェニル、２，６－ジクロロフェニル、３，５－ジクロロフェニル、２，４，６－トリク
ロロフェニル、２－フルオロフェニル、３－フルオロフェニル、４－フルオロフェニル、
２，５－ジフルオロフェニル、２，４－ジフルオロフェニル、３，４－ジフルオロフェニ
ル、３，５－ジフルオロフェニル、２，６－ジフルオロフェニル、２，４，６－トリフル
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オロフェニル、２－ブロモフェニル、３－ブロモフェニル、４－ブロモフェニル、２－ヨ
ードフェニル、３－ヨードフェニル、４－ヨードフェニル、２，３－ジブロモフェニル、
２，４－ジヨードフェニル、４－メチルチオフェニル、４－シクロヘキシルフェニル、４
－クロロ－２－アニリノフェニル、２－（４－クロロアニリノ）－５－エトキシカルボニ
ルフェニル、４－［２－（Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノ）エトキシ］フェニル、４－（４－メ
チル－１－ピペラジニル）フェニル、４－（２－オキソ－１－ピロリジニル）フェニル、
４－メチルスルホニルアミノフェニル、４－（２－ヒドロキシエチル）フェニル、４－ベ
ンジルフェニル、４－エチニルフェニル、４－フェニルチオフェニル、４－（１－アダマ
ンチル）フェニル、５－アセチルアミノ－２－クロロフェニル、２－プロパノイルアミノ
フェニル、３－シアノフェニル、２－シアノフェニル、４－シアノフェニル、３，４－ジ
シアノフェニル、３，４，５－トリシアノフェニル基等のフェニル環上に炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルキル基、ハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基、ハロゲン原子、アルコキシ部分が炭素数１～６の直鎖又
は分枝鎖状アルコキシ基であり、置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル
基を１～２個有することのあるアミノアルコキシ基、置換基として水酸基を１～３個有す
る炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は
分枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基、炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルキ
ニル基、置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキルスルホニル基を１～２個
有することのあるアミノ基、炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキルチオ基、炭素数３
～１６のシクロアルキル基、フェニルチオ基、アダマンチル基、フェニル環上に置換基と
してハロゲン原子を１～３個有することのあるアニリノ基、炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルコキシカルボニル基、炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基を１～２
個有するアミノ基、シアノ基、ピペラジン環上に置換基として炭素数が１～６の直鎖又は
分枝鎖状アルキル基を１～３個有することのあるピペラジニル基、ピロリジン環上に置換
基としてオキソ基を１～２個有することのあるピロリジニル基及びフェノキシ基なる群か
ら選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル基を例示できる。
【０２２６】
　フェニル環上にハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アル
コキシ基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニ
ル低級アルキル基としては、例えば、前記フェニル低級アルキル基に加えて、４－フルオ
ロベンジル、２－クロロベンジル、３－クロロベンジル、４－クロロベンジル、２－（２
－フルオロフェニル）エチル、２－（４－フルオロフェニル）エチル、２－（４－クロロ
フェニル）エチル、３，４－ジブロモベンジル、３，４－ジヨードベンジル、２，４－ジ
フルオロベンジル、２，５－ジクロロベンジル、２，６－ジクロロベンジル、３，４，５
－トリフルオロベンジル、３－（４－クロロフェニル）プロピル、１－（２－ブロモフェ
ニル）エチル、４－（３－フルオロフェニル）ブチル、５－（４－ヨードフェニル）ペン
チル、６－（４－クロロフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（３－フルオロフ
ェニル）エチル、２－メチル－３－（４－クロロフェニル）プロピル、２－メチルベンジ
ル、２－（３－メチルフェニル）エチル、３－（４－メチルフェニル）プロピル、１－（
２－エチルフェニル）エチル、４－（３－エチルフェニル）ブチル、５－（４－エチルフ
ェニル）ペンチル、６－（４－イソプロピルフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２
－（３－ブチルフェニル）エチル、２－メチル－３－（４－ペンチルフェニル）プロピル
、４－ヘキシルベンジル、３，４－ジメチルベンジル、３，４－ジエチルベンジル、２，
４－ジメチルベンジル、２，５－ジメチルベンジル、２，６－ジメチルベンジル、３，４
，５－トリメチルベンジル、２－メトキシベンジル、２－（２－メトキシフェニル）エチ
ル、２－（３－メトキシフェニル）エチル、２－（４－メトキシフェニル）エチル、４－
メトキシベンジル、１－（２－エトキシフェニル）エチル、３－（３－エトキシフェニル
）プロピル、４－（４－エトキシフェニル）ブチル、５－（４－イソプロポキシフェニル
）ペンチル、６－（３－ブトキシフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（４－ペ
ンチルオキシフェニル）エチル、２－メチル－３－（４－ヘキシルオキシフェニル）プロ
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ピル、３，４－ジメトキシベンジル、３，４－ジエトキシベンジル、２，４－ジメトキシ
ベンジル、２，５－ジメトキシベンジル、２，６－ジメトキシベンジル、３，４，５－ト
リメトキシベンジル、２－トリフルオロメトキシベンジル、３－トリフルオロメトキシベ
ンジル、４－トリフルオロメトキシベンジル、２－［２－（ブロモメトキシ）フェニル］
エチル、１－［３－（２－クロロエトキシ）フェニル］エチル、３－［４－（２，３－ジ
クロロプロポキシ）フェニル］プロピル、４－［４－（４－フルオロブトキシ）フェニル
］ブチル、５－［３－（５－クロロペンチルオキシ）フェニル］ペンチル、６－［４－（
５－ブロモヘキシルオキシ）フェニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［４－（５，
６－ジブロモヘキシルオキシ）フェニル］エチル、３，４－ジ（トリフルオロメトキシ）
ベンジル、３，４－ジ（４，４，４－トリクロロブトキシ）ベンジル、２，４－ジ（３－
クロロ－２－メトキシプロピル）ベンジル、２，５－ジ（３－クロロプロポキシ）ベンジ
ル、２，６－ジ（２，２，２－トリフルオロエトキシ）ベンジル、３，４，５－トリ（ト
リフルオロメトキシ）ベンジル、４－（２，２，２－トリクロロエトキシ）ベンジル、２
－メチル－４－トリフルオロメトキシベンジル、３－エチル－４－トリクロロメトキシベ
ンジル、２－メトキシ－４－トリフルオロメトキシベンジル、３－エトキシ－４－トリク
ロロメトキシベンジル、２－メチル－３－トリフルオロメトキシ－４－トリフルオロメト
キシベンジル、２－クロロ－３－メチルベンジル、４－フルオロ－２－トリフルオロメト
キシベンジル、３－クロロ－２－メチル－４－メトキシベンジル基等のフェニル環上にハ
ロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルコキシ基及び炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基なる群から選
ばれた基が１～３個置換していてもよく且つアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基を例示できる。
【０２２７】
　フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有するフェニル低級アルキル
基としては、例えば、３，４－メチレンジオキシベンジル、３，４－トリメチレンジオキ
シベンジル、２－（２，３－エチレンジオキシフェニル）エチル、１－（３，４－トリメ
チレンジオキシフェニル）エチル、３－（２，３－テトラメチレンジオキシフェニル）プ
ロピル、４－（３，４－メチレンジオキシフェニル）ブチル、５－（２，３－エチレンジ
オキシフェニル）ペンチル、６－（３，４－トリメチレンジオキシフェニル）ヘキシル、
１，１－ジメチル－２－（２，３－メチレンジオキシフェニル）エチル、２－メチル－３
－（３，４－エチレンジオキシフェニル）プロピル基等のフェニル環上に置換基として炭
素数１～４の直鎖又は分枝鎖状アルキレンジオキシ基を有し、アルキル部分が炭素数１～
６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基を例示できる。
【０２２８】
　置換基として低級アルカノイル基を有することのあるアミノ基としては、例えば、アミ
ノ、Ｎ－アセチルアミノ、Ｎ－ホルミルアミノ、Ｎ－プロピオニルアミノ、Ｎ－ブチリル
アミノ、Ｎ－イソブチリルアミノ、Ｎ－ペンタノイルアミノ、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルカル
ボニルアミノ、Ｎ－ヘキサノイルアミノ基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルカノイル基を有することのあるアミノ基を例示できる。
【０２２９】
　テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基、低級アルコキシ基、及び低級アル
キレンジオキシ基なる群から選ばれた基を１～３個有することのある１，２，３，４－テ
トラヒドロキノリル基としては、例えば、（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，
２，３，４－テトラヒドロキノリル、２－オキソ－（１，３，４，５，６，７又は８－）
１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、２－オキソ－６，７－メチレンジオキシ－（１
，３，４，５又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、４－オキソ－（１，２
，３，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、２，４－ジオキソ
－（１，３，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、２，４－ジ
オキソ－６，７－メチレンジオキシ－（１，３，５又は８－）１，２，３，４－テトラヒ
ドロキノリル、５，６－エチレンジオキシ－（１，２，３，４，７又は８－）１，２，３
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，４－テトラヒドロキノリル、７，８－トリメチレンジオキシ－（１，２，３，４，５又
は６－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、６，７－テトラメチレンジオキシ－（
１，２，３，４，５又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、５－メトキシ－
２－オキソ－（１，３，４，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、
２－オキソ－６，７－エチレンジオキシ－（１，３，４，５又は８－）１，２，３，４－
テトラヒドロキノリル基等のテトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基、炭素数
１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基及び炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状アルキレン
ジオキシ基なる群から選ばれた基を１～３個有することのある１，２，３，４－テトラヒ
ドロキノリル基を例示できる。
【０２３０】
　シクロアルキル低級アルキル基としては、例えば、シクロプロピルメチル、シクロヘキ
シルメチル、２－シクロプロピルエチル、１－シクロブチルエチル、３－シクロペンチル
プロピル、４－シクロヘキシルブチル、５－シクロヘプチルペンチル、６－シクロオクチ
ルヘキシル、１，１－ジメチル－２－シクロノニルエチル、２－メチル－３－シクロデシ
ルプロピル、シクロウンデシルメチル、２－シクロドデシルエチル、１－シクロトリデシ
ルエチル、３－シクロテトラデシルプロピル、４－シクロペンタデシルブチル、５－シク
ロヘキサデシルペンチル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル
基である炭素数３～１６のシクロアルキルアルキル基を挙げることができる。
【０２３１】
　ピリジル低級アルキル基としては、例えば、（２，３又は４－）ピリジルメチル、２－
［（２，３又は４－）ピリジル］エチル、１－［（２，３又は４－）ピリジル］エチル、
３－［（２，３又は４－）ピリジル］プロピル、４－［（２，３又は４－）ピリジル］ブ
チル、１，１－ジメチル－２－［（２，３又は４－）ピリジル］エチル、５－［（２，３
又は４－）ピリジル］ペンチル、６－［（２，３又は４－）ピリジル］ヘキシル、１－［
（２，３又は４－）ピリジル］イソプロピル、２－メチル－３－［（２，３又は４－）ピ
リジル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であ
るピリジルアルキル基を例示できる。
【０２３２】
　置換基として低級アルキル基及び低級アルカノイル基なる群より選ばれた基を有するこ
とのあるアミノ基置換低級アルキル基としては、例えば、アミノメチル、２－アミノエチ
ル、１－アミノエチル、３－アミノプロピル、４－アミノブチル、５－アミノペンチル、
６－アミノヘキシル、１，１－ジメチル－２－アミノエチル、２－メチル－３－アミノプ
ロピル、メチルアミノメチル、１－エチルアミノエチル、２－プロピルアミノエチル、３
－イソプロピルアミノプロピル、４－ブチルアミノブチル、５－ペンチルアミノペンチル
、６－ヘキシルアミノヘキシル、ジメチルアミノメチル、２－ジイソプロピルアミノエチ
ル、（Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルアミノ）メチル、２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）エチ
ル、２－（Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルアミノ）エチル、ホルミルアミノメチル、アセチル
アミノメチル、１－プロピオニルアミノエチル、２－アセチルアミノエチル、３－ブチリ
ルアミノプロピル、４－ペンタノイルアミノブチル、５－ヘキサノイルアミノペンチル、
６－アセチルアミノヘキシル、Ｎ－メチル－Ｎ－アセチルアミノメチル、２－（Ｎ－エチ
ル－Ｎ－プロパノイルアミノ）エチル、（Ｎ－エチル－Ｎ－ブチリルアミノ）メチル、２
－（Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキサノイルアミノ）エチル、３－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）プ
ロピル基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基及び炭素数１～６
の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基なる群より選ばれた基を１～２個有することのあるア
ミノ基を有する炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０２３３】
　低級アルコキシ低級アルキル基としては、例えば、メトキシメチル、１－エトキシエチ
ル、２－メトキシエチル、２－プロポキシエチル、３－イソプロポキシプロピル、４－ブ
トキシブチル、５－ペンチルオキシペンチル、６－ヘキシルオキシヘキシル、１，１－ジ
メチル－２－メトキシエチル、２－メチル－３－エトキシプロピル、３－メトキシプロピ
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ル基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基を有する炭素数１～
６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０２３４】
　１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル置換低級アルキル基としては、
例えば、（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロイソキ
ノリルカルボニルメチル、２－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル］エチル、１－［（（１，２，３，４，５，６
，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル］エチル、３－［
（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカ
ルボニル］プロピル、４－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－
テトラヒドロイソキノリルカルボニル］ブチル、１，１－ジメチル－２－［（１，２，３
，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル］エ
チル、５－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロイ
ソキノリルカルボニル］ペンチル、６－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，
２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル］ヘキシル、１－［（１，２，３，４
，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル］イソプ
ロピル、２－メチル－３－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－
テトラヒドロイソキノリルカルボニル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直
鎖又は分枝鎖状アルキル基である１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリルカルボニル
アルキル基を例示できる。
【０２３５】
　ピペリジン環上に置換基として低級アルコキシカルボニル基、フェニル低級アルキル基
及びフリル低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのあるピペリジニルカルボ
ニル基としては、例えば、（１，２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－ベンジ
ル－（２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－（２又は３－）フリルメチル－（
２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－（２－フェニルエチル）－（２，３又は
４－）ピペリジニルカルボニル、１－｛２－［（１又は２－）フリル］エチル｝－（２，
３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－（１－フェニルエチル）－（２，３又は４－
）ピペリジニルカルボニル、１－｛３－［（１又は２－）フリル］プロピル］｝－（２，
３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－（３－フェニルプロピル）－（２，３又は４
－）ピペリジニルカルボニル、１－｛１－［（１又は２－）フリル］エチル］｝－（２，
３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－（４－フェニルブチル）－（２，３又は４－
）ピペリジニルカルボニル、１－｛４－［（１又は２－）フリル］ブチル］｝－（２，３
又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－（５－フェニルペンチル）－（２，３又は４－
）ピペリジニルカルボニル、１－｛５－［（１又は２－）フリル］ペンチル］｝－（２，
３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－（６－フェニルヘキシル）－（２，３又は４
－）ピペリジニルカルボニル、１－｛６－［（１又は２－）フリル］ヘキシル］｝－（２
，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１，２－ジベンジル－（３，４，５又は６－）
ピペリジニルカルボニル、１，３－ジ（１又は２－）フリルメチル－（２，４，５又は６
－）ピペリジニルカルボニル、１，３，５－トリベンジル－（２，４又は６－）ピペリジ
ニルカルボニル、１，２，６－トリ（１又は２－）フリルメチル－（３，４又は５－）ピ
ペリジニルカルボニル、１－ベンジル－３－（１又は２－）フリルメチル－（２，４，５
又は６－）ピペリジニルカルボニル、１－｛１－［（１又は２－）フリル］エチル］｝－
（２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－メトキシカルボニル－（２，３又は４
－）ピペリジニルカルボニル、１－エトキシカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニ
ルカルボニル、１－プロポキシカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル
、１－ブトキシカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－ｔｅｒｔ
－ブトキシカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－ペンチルオキ
シカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１－ヘキシルオキシカルボ
ニル－（２，３又は４－）ピペリジニルカルボニル、１，２－ジメトキシカルボニル－（
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３，４，５又は６－）ピペリジニルカルボニル、１，２，６－トリエトキシカルボニル－
（３，４又は５－）ピペリジニルカルボニル、１－（１又は２－）フリルメチル－３－ｔ
ｅｒｔ－ブトキシカルボニル－（３，４，５又は６－）ピペリジニルカルボニル、１－ベ
ンジル－２－メトキシカルボニル－（２，４，５又は６－）ピペリジニルカルボニル、１
－（１又は２－）フリルメチル－２，４－ジメトキシカルボニル－（３，５又は６－）ピ
ペリジニルカルボニル基等のピペリジン環上に置換基としてアルコキシ部分の炭素数が１
～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシカルボニル基、アルキル部分の炭素数が１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基及びアルキル部分の炭素数が１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフリルアルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有
することのあるピペリジニルカルボニル基を例示できる。
【０２３６】
　チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アル
カノイル基としては、例えば、２－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］アセチル
、３－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、２－［（２，３，４又
は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、４－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル
］ブチリル、５－［（２，３，４又は５－）１，２，４－チアゾリジニル］ペンタノイル
、６－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］ヘキサノイル、２，２－ジメチル－３
－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、２－メチル－３－［（２，
３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、２，４－ジオキソ－（３又は５－）チ
アゾリジニルアセチル、３－［２－オキソ－（３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピ
オニル、２－［４－オキソ－（２，３又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、４－［
５－オキソ－（２，３又は４－）チアゾリジニル］ブチリル、５－［２，５－ジオキソ－
（３又は４－）チアゾリジニル］ペンタノイル、６－［２，４，５－トリオキソ－３－チ
アゾリジニル］ヘキサノイル、２－［４，５－ジオキソ－（２又は３－）チアゾリジニル
］アセチル、２，２－ジメチル－３－［２，４－ジオキソ－（３又は５－）チアゾリジニ
ル］プロピオニル、２－メチル－３－［２，４－ジオキソ－（３又は５－）チアゾリジニ
ル］プロピオニル基等のチアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を１～３個有すること
があり、アルカノイル部分が炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基であるチア
ゾリジニルアルカノイル基を例示できる。
【０２３７】
　ピペリジン環上に低級アルコキシカルボニル基、フェニル低級アルキル基、低級アルキ
ル基、ベンゾイル基及びフリル低級アルキル基なる群から選ばれた基が置換していてもよ
いピペリジニル基としては、例えば、（１，２，３又は４－）ピペリジニル、１－ベンジ
ル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－（２又は３－）フリルメチル－（２，３又は
４－）ピペリジニル、１－（２－フェニルエチル）－（２，３又は４－）ピペリジニル、
１－｛２－［（１又は２－）フリル］エチル｝－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－
（１－フェニルエチル）－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－｛３－［（１又は２－
）フリル］プロピル］｝－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－（３－フェニルプロピ
ル）－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－｛１－［（１又は２－）フリル］エチル］
｝－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－（４－フェニルブチル）－（２，３又は４－
）ピペリジニル、１－｛４－［（１又は２－）フリル］ブチル］｝－（２，３又は４－）
ピペリジニル、１－（５－フェニルペンチル）－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－
｛５－［（１又は２－）フリル］ペンチル］｝－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－
（６－フェニルヘキシル）－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－｛６－［（１又は２
－）フリル］ヘキシル］｝－（２，３又は４－）ピペリジニル、１，２－ジベンジル－（
３，４，５又は６－）ピペリジニル、１，３－ジ（１又は２－）フリルメチル－（２，４
，５又は６－）ピペリジニル、１，３，５－トリベンジル－（２，４又は６－）ピペリジ
ニル、１，２，６－トリ（１又は２－）フリルメチル－（３，４又は５－）ピペリジニル
、１－ベンジル－３－（１又は２－）フリルメチル－（２，４，５又は６－）ピペリジニ
ル、１－｛１－［（１又は２－）フリル］エチル］｝－（２，３又は４－）ピペリジニル
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、１－ベンゾイル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１，２－ジベンゾイル－（３，４
，５又は６－）ピペリジニル、１，３，５－トリベンゾイル－（２，４又は６－）ピペリ
ジニル、１－メチル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－エチル－（２，３又は４－
）ピペリジニル、１－プロピル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－イソプロピル－
（２，３又は４－）ピペリジニル、１－ブチル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－
イソブチル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－ｔｅｒｔ－ブチル－（２，３又は４
－）ピペリジニル、１－ペンチル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－ヘキシル－（
２，３又は４－）ピペリジニル、１，２－ジメチル－（３，４，５又は６－）ピペリジニ
ル、１，２，６－トリメチル－（３，４又は５－）ピペリジニル、１－メチル－３－ベン
ジル－（３，４，５又は６－）ピペリジニル、１－ベンゾイル－２－メチル－（２，４，
５又は６－）ピペリジニル、１－（１又は２－）フリルメチル－２，４－ジメチル－（３
，５又は６－）ピペリジニル、１－メトキシカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニ
ル、１－エトキシカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－プロポキシカルボ
ニル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－ブトキシカルボニル－（２，３又は４－）
ピペリジニル、１－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニル、
１－ペンチルオキシカルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－ヘキシルオキシ
カルボニル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１，２－ジメトキシカルボニル－（３，
４，５又は６－）ピペリジニル、１，２，６－トリエトキシカルボニル－（３，４又は５
－）ピペリジニル、１－メチル－３－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル－（３，４，５又は
６－）ピペリジニル、１－ベンゾイル－２－メトキシカルボニル－（２，４，５又は６－
）ピペリジニル、１－（１又は２－）フリルメチル－２，４－ジメトキシカルボニル－（
３，５又は６－）ピペリジニル、１－ベンジル－２，４－ジメトキシカルボニル－（３，
５又は６－）ピペリジニル基等のピペリジン環上にアルコキシ部分の炭素数が１～６の直
鎖又は分枝鎖状アルコキシ基であるアルコキシカルボニル基、アルキル部分の炭素数が１
～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基、炭素数が１～６の直鎖又
は分枝鎖状アルキル基、ベンゾイル基及びアルキル部分の炭素数が１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルキル基であるフリルアルキル基なる群から選ばれた基が１～３個置換していても
よいピペリジニル基を例示できる。
【０２３８】
　基
【０２３９】
【化５４】

【０２４０】
（以下、この基を「Ａ基」という）が置換したカルボニル低級アルキル基としては、例え
ば、Ａ基置換カルボニルメチル、２－Ａ基置換カルボニルエチル、１－Ａ基置換カルボニ
ルエチル、３－Ａ基置換カルボニルプロピル、４－Ａ基置換カルボニルブチル、１，１－
ジメチル－２－Ａ基置換カルボニルエチル、５－Ａ基置換カルボニルペンチル、６－Ａ基
置換カルボニルヘキシル、１－Ａ基置換カルボニルイソプロピル、２－メチル－３－Ａ基
置換カルボニルプロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル
基であるＡ基置換カルボニルアルキル基を例示できる。
【０２４１】
　基
【０２４２】
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【化５５】

【０２４３】
（Ｒ３４はオキソ基又はフェニル基を示す。ｄは０～３の整数を示す。）（以下、この基
を「Ｂ基」という）が置換したカルボニル低級アルキル基としては、例えば、Ｂ基置換カ
ルボニルメチル、２－Ｂ基置換カルボニルエチル、１－Ｂ基置換カルボニルエチル、３－
Ｂ基置換カルボニルプロピル、４－Ｂ基置換カルボニルブチル、１，１－ジメチル－２－
Ｂ基置換カルボニルエチル、５－Ｂ基置換カルボニルペンチル、６－Ｂ基置換カルボニル
ヘキシル、１－Ｂ基置換カルボニルイソプロピル、２－メチル－３－Ｂ基置換カルボニル
プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるＢ基置
換カルボニルアルキル基を例示できる。
【０２４４】
　ピロリジニル低級アルキル基としては、例えば、（１－、２－又は３－）ピロリジニル
メチル、２－［（１－、２－又は３－）ピロリジニル］エチル、１－［（１－、２－又は
３－）ピロリジニル］エチル、３－［（１－、２－又は３－）ピロリジニル］プロピル、
４－［（１－、２－又は３－）ピロリジニル］ブチル、５－［（１－、２－又は３－）ピ
ロリジニル］ペンチル、６－［（１－、２－又は３－）ピロリジニル］ヘキシル、１，１
－ジメチル－２－［（１－、２－又は３－）ピロリジニル］エチル、２－メチル－３－［
（１－、２－又は３－）ピロリジニル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直
鎖又は分枝鎖状アルキル基であるピロリジニルアルキル基を挙げることができる。
【０２４５】
　モルホリノ低級アルキル基としては、例えば、（２－、３－又は４－）モルホリノメチ
ル、２－［（２－、３－又は４－）モルホリノ］エチル、１－［（２－、３－又は４－）
モルホリノ］エチル、３－［（２－、３－又は４－）モルホリノ］プロピル、４－［（２
－、３－又は４－）モルホリノ］ブチル、５－［（２－、３－又は４－）モルホリノ］ペ
ンチル、６－［（２－、３－又は４－）モルホリノ］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－
［（２－、３－又は４－）モルホリノ］エチル、２－メチル－３－［（２－、３－又は４
－）モルホリノ］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキ
ル基であるモルホリノアルキル基を挙げることができる。
【０２４６】
　フェニル低級アルケニル基としては、例えば、スチリル、３－フェニル－２－プロペニ
ル基（慣用名：シンナミル基）、４－フェニル－２－ブテニル基、４－フェニル－３－ブ
テニル基、５－フェニル－４－ペンテニル基、５－フェニル－３－ペンテニル基、６－フ
ェニル－５－ヘキセニル基、６－フェニル－４－ヘキセニル基、６－フェニル－３－ヘキ
セニル基、４－フェニル－１，３－ブタジエニル基、６－フェニル－１，３，５－ヘキサ
トリエニル基等のアルケニル部分が炭素数２～６の直鎖又は分枝鎖状のアルケニル基であ
り、二重結合を１～３個有するフェニルアルケニル基を例示できる。
【０２４７】
　フェニル環上に置換基として低級アルキル基を有することのあるアニリノカルボニル低
級アルキル基としては、アニリノカルボニルメチル、２－アニリノカルボニルエチル、１
－アニリノカルボニルエチル、３－アニリノカルボニルプロピル、４－アニリノカルボニ
ルブチル、５－アニリノカルボニルペンチル、６－アニリノカルボニルヘキシル、１，１
－ジメチル－２－アニリノカルボニルエチル、２－メチル－３－アニリノカルボニルプロ
ピル、（４－メチルアニリノカルボニル）メチル、２－（３－メチルアニリノカルボニル
）エチル、３－（４－メチルアニリノカルボニル）プロピル、１－（２－エチルアニリノ
カルボニル）エチル、４－（３－エチルアニリノカルボニル）ブチル、５－（４－エチル
アニリノカルボニル）ペンチル、６－（４－イソプロピルアニリノカルボニル）ヘキシル
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、１，１－ジメチル－２－（３－ブチルアニリノカルボニル）エチル、２－メチル－３－
（４－ペンチルアニリノカルボニル）プロピル、４－ヘキシルアニリノカルボニルメチル
、３，４－ジメチルアニリノカルボニルメチル、３，４－ジエチルアニリノカルボニルメ
チル、２，４－ジメチルアニリノカルボニルメチル、２，５－ジメチルアニリノカルボニ
ルメチル、２，６－ジメチルアニリノカルボニルメチル、３，４，５－トリメチルアニリ
ノカルボニルメチル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基で
あり、フェニル環上に置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～３
個有することのあるアニリノカルボニルアルキル基を例示できる。
【０２４８】
　ピペラジン環上に置換基として低級アルキル基及びフェニル環上に置換基として低級ア
ルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基なる群から選ばれた基を
有することのあるピペラジニル低級アルキル基としては、例えば、［（１－、２－又は３
－）ピペラジニル］メチル、２－［（１－、２－又は３－）ピペラジニル］エチル、１－
［（１－、２－又は３－）ピペラジニル］エチル、３－［（１－、２－又は３－）ピペラ
ジニル］プロピル、４－［（１－、２－又は３－）ピペラジニル］ブチル、５－［（１－
、２－又は３－）ピペラジニル］ペンチル、６－［（１－、２－又は３－）ピペラジニル
］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（１－、２－又は３－）ピペラジニル］エチル、
２－メチル－３－［（１－、２－又は３－）ピペラジニル］プロピル、［１－メチル－（
２－、３－又は４－）ピペラジニル］メチル、２－［１－エチル－（２－、３－又は４－
）ピペラジニル］エチル、１－［４－プロピル－（１－、２－、又は３－）ピペラジニル
］エチル、３－［３－イソプロピル－（１－、２－、４－、５－又は６－）ピペラジニル
］プロピル、４－［２－ブチル－（１－、３－、４－、５－又は６－）ピペラジニル］ブ
チル、５－［１－イソブチル－（２－、３－又は４－）ピペラジニル］ペンチル、３－［
４－メチル－（１－、２－、又は３－）ピペラジニル］プロピル、６－［１－ｔｅｒｔ－
ブチル－（２－、３－又は４－）ピペラジニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［４
－ペンチル－（１－、２－又は３－）ピペラジニル］エチル、［１，２－ジメチル－（３
－、４－、５－又は６－）ピペラジニル］メチル、［１，２，６－トリメチル－（３－、
４－又は５－）ピペラジニル］メチル、２－［４－（３，４－メチレンジオキシベンジル
）－（１－、２－又は３－）ピペラジニル］エチル基等のアルキル部分が炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルキル基であり、ピペラジン環上に置換基として炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルキル基及びフェニル環上に置換基として炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖
状アルキレンジオキシ基を有することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分
枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有すること
のあるピペラジニルアルキル基を例示できる。
【０２４９】
　置換基として低級アルキル基を有することのあるアミジノ低級アルキル基としては、例
えばアミジノメチル、２－アミジノエチル、１－アミジノエチル、３－アミジノプロピル
、４－アミジノブチル、５－アミジノペンチル、６－アミジノヘキシル、１，１－ジメチ
ル－２－アミジノエチル、２－メチル－３－アミジノプロピル、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミジ
ノメチル、２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミジノ）エチル、１－（Ｎ－メチルアミジノ）エチ
ル、３－（Ｎ－エチルアミジノ）プロピル、４－（Ｎ－ｎ－プロピルアミジノ）プロピル
、５－（Ｎ－ｎ－ペンチルアミジノ）ペンチル、６－（Ｎ－ｎ－ヘキシルアミジノ）ヘキ
シル、（Ｎ－メチル－Ｎ－エチルアミジノ）メチル基等のアルキル部分が炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルキル基であり、炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～
２個有することのあるアミジノアルキル基を例示できる。
【０２５０】
　カルバゾール環上に置換基として低級アルキル基を有することのあるカルバゾリル基と
しては、例えば、（１－、２－、３－又は４－）カルバゾリル、９－メチル－（１－、２
－、３－又は４－）カルバゾリル、９－エチル－（１－、２－、３－又は４－）カルバゾ
リル、１－エチル－（２－、３－、４－、５－、６－、７－、８－又は９－）カルバゾリ
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ル、２－ｎ－プロピル－（１－、３－、４－、５－、６－、８－又は９－）カルバゾリル
、３－ｎ－ブチル－（１－、２－、４－、５－、６－、７－、８－又は９－）カルバゾリ
ル、４－ｎ－ペンチル－（１－、２－、３－、５－、６－、７－、８－又は９－）カルバ
ゾリル、５－ｎ－ヘキシル－（１－、２－、３－、４－、６－、７－、８－又は９－）カ
ルバゾリル、６，９－ジメチル－（１－、２－、３－、４－、５－、７－又は８－）カル
バゾリル、１，７，８－トリチル－（２－、３－、４－、５－、６－、７－、８－又は９
－）カルバゾリル基等のカルバゾール環上に置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖
状アルキル基を１～３個有することのあるカルバゾリル基を例示できる。
【０２５１】
　置換基として低級アルキル基を有することのあるアミジノ基としては、例えば、アミジ
ノ基、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミジノ基、Ｎ－メチルアミジノ基、Ｎ－エチルアミジノ基、Ｎ
－ｎ－プロピルアミジノ基、Ｎ－ｎ－ブチルアミジノ基、Ｎ－ｎ－ペンチルアミジノ基、
Ｎ－ｎ－ヘキシルアミジノ基、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミジノ基、Ｎ－メチル－Ｎ－エチルア
ミジノ基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～２個有する
ことのあるアミジノ基を例示できる。
　フェニル低級アルキル基（フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基及び
低級アルコキシ基なる群から選ばれた基１～３個有していてもよい）としては、例えば、
前記フェニル低級アルキル基に加えて、３，４－メチレンジオキシベンジル、３，４－ト
リメチレンジオキシベンジル、２－（２，３－エチレンジオキシフェニル）エチル、１－
（３，４－トリメチレンジオキシフェニル）エチル、３－（２，３－テトラメチレンジオ
キシフェニル）プロピル、４－（３，４－メチレンジオキシフェニル）ブチル、５－（２
，３－エチレンジオキシフェニル）ペンチル、６－（３，４－トリメチレンジオキシフェ
ニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，３－メチレンジオキシフェニル）エチル
、２－メチル－３－（３，４－エチレンジオキシフェニル）プロピル、２－メトキシベン
ジル、２－（２－メトキシフェニル）エチル、２－（３－メトキシフェニル）エチル、２
－（４－メトキシフェニル）エチル、４－メトキシベンジル、１－（２－エトキシフェニ
ル）エチル、３－（３－エトキシフェニル）プロピル、４－（４－エトキシフェニル）ブ
チル、５－（４－イソプロポキシフェニル）ペンチル、６－（３－ブトキシフェニル）ヘ
キシル、１，１－ジメチル－２－（４－ペンチルオキシフェニル）エチル、２－メチル－
３－（４－ヘキシルオキシフェニル）プロピル、３，４－ジメトキシベンジル、３，４－
ジエトキシベンジル、２，４－ジメトキシベンジル、２，５－ジメトキシベンジル、２，
６－ジメトキシベンジル、３，４，５－トリメトキシベンジル基等のアルキル部分が炭素
数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基（フェニル環上に置換
基として炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状アルキレンジオキシ基及び炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルコキシ基なる群から選ばれた基１～３個有していてもよい）を例示でき
る。
【０２５２】
　ピペラジン環上に置換基としてフェニル低級アルキル基（フェニル環上に置換基として
低級アルキレンジオキシ基及び低級アルコキシ基なる群から選ばれた基１～３個有してい
てもよい）及びピリジル低級アルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有することのあ
るピペラジニル置換オキサリル基としては、例えば、４－（３，４－メチレンジオキシベ
ンジル）－（１－、２－又は３－）ピペラジニルオキサリル、４－（２－、３－又は４－
ピリジルメチル）－（１－、２－又は３－）ピペラジニルオキサリル、４－（３，４－ジ
メトキシベンジル）－（１－、２－又は３－）ピペラジニルオキサリル、４－（２，３－
メチレンジオキシベンジル）－（１－、２－又は３－）ピペラジニルオキサリル、４－（
３，４－エチレンジオキシベンジル）－（１－、２－又は３－）ピペラジニルオキサリル
、４－［２－（２－、３－又は４－ピリジル）エチル］－（１－、２－又は３－）ピペラ
ジニルオキサリル、４－［３－（２－、３－又は４－ピリジル）プロピル－（１－、２－
又は３－）ピペラジニルオキサリル、２，４－ビス（２－、３－又は４－ピリジルメチル
）－（１－、２－又は３－）ピペラジニルオキサリル、２－（３，４－メチレンジオキシ
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ベンジル）－４－（２－、３－又は４－ピリジルメチル）－（１－、２－又は３－）ピペ
ラジニルオキサリル、２，３，４－トリ（２－、３－又は４－ピリジルメチル）－（１－
、２－又は３－）ピペラジニルオキサリル基等のピペラジン環上に置換基としてアルキル
部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基（フェニル
環上に置換基として炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状アルキレンジオキシ基及び炭素数１
～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基なる群から選ばれた基１～３個有していてもよい）
及びアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるピリジルアルキル
基なる群から選ばれた基を１～３個有することのあるピペラジニル置換オキサリル基を例
示できる。
【０２５３】
　シアノ置換低級アルキル基としては、シアノメチル、２－シアノエチル、１－シアノエ
チル、３－シアノプロピル、４－シアノブチル、５－シアノペンチル、６－シアノヘキシ
ル、１，１－ジメチル－２－シアノエチル、２－メチル－３－シアノプロピル基等のアル
キル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるシアノアルキル基を挙げる
ことができる。
【０２５４】
　Ｒ３６及びＲ３７が結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を
介し又は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基としては、例
えば、ピロリジニル、ピペリジニル、ピペラジニル、モルホリノ、チオモルホリノ、ホモ
ピペラジニル基等を例示できる。
【０２５５】
　Ｒ１４とＲ１５とが結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を
介し又は介することなく互いに結合して形成される５～１０員の飽和又は不飽和複素環基
としては、例えば、１，２，３，４，５，６－ヘキサヒドロピリミジニル、ピロリジニル
、ピペリジニル、ピペラジニル、モルホリノ、チオモルホリノ、ホモピペラジニル、ホモ
ピペリジニル、チアゾリジニル、１，２，５，６－テトラヒドロピリジル、ピロリル、ピ
ラゾリル、イミダゾリル、２－ピロリニル、２－イミダゾリニル、イミダゾリジニル、２
－ピラゾリニル、ピラゾリジニル、１，２－ジヒドロピリジル、１，２－ジヒドロキノリ
ル、１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリ
ル、１，２－ジヒドロイソキノリル、インドリル、イソインドリル、インドリニル、イソ
インドリニル、３，４－ジヒドロ－２Ｈ－１，４－ベンゾオキサジニル、３，４－ジヒド
ロ－２Ｈ－１，４－ベンゾチアゾリジニル、１，４－ベンゾチアジニル、１，２，３，４
－テトラヒドロキノキサリニル、１，２，３，４－テトラヒドロシンノリニル、１，２，
３，４－テトラヒドロフタラジニル、１，２，３，４－テトラヒドロキナゾリニル、１，
２－ジヒドロキノキサリニル、３，４－ジヒドロキノキサリニル、１，４－ジヒドロキノ
キサリニル、１，２－ジヒドロシンノリニル、１，２－ジヒドロフタラジニル、３，４－
ジヒドロフタラジニル、１，２－ジヒドロキナゾリニル、３，４－ジヒドロキナゾリニル
、インダゾリル、インダゾリニル、６－アザビシクロ［３，２，１］オクチル、３－アザ
－スピロ［５，５］ウンデシル、チアゾリジニル基等を例示できる。
　好ましくは、Ｒ１４およびＲ１５が、それらが結合する窒素原子と共に、窒素原子を介
し又は介することなく互いに結合して形成される６員の飽和複素環基であり、最も好まし
くは、ピペリジニル基、ピペラジニル基を挙げることができる。
【０２５６】
　フェニル低級アルコキシ基としては、例えば、ベンジルオキシ、２－フェニルエトキシ
、１－フェニルエトキシ、３－フェニルプロポキシ、４－フェニルブトキシ、５－フェニ
ルペンチルオキシ、６－フェニルヘキシルオキシ、１，１－ジメチル－２－フェニルエト
キシ、２－メチル－３－フェニルプロポキシ基等のアルコキシ部分が炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルコキシ基であるフェニルアルコキシ基を挙げることができる。
【０２５７】
　フェニル環上に置換基として低級アルカノイル基、置換基として低級アルカノイル基を
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有することのあるアミノ基、低級アルコキシカルボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェニ
ル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、置
換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基、フェニル低級アルコキシ
基、水酸基及び低級アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していて
もよいフェニルを１～２個有し、低級アルキル基上にピリジル基を有することのあるフェ
ニル置換低級アルキル基としては、例えば、前記フェニル低級アルキル基に加え、１－フ
ェニル－１－（２，３又は４－）ピリジルメチル、１，１－ジフェニルメチル、１，１－
ジ（４－フルオロフェニル）メチル、１－フェニル－１－（４－メトキシフェニル）メチ
ル、３，４－メチレンジオキシベンジル、３，４－エチレンジオキシベンジル、３，４－
トリメチレンジオキシベンジル、２，５－ジフルオロベンジル、２，４－ジフルオロベン
ジル、３，４－ジフルオロベンジル、３，５－ジフルオロベンジル、２，６－ジフルオロ
ベンジル、３－トリフルオロメチルベンジル、２－トリフルオロメチルベンジル、４－ト
リフルオロメチルベンジル、３，４－ジメトキシベンジル、３，５－ジメトキシベンジル
、２－クロロベンジル、３－クロロベンジル、４－クロロベンジル、２－メチルベンジル
、３－メチルベンジル、４－メチルベンジル、３，４－ジメチルベンジル、２，３－ジメ
チルベンジル、２－メトキシベンジル、３－メトキシベンジル、４－シアノベンジル、２
－シアノベンジル、３－シアノベンジル、４－メトキシベンジル、２，３－ジクロロベン
ジル、２，４－ジクロロベンジル、２，５－ジクロロベンジル、３，４－ジクロロベンジ
ル、２，６－ジクロロベンジル、４－フルオロベンジル、３－フルオロベンジル、２－フ
ルオロベンジル、４－ニトロベンジル、３－ニトロベンジル、２－ニトロベンジル、３－
トリフルオロメトキシベンジル、４－トリフルオロメトキシベンジル、２－トリフルオロ
メトキシベンジル、４－メトキシカルボニルベンジル、３－メトキシカルボニルベンジル
、４－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル、４－エチルベンジル、４－イソプロピルベンジル、４
－メトキシ－３－クロロベンジル、２－（４－メトキシフェニル）エチル、２－（４－フ
ルオロフェニル）エチル、２－（４－クロロフェニル）エチル、２－（３－メトキシフェ
ニル）エチル、２－（４－メチルフェニル）エチル、４－フェニルベンジル、３，３－ジ
フェニルプロピル、３－メチル－４－ニトロベンジル、４－（４－メトキシフェニル）ブ
チル、２－（４－メチルフェニル）エチル、４－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルベンジル
、３－クロロ－６－メトキシベンジル、４－アセチルアミノベンジル、４－ニトロ－３－
メチルベンジル、４－ヒドロキシベンジル、３－ヒドロキシベンジル、２－ヒドロキシベ
ンジル、４－ｔｅｒｔ－ブチリルベンジル、４－ベンジルオキシベンジル、４－ピバロイ
ルベンジル、２－（４－アセチルフェニル）エチル、１－（３－プロピオニルフェニル）
エチル、３－（２－ブチリルフェニル）プロピル、４－（４－ペンタノイルフェニル）ブ
チル、５－（３－ヘキサノイルフェニル）ペンチル、６－（２，４－ジアセチルフェニル
）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４，６－トリアセチルフェニル）エチル、２
－メチル－３－（３，４－ジアセチルフェニル）プロピル、２－（４－アミノフェニル）
エチル、１－（３－プロピオニルアミノフェニル）エチル、３－（２－ブチリルアミノフ
ェニル）プロピル、４－（４－ペンタノイルアミノ）フェニルブチル、５－（ヘキサノイ
ルアミノフェニル）ペンチル、６－（Ｎ－アセチル－Ｎ－プロピオニルアミノフェニル）
ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（３，４－ジアミノフェニル）エチル、２－メチル－
３－（３，４，５－トリアセチルアミノフェニル）プロピル、２－（２－エトキシカルボ
ニルフェニル）エチル、１－（３－プロポキシカルボニルフェニル）エチル、３－（４－
ペンチルオキシカルボニルフェニル）プロピル、４－（３－ヘキシロオキシカルボニルフ
ェニル）ブチル、５－（３，４－ジメトキシカルボニルフェニル）ペンチル、６－（３，
４，５－トリエトキシカルボニルフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（４－ブ
トキシカルボニルフェニル）エチル、２－メチル－３－（４－メトキシカルボニルフェニ
ル）プロピル、２－（２－シアノフェニル）エチル、１－（３－シアノフェニル）エチル
、３－（４－シアノフェニル）プロピル、４－（２－シアノフェニル）ブチル、５－（３
－シアノフェニル）ペンチル、６－（４－シアノフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル
－２－（２，４－ジシアノフェニル）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－トリシア



(96) JP 2010-505762 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

ノフェニル）プロピル、２－（２－ニトロフェニル）エチル、１－（３－ニトロフェニル
）エチル、３－（４－ニトロフェニル）プロピル、４－（２－ニトロフェニル）ブチル、
５－（３－ニトロフェニル）ペンチル、６－（４－ニトロフェニル）ヘキシル、１，１－
ジメチル－２－（２，４－ジニトロフェニル）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－
トリニトロフェニル）プロピル、２－（２－フェニルフェニル）エチル、１－（３－フェ
ニルフェニル）エチル、３－（４－フェニルフェニル）プロピル、４－（２－フェニルフ
ェニル）ブチル、５－（３－フェニルフェニル）ペンチル、６－（４－フェニルフェニル
）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジフェニルフェニル）エチル、２－メチ
ル－３－（２，４，６－トリフェニルフェニル）プロピル、２－（２－フルオロフェニル
）エチル、１－（３－ブロモフェニル）エチル、３－（４－ヨードフェニル）プロピル、
４－（２－ブロモフェニル）ブチル、５－（３－クロロフェニル）ペンチル、６－（４－
ブロモフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジクロロフェニル）エチ
ル、２－メチル－３－（２，４，６－トリフルオロフェニル）プロピル、２－（２－エチ
ルフェニル）エチル、１－（３－プロピルフェニル）エチル、３－（４－ブチルフェニル
）プロピル、４－（２－ペンチルフェニル）ブチル、５－（３－ヘキシルフェニル）ペン
チル、６－（４－トリフルオロメチルフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２
，４－ジメチルフェニル）エチル、２－メチル－３－［２，４，６－トリ（トリフルオロ
メチル）フェニル］プロピル、２－（２－エトキシフェニル）エチル、１－（３－プロポ
キシフェニル）エチル、３－（４－ブトキシフェニル）プロピル、４－（２－ペンチルオ
キシフェニル）ブチル、５－（３－ヘキシルオキシフェニル）ペンチル、６－（４－トリ
フルオロメトキシフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジメトキシフ
ェニル）エチル、２－メチル－３－［２，４，６－トリ（トリフルオロメトキシ）フェニ
ル］プロピル、２－（２－ベンジルオキシフェニル）エチル、１－［３－（２－フェニル
エトキシ）フェニル］エチル、３－［４－（３－フェニルプロポキシ）フェニル］プロピ
ル、４－［２－（４－フェニルブトキシ）フェニル］ブチル、５－［３－（５－フェニル
ペンチルオキシ）フェニル］ペンチル、６－［４－（６－フェニルヘキシルオキシ）フェ
ニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジベンジルオキシフェニル）エチル
、２－メチル－３－（２，４，６－トリベンジルオキシフェニル）プロピル、２－（２－
ヒドロキシフェニル）エチル、１－（３－ヒドロキシフェニル）エチル、３－（４－ヒド
ロキシフェニル）プロピル、４－（２－ヒドロキシフェニル）ブチル、５－（３－ヒドロ
キシフェニル）ペンチル、６－（４－ヒドロキシフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル
－２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－トリ
ヒドロキシフェニル）プロピル、２－（３，４－メチレンジオキシフェニル）エチル、１
－（２，３－エチレンジオキシフェニル）エチル、３－（３，４－トリメチレンジオキシ
フェニル）プロピル、４－（３，４－テトラメチレンジオキシフェニル）ブチル、５－（
３，４－メチレンジオキシフェニル）ペンチル、６－（３，４－エチレンジオキシフェニ
ル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（３，４－メチレンジオキシ）エチル、２－メチ
ル－３－（３，４－メチレンジオキシフェニル）プロピル基等のフェニル環上に置換基と
して炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基、置換基として炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルカノイル基を１～２個有することのあるアミノ基、炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルコキシカルボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子
、置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖
状アルキル基、置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直
鎖又は分枝鎖状アルコキシ基、アルコキシ部分の炭素数が１～６の直鎖又は分枝鎖状アル
コキシ基であるフェニルアルコキシ基、水酸基及び炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状アル
キレンジオキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニルを１～２
個有し、アルキル基上にピリジル基を有することのあり、アルキル部分が炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェニル置換アルキル基を例示できる。
　好ましくは、フェニル環上に置換基として低級アルカノイル基、置換基として低級アル
カノイル基を有することのあるアミノ基、低級アルコキシカルボニル基、シアノ基、ニト
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ロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級ア
ルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基、フェニル低
級アルコキシ基、水酸基及び低級アルキレンジオキシ基からなる群から選ばれた基が置換
していてもよいフェニル置換低級アルキル基を挙げることができる。
【０２５８】
　ピリジン環上に置換基として水酸基及び置換基として水酸基を有することのある低級ア
ルキル基なる群から選ばれた基を１～３個有することのあるピリジル低級アルキル基とし
ては、例えば、前記ピリジル低級アルキル基に加えて、［２－メチル－（３，４，５又は
６－）ピリジル］メチル、［２－メチル－３－ヒドロキシ－５－ヒドロキシメチル－（４
又は６－）ピリジル］メチル、２－［３－エチル－（２，４，５又は６－）ピリジル］エ
チル、１－［４－プロピル－（２，３，５又は６－）ピリジル］エチル、３－［２－ブチ
ル－（３，４，５又は６－）ピリジル］プロピル、４－［３－ペンチル－（２，４，５又
は６－）ピリジル］ブチル、１，１－ジメチル－２－［４－ヘキシル－（２，３，５又は
６－）ピリジル］エチル、５－［２，３－ジメチル－（４，５又は６－）ピリジル］ペン
チル、６－［２，４，６－トリメチル－（３又は５－）ピリジル］ヘキシル、１－［２－
ヒドロキシ－（２，３，５又は６－）ピリジル］イソプロピル、２－メチル－３－［３－
ヒドロキシ－（２，４，５又は６－）ピリジル］プロピル、［２－ヒドロキシ－（３，４
，５又は６－）ピリジル］メチル、２－［３－ヒドロキシ－（２，４，５又は６－）ピリ
ジル］エチル、１－［４－ヒドロキシ－（２，３，５又は６－）ピリジル］エチル、３－
［２－ヒドロキシ－（３，４，５又は６－）ピリジル］プロピル、４－［３－ヒドロキシ
－（２，４，５又は６－）ピリジル］ブチル、１，１－ジメチル－２－［４－ヒドロキシ
－（２，３，５又は６－）ピリジル］エチル、５－［２，３－ジヒドロキシ－（４，５又
は６－）ピリジル］ペンチル、６－［２，４，６－トリヒドロキシ－（３又は５－）ピリ
ジル］ヘキシル、［２－ヒドロキシメチル－（３，４，５又は６－）ピリジル］メチル、
２－［３－（２－ヒドロキシエチル）－（２，４，５又は６－）ピリジル］エチル、１－
［４－（３－ヒドロキシプロピル）－（２，３，５又は６－）ピリジル］エチル、３－［
２－（４－ヒドロキシブチル）－（３，４，５又は６－）ピリジル］プロピル、４－［３
－（５－ヒドロキシペンチル）－（２，４，５又は６－）ピリジル］ブチル、１，１－ジ
メチル－２－［４－（６－ヒドロキシヘキシル）－（２，３，５又は６－）ピリジル］エ
チル、５－［２，３－ジ（ヒドロキシメチル）－（４，５又は６－）ピリジル］ペンチル
、６－［２，４，６－トリ（ヒドロキシメチル）－（３又は５－）ピリジル］ヘキシル、
１－［２－ヒドロキシメチル－（２，３，５又は６－）ピリジル］イソプロピル、２－メ
チル－３－［３－（２，３－ジヒドロキシプロピル）－（２，４，５又は６－）ピリジル
］プロピル、［２－メチル－３－（２，２，４－トリヒドロキシブチル）－（４，５又は
６－）ピリジル］メチル、［２－メチル－５－ヒドロキシメチル－（３，４又は６－）ピ
リジル］メチル基等のピリジン環上に置換基として水酸基及び置換基として水酸基を１～
３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基なる群から選ばれた基
を１～３個有することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル
基であるピリジルアルキル基を例示できる。
【０２５９】
　ピロール環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有することのあるピロリル低級
アルキル基としては、例えば、［（１，２又は３－）ピロリル］メチル、２－［（１，２
又は３－）ピロリル］エチル、１－［（１，２又は３－）ピロリル］エチル、３－［（１
，２又は３－）ピロリル］プロピル、４－［（１，２又は３－）ピロリル］ブチル、５－
［（１，２又は３－）ピロリル］ペンチル、６－［（１，２又は３－）ピロリル］ヘキシ
ル、１，１－ジメチル－２－［（１，２又は３－）ピロリル］エチル、２－メチル－３－
［（１，２又は３－）ピロリル］プロピル、［１－メチル－（２又は３－）ピロリル］メ
チル、２－［２－エチル－（１，３，４又は５－）ピロリル］エチル、１－［３－プロピ
ル－（１，２，４又は５－）ピロリル］エチル、３－［１－ブチル－（２，３又は４－）
ピロリル］プロピル、４－［２－ペンチル－（１，３，４又は５－）ピロリル］ブチル、
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５－［３－ヘキシル－（１，２，４又は５－）ピロリル］ペンチル、６－［１，２－ジメ
チル－（３，４又は５－）ピロリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［１，２，３－
トリメチル－（４又は５－）ピロリル］エチル、２－メチル－３－［１－エチル－２－メ
チル－（３，４又は５－）ピロリル］プロピル基等のピロール環上に置換基として炭素数
１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～３個有することがあり、アルキル部分が炭素
数が１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるピロリルアルキル基を例示できる。
【０２６０】
　ベンゾオキサゾリル低級アルキル基としては、例えば、［（２，４，５，６又は７－）
ベンゾオキサゾリル］メチル、２－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾオキサゾリル］
エチル、１－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾオキサゾリル］エチル、３－［（２，
４，５，６又は７－）ベンゾオキサゾリル］プロピル、４－［（２，４，５，６又は７－
）ベンゾオキサゾリル］ブチル、５－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾオキサゾリル
］ペンチル、６－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾオキサゾリル］ヘキシル、１，１
－ジメチル－２－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾオキサゾリル］エチル、２－メチ
ル－３－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾオキサゾリル］プロピル等のアルキル部分
が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるベンゾオキサゾリルアルキル基を例
示できる。
【０２６１】
　ベンゾチアゾリル低級アルキル基としては、例えば、［（２，４，５，６又は７－）ベ
ンゾチアゾリル］メチル、２－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾチアゾリル］エチル
、１－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾチアゾリル］エチル、３－［（２，４，５，
６又は７－）ベンゾチアゾリル］プロピル、４－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾチ
アゾリル］ブチル、５－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾチアゾリル］ペンチル、６
－［（２，４，５，６又は７－）ベンゾチアゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－
［（２，４，５，６又は７－）ベンゾチアゾリル］エチル、２－メチル－３－［（２，４
，５，６又は７－）ベンゾチアゾリル］プロピル等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルキル基であるベンゾチアゾリルアルキル基を例示できる。
【０２６２】
　フリル低級アルキル基としては、例えば、［（２又は３－）フリル］メチル、２－［（
２又は３－）フリル］エチル、１－［（２又は３－）フリル］エチル、３－［（２又は３
－）フリル］プロピル、４－［（２又は３－）フリル］ブチル、５－［（２又は３－）フ
リル］ペンチル、６－［（２又は３－）フリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（
２又は３－）フリル］エチル、２－メチル－３－［（２又は３－）フリル］プロピル等の
アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフリルアルキル基を例
示できる。
【０２６３】
　チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニル低級アル
キル基としては、例えば、（２，３，４又は５－）チアゾリジニルメチル、２－［（２，
３，４又は５－）チアゾリジニル］エチル、１－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニ
ル］エチル、３－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピル、４－［（２，３
，４又は５－）チアゾリジニル］ブチル、５－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル
］ペンチル、６－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］ヘキシル、１，１－ジメチ
ル－２－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］エチル、２－メチル－３－［（２，
３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピル、［２，４－ジオキソ－（３又は５－）チア
ゾリジニル］メチル、２－［２－オキソ－（３，４又は５－）チアゾリジニル］エチル、
１－［４－オキソ－（２，３又は５－）チアゾリジニル］エチル、３－［２－オキソ－（
３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピル、４－［５－オキソ－（２，３又は４－）チ
アゾリジニル］ブチル、５－［２，５－ジオキソ－（３又は４－）チアゾリジニル］ペン
チル、６－［２，４，５－トリオキソ－３－チアゾリジニル］ヘキシル、１－［４，５－
ジオキソ－（２又は３－）チアゾリジニル］エチル、２－［４，５－ジオキソ－（２－又
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は３－）チアゾリジニル］エチル、１，１－ジメチル－２－［２，４－ジオキソ－（３又
は５－）チアゾリジニル］エチル、２－メチル－３－［２，４－ジオキソ－（３又は５－
）チアゾリジニル］プロピル基等のチアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を１～３個
有することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるチ
アゾリジニルアルキル基を例示できる。
【０２６４】
　チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチアゾリジニリデン低級
アルキル基としては、例えば、（２，４又は５－）チアゾリジニリデンメチル、（２，４
又は５－）チアゾリジニリデンエチル、（２，４又は５－）チアゾリジニリデンプロピル
、（２，４又は５－）チアゾリジニリデンイソプロピル、（２，４又は５－）チアゾリジ
ニリデンブチル、（２，４又は５－）チアゾリジニリデンペンチル、（２，４又は５－）
チアゾリジニリデンルヘキシル、４，５－ジオキソ－２－チアゾリジニリデンメチル、２
，５－ジオキソ－４－チアゾリジニリデンメチル、２，４－ジオキソ－５－チアゾリジニ
リデンメチル、４－オキソ－（２又は５－）チアゾリジニリデンエチル、５－オキソ－（
２又は４－）チアゾリジニリデンプロピル、２－オキソ－（４又は５－）チアゾリジニリ
デンブチル基等のチアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を１～３個有することがあり
、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるチアゾリジニリデン
アルキル基を例示できる。
【０２６５】
　フェニル環上にシアノ基、置換基として低級アルキルスルホニル基を有することのある
アミノ基、ハロゲン原子、低級アルコキシ基、置換基としてハロゲン原子を有することの
ある低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるチア
ゾリジニル低級アルキル基、チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあ
るチアゾリジニリデン低級アルキル基及び低級アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた
基が１～３個置換していてもよいベンゾイル基としては、例えば、ベンゾイル、４－シア
ノベンゾイル、３，４－メチレンジオキシベンゾイル、２－アミノベンゾイル、３－アミ
ノベンゾイル、４－アミノベンゾイル、３，４－ジアミノベンゾイル、２，４，６－トリ
アミノベンゾイル、４－メトキシベンゾイル、４－トリフルオロメチルベンゾイル、４－
クロロベンゾイル、３，４－ジフルオロベンゾイル、２－フルオロベンゾイル、３－ブロ
モベンゾイル、４－ヨードベンゾイル、３，４－ジメトキシベンゾイル、４－フルオロベ
ンゾイル、３－シアノベンゾイル、２－シアノベンゾイル、２，３－ジシアノベンゾイル
、３，４，５－トリシアノベンゾイル、４－メチルベンゾイル、４－（２，４－ジオキソ
チアゾリジニルメチル）ベンゾイル、４－（２，４－ジオキソチアゾリジニリデンメチル
）ベンゾイル、２－メチルベンゾイル、３－メチルベンゾイル、２－エチルベンゾイル、
３－エチルベンゾイル、４－エチルベンゾイル、４－イソプロピルベンゾイル、３－ブチ
ルベンゾイル、４－ペンチルベンゾイル、４－ヘキシルベンゾイル、３，４－ジメチルベ
ンゾイル、３，４－ジエチルベンゾイル、２，４－ジメチルベンゾイル、２，５－ジメチ
ルベンゾイル、２，６－ジメチルベンゾイル、３，４，５－トリメチルベンゾイル、２－
メトキシベンゾイル、３－メトキシベンゾイル、２－エトキシベンゾイル、３－エトキシ
ベンゾイル、４－エトキシベンゾイル、４－イソプロポキシベンゾイル、３－ブトキシベ
ンゾイル、４－ペンチルオキシベンゾイル、４－ヘキシルオキシベンゾイル、３，４－ジ
エトキシベンゾイル、２，４－ジメトキシベンゾイル、２，５－ジメトキシベンゾイル、
２，６－ジメトキシベンゾイル、３，４，５－トリメトキシベンゾイル、２－トリフルオ
ロメチルベンゾイル、３－トリフルオロメチルベンゾイル、４－トリフルオロメチルベン
ゾイル、２－（ブロモメチル）ベンゾイル、３－（２－クロロエチル）ベンゾイル、４－
（２，３－ジクロロプロピル）ベンゾイル、４－（４－フルオロブチル）ベンゾイル、３
－（５－クロロペンチル）ベンゾイル、４－（５－ブロモヘキシル）ベンゾイル、４－（
５，６－ジブロモヘキシル）ベンゾイル、３，４－ジ（トリフルオロメチル）ベンゾイル
、３，４－ジ（４，４，４－トリクロロブチル）ベンゾイル、２，４－ジ（３－クロロ－
２－メチルプロピル）ベンゾイル、２，５－ジ（３－クロロプロピル）ベンゾイル、２，
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６－ジ（２，２，２－トリフルオロエチル）ベンゾイル、３，４，５－トリ（トリフルオ
ロメチル）ベンゾイル、４－（２，２，２－トリクロロエチル）ベンゾイル、２－メチル
－４－トリフルオロメチルベンゾイル、３－エチル－４－トリクロロメチルベンゾイル、
２－メトキシ－４－トリフルオロメチルベンゾイル、３－エチル－４－フルオロベンゾイ
ル、３－エトキシ－４－トリクロロメチルベンゾイル、２－メチル－３－トリフルオロメ
チル－４－トリフルオロメチルベンゾイル、３－フルオロベンゾイル、４－フルオロベン
ゾイル、２－ブロモベンゾイル、４－ブロモベンゾイル、２－ヨードベンゾイル、３－ヨ
ードベンゾイル、２，３－ジブロモベンゾイル、２，４－ジヨードベンゾイル、２，５－
ジフルオロベンゾイル、２，６－ジクロロベンゾイル、２，４，６－トリクロロベンゾイ
ル、２，４－ジフルオロベンゾイル、３，４－ジフルオロベンゾイル、３，５－ジフルオ
ロベンゾイル、２，６－ジフルオロベンゾイル、２－クロロベンゾイル、３－クロロベン
ゾイル、４－クロロベンゾイル、２，３－ジクロロベンゾイル、２，４－ジクロロベンゾ
イル、２，５－ジクロロベンゾイル、３，４－ジクロロベンゾイル、２，６－ジクロロベ
ンゾイル、３，５－ジクロロベンゾイル、２，４，６－トリフルオロベンゾイル、２，４
－ジフルオロベンゾイル、３，４－ジフルオロベンゾイル、３，４－メチレンジオキシベ
ンゾイル、３，４－トリメチレンジオキシベンゾイル、２，３－エチレンジオキシベンゾ
イル、３，４－トリメチレンジオキシベンゾイル、２，３－テトラメチレンジオキシベン
ゾイル、２，３－メチレンジオキシベンゾイル、３，４－エチレンジオキシベンゾイル、
２－メタンスルホニルアミノベンゾイル基等のフェニル環上にシアノ基；置換基として炭
素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキルスルホニル基を１～２個有することのあるアミノ
基；ハロゲン原子；炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状のアルコキシ基；置換基としてハロ
ゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状のアルキル基；チ
アゾリジン環上に置換基としてオキソ基を１～３個有することがあり、アルキル部分が炭
素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるチアゾリジニルアルキル基；チアゾリジ
ン環上に置換基としてオキソ基を１～３個有することがあり、アルキル部分が炭素数１～
６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるチアゾリジニリデンアルキル基及び炭素数１～４
の直鎖又は分枝鎖状アルキレンジオキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していて
もよいベンゾイル基を例示できる。
【０２６６】
　チアゾリジン環上に置換基としてオキソ基及び基
【０２６７】
【化５６】

【０２６８】
（Ｒａ及びＲｂは、それぞれ低級アルキル基を示す。）なる群より選ばれた基が置換して
いてもよいチアゾリジニル低級アルカノイル基としては、例えば、２－［（２，３，４又
は５－）チアゾリジニル］アセチル、３－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］プ
ロピオニル、２－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、４－［（２
，３，４又は５－）チアゾリジニル］ブチリル、５－［（２，３，４又は５－）チアゾリ
ジニル］ペンタノイル、６－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］ヘキサノイル、
２，２－ジメチル－３－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、２－
メチル－３－［（２，３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、［２，４－ジオ
キソ－（３又は５－）チアゾリジニル］アセチル、３－［２－オキソ－（３，４又は５－
）チアゾリジニル］プロピオニル、２－［４－オキソ－（２，３又は５－）チアゾリジニ
ル］プロピオニル、４－［５－オキソ－（２，３又は４－）チアゾリジニル］ブチリル、
５－［２，５－ジオキソ－（３又は４－）チアゾリジニル］ペンタノイル、６－［２，４
，５－トリオキソ－３－チアゾリジニル］ヘキサノイル、２－［４，５－ジオキソ－（２
又は３－）チアゾリジニル］アセチル、２，２－ジメチル－３－［２，４－ジオキソ－（
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３又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、２－メチル－３－［２，４－ジオキソ－（
３又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、２－［４－オキソ－２－イソプロピリデン
ヒドラゾノ－（３又は５－）チアゾリジニル］アセチル、２－［２－オキソ－５－イソプ
ロピリデンヒドラゾノ－（３又は４－）チアゾリジニル］アセチル、２－［２，４－ジ（
イソプロピリデンヒドラゾノ）－（３又は５－）チアゾリジニル］アセチル、３－［２－
メチリデンヒドラゾノ－（３，４又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、２－［４－
エチリデンヒドラゾノ－（２，３又は５－）チアゾリジニル］プロピオニル、４－［５－
プロピリデンヒドラゾノ－（２，３又は４－）チアゾリジニル］ブチリル、５－［２，５
－ジ（イソプロピリデンヒドラゾノ）－（３又は４－）チアゾリジニル］ペンタノイル、
６－［２，４，５－トリ（イソプロピリデンヒドラゾノ）－３－チアゾリジニル］ヘキサ
ノイル、２－［４，５－ジ（イソプロピリデンヒドラゾノ）－（２又は３－）チアゾリジ
ニル］アセチル、２，２－ジメチル－３－［４－ブチリデンヒドラゾノ－（２，３又は５
－）チアゾリジニル］プロピオニル、２－メチル－３－［５－ペンチリデン－（２，３又
は４－）チアゾリジニル］プロピオニル、２－（ヘキシリデンヒドラゾノ）－（３，４又
は５－）チアゾリジニルアセチル基等のチアゾリジン環上に置換基としてオキソ基及び基
【０２６９】
【化５７】

【０２７０】
（Ｒａ及びＲｂは、それぞれ炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を示す。）から
なる群より選ばれた置換基が１～３個置換していてもよく、アルカノイル部分が炭素数２
～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基であるチアゾリジニルアルカノイル基を例示でき
る。
【０２７１】
　置換基として水酸基及びハロゲン原子なる群より選ばれた基を有することのある低級ア
ルキル基としては、例えば、前記低級アルキル基に加えて、ヒドロキシメチル、２－ヒド
ロキシエチル、１－ヒドロキシエチル、３－ヒドロキシプロピル、２，３－ジヒドロキシ
プロピル、４－ヒドロキシブチル、１，１－ジメチル－２－ヒドロキシエチル、５，５，
４－トリヒドロキシペンチル、５－ヒドロキシペンチル、６－ヒドロキシヘキシル、１－
ヒドロキシイソプロピル、２－メチル－３－ヒドロキシプロピル、トリフルオロメチル、
トリクロロメチル、クロロメチル、ブロモメチル、フルオロメチル、ヨードメチル、ジフ
ルオロメチル、ジブロモメチル、２－クロロエチル、２，２，２－トリフルオロエチル、
２，２，２－トリクロロエチル、３－クロロプロピル、２，３－ジクロロプロピル、４，
４，４－トリクロロブチル、４－フルオロブチル、５－クロロペンチル、３－クロロ－２
－メチルプロピル、５－ブロモヘキシル、５，６－ジブロモヘキシル、２－ヒドロキシ－
３－フルオロプロピル、２，２－ジクロロ－３－ヒドロキシブチル基等の置換基として水
酸基及びハロゲン原子なる群より選ばれた基を１～３個有することのある炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
　低級アルコキシ低級アルキル基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基を有すること
のあるカルバモイル基としては、例えば、カルバモイル、Ｎ－（２－メトキシエチル）カ
ルバモイル、メチルカルバモイル、エチルカルバモイル、プロピルカルバモイル、イソプ
ロピルカルバモイル、ブチルカルバモイル、ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル、ペンチルカ
ルバモイル、ヘキシルカルバモイル、ジメチルカルバモイル、ジエチルカルバモイル、ジ
プロピルカルバモイル、ジブチルカルバモイル、ジペンチルカルバモイル、ジヘキシルカ
ルバモイル、Ｎ－メチル－Ｎ－エチルカルバモイル、Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルカルバモ
イル、Ｎ－メチル－Ｎ－ブチルカルバモイル、Ｎ－メチル－Ｎ－ヘキシルカルバモイル、
Ｎ－（メトキシメチル）カルバモイル、Ｎ－（３－プロポキシプロピル）カルバモイル、
Ｎ－（４－ブトキシブチル）カルバモイル、Ｎ－（４－エトキシイブチル）カルバモイル
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、Ｎ－（５－ペンチルオキシペンチル）カルバモイル、Ｎ－（５－メトキシペンチル）カ
ルバモイル、Ｎ－（６－ヘキシルオキシヘキシル）カルバモイル、ジ（２－メトキシエチ
ル）カルバモイル、Ｎ－（２－メトキシエチル）－Ｎ－メチルカルバモイル、Ｎ－（２－
メトキシエチル）－Ｎ－エチルカルバモイル基等の炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アル
コキシ基を有する炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基及び炭素数１～６の直鎖又
は分枝鎖状アルキル基なる群から選ばれた基を１～２個有することのあるカルバモイル基
を例示できる。
【０２７２】
　フェニル環上に低級アルコキシ低級アルキル基及び低級アルキル基なる群から選ばれた
基を有することのあるカルバモイル基、低級アルコキシカルボニル基、カルボキシ基、シ
アノ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級
アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基、フェニル
環上に置換基としてハロゲン原子を有することのあるベンゾイル基、フェニル環上に置換
基としてハロゲン原子を有することのあるフェニル低級アルキル基及び水酸基なる群から
選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル基としては、例えば、フェニル、２－
メチルフェニル、３－メチルフェニル、４－メチルフェニル、２－エチルフェニル、３－
エチルフェニル、４－エチルフェニル、４－イソプロピルフェニル、３－ブチルフェニル
、４－ペンチルフェニル、４－ヘキシルフェニル、３，４－ジメチルフェニル、３，４－
ジエチルフェニル、２，４－ジメチルフェニル、２，３－ジメチルフェニル、２，５－ジ
メチルフェニル、２，６－ジメチルフェニル、３，４，５－トリメチルフェニル、２－メ
トキシフェニル、３－メトキシフェニル、４－メトキシフェニル、２－エトキシフェニル
、３－エトキシフェニル、４－エトキシフェニル、４－イソプロポキシフェニル、３－ブ
トキシフェニル、４－ペンチルオキシフェニル、４－ヘキシルオキシフェニル、３，４－
ジメトキシフェニル、３，４－ジエトキシフェニル、２，４－ジメトキシフェニル、２，
５－ジメトキシフェニル、２，６－ジメトキシフェニル、３，４，５－トリメトキシフェ
ニル、２－トリフルオロメトキシフェニル、３－トリフルオロメトキシフェニル、４－ト
リフルオロメトキシフェニル、２－（ブロモメトキシ）フェニル、３－（２－クロロエト
キシ）フェニル、４－（２，３－ジクロロプロポキシ）フェニル、４－（４－フルオロブ
トキシ）フェニル、３－（５－クロロペンチルオキシ）フェニル、４－（５－ブロモヘキ
シルオキシ）フェニル、４－（５，６－ジブロモヘキシルオキシ）フェニル、３，４－ジ
（トリフルオロメトキシ）フェニル、３，４－ジ（４，４，４－トリクロロブトキシ）フ
ェニル、２，４－ジ（３－クロロ－２－メトキシプロピル）フェニル、２，５－ジ（３－
クロロプロポキシ）フェニル、２，６－ジ（２，２，２－トリフルオロエトキシ）フェニ
ル、３，４，５－トリ（トリフルオロメトキシ）フェニル、４－（２，２，２－トリクロ
ロエトキシ）フェニル、２－メチル－４－トリフルオロメトキシフェニル、３－エチル－
４－トリクロロメトキシフェニル、２－メトキシ－４－トリフルオロメトキシフェニル、
３－エトキシ－４－トリクロロメトキシフェニル、２－トリフルオロメチルフェニル、３
－トリフルオロメチルフェニル、４－トリフルオロメチルフェニル、２－（ブロモメチル
）フェニル、３－（２－クロロエチル）フェニル、４－（２，３－ジクロロプロピル）フ
ェニル、４－（４－フルオロブチル）フェニル、３－（５－クロロペンチル）フェニル、
４－（５－ブロモヘキシル）フェニル、４－（５，６－ジブロモヘキシル）フェニル、３
，４－ジ（トリフルオロメチル）フェニル、３，４－ジ（４，４，４－トリクロロブチル
）フェニル、２，４－ジ（３－クロロ－２－メチルプロピル）フェニル、２，５－ジ（３
－クロロプロピル）フェニル、２，６－ジ（２，２，２－トリフルオロエチル）フェニル
、３，４，５－トリ（トリフルオロメチル）フェニル、４－（２，２，２－トリクロロエ
チル）フェニル、２－メチル－４－トリフルオロメチルフェニル、３－エチル－４－トリ
クロロメチルフェニル、２－メトキシカルボニルフェニル、３－メトキシカルボニルフェ
ニル、４－メトキシカルボニルフェニル、２－エトキシカルボニルフェニル、３－エトキ
シカルボニルフェニル、４－エトキシカルボニルフェニル、４－イソプロポキシカルボニ
ルフェニル、３－ブトキシカルボニルフェニル、４－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルフェ
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ニル、４－ペンチルオキシカルボニルフェニル、４－ヘキシルオキシカルボニルフェニル
、３，４－ジメトキシカルボニルフェニル、３，４－ジエトキシカルボニルフェニル、２
，４－ジメトキシカルボニルフェニル、２，５－ジエトキシカルボニルフェニル、２，６
－ジメトキシカルボニルフェニル、３，４，５－トリエトキシカルボニルフェニル、２－
シアノフェニル、３－シアノフェニル、４－シアノフェニル、３，４－ジシアノフェニル
、３，５－ジシアノフェニル、２，４－ジシアノフェニル、２，５－ジシアノフェニル、
２，６－ジシアノフェニル、３，４，５－トリシアノフェニル、２－フェニルフェニル、
３－フェニルフェニル、４－フェニルフェニル、３，４－ジフェニルフェニル、３，５－
ジフェニルフェニル、２，４－ジフェニルフェニル、２，５－ジフェニルフェニル、２，
６－ジフェニルフェニル、３，４，５－トリフェニルフェニル、２－クロロフェニル、３
－クロロフェニル、４－クロロフェニル、２，３－ジクロロフェニル、２，４－ジクロロ
フェニル、２，５－ジクロロフェニル、３，４－ジクロロフェニル、２，６－ジクロロフ
ェニル、３，５－ジクロロフェニル、２，４，６－トリクロロフェニル、２－フルオロフ
ェニル、３－フルオロフェニル、４－フルオロフェニル、２，５－ジフルオロフェニル、
２，４－ジフルオロフェニル、３，４－ジフルオロフェニル、３，５－ジフルオロフェニ
ル、２，６－ジフルオロフェニル、２，４，６－トリフルオロフェニル、２－ブロモフェ
ニル、３－ブロモフェニル、４－ブロモフェニル、２－ヨードフェニル、３－ヨードフェ
ニル、４－ヨードフェニル、２，３－ジブロモフェニル、２，４－ジヨードフェニル、２
－ヒドロキシフェニル、３－ヒドロキシフェニル、４－ヒドロキシフェニル、３，４－ジ
ヒドロキシフェニル、３，５－ジヒドロキシフェニル、２，４－ジヒドロキシフェニル、
２，５－ジヒドロキシフェニル、２，６－ジヒドロキシフェニル、３，４，５－トリヒド
ロキシフェニル、３－ベンジルフェニル、２－（２－フェニルエチル）フェニル、４－（
１－フェニルエチル）フェニル、２－（３－フェニルプロピル）フェニル、３－（４－フ
ェニルブチル）フェニル、４－（５－フェニルペンチル）フェニル、２－（６－フェニル
ヘキシル）フェニル、４－（１，１－ジメチル－２－フェニルエチル）フェニル、３－（
２－メチル－３－フェニルプロピル）フェニル、２－（４－フルオロベンジル）フェニル
、２－メチル－５－クロロフェニル、２－メトキシ－５－クロロフェニル、４－（４－フ
ルオロベンゾイル）フェニル、４－（４－フルオロベンジル）フェニル、３－（２－クロ
ロベンジル）フェニル、４－（３－クロロベンジル）フェニル、２－（４－クロロベンジ
ル）フェニル、３－［２－（４－フルオロフェニル）エチル］フェニル、４－［２－（４
－クロロフェニル）エチル］フェニル、２－（３，４－ジブロモベンジル）フェニル、３
－（３，４－ジヨードベンジル）フェニル、４－（２，４－ジフルオロベンジル）フェニ
ル、２－（２，５－ジクロロベンジル）フェニル、３－（２，６－ジクロロベンジル）フ
ェニル、４－（３，４，５－トリフルオロベンジル）フェニル、２－［３－（４－クロロ
フェニル）プロピル］フェニル、３－［１－（２－ブロモフェニル）エチル］フェニル、
４－［４－（３－フルオロフェニル）ブチル］フェニル、２－［５－（４－ヨードフェニ
ル）ペンチル］フェニル、３－［６－（４－クロロフェニル）ヘキシル］フェニル、２－
［１，１－ジメチル－２－（３－フルオロフェニル）エチル］フェニル、４－［２－メチ
ル－３－（４－クロロフェニル）プロピル］フェニル、２，４－ジベンジルフェニル、２
，４，６－トリベンジルフェニル、２－クロロ－４－シアノフェニル、３－ヒドロキシ－
４－フェニルフェニル、３－エトキシカルボニル－２－ベンゾイルフェニル、２－ベンジ
ル－４－メチル－６－メトキシフェニル、４－［（２－メトキシエチル）カルバモイル］
フェニル、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－イソプロピルカルバモイル）フェニル、４－ジメチル
カルバモイルフェニル、２－カルボキシフェニル、３－カルボキシフェニル、４－カルボ
キシフェニル基等のフェニル環上にアルコキシ部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状ア
ルコキシ基であり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるア
ルコキシアルキル基及び炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基なる群から選ばれた
基を１～２個有することのあるカルバモイル基；炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコ
キシカルボニル基；カルボキシ基；シアノ基；フェニル基；ハロゲン原子；置換基として
ハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基；
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置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状
アルコキシ基；フェニル環上に置換基としてハロゲン原子１～３個を有することのあるベ
ンゾイル基；フェニル環上に置換基としてハロゲン原子を１～３個有することがあり、ア
ルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェニルアルキル基及び
水酸基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル基を例示できる。
【０２７３】
　フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有するフェニル基としては、
例えば、３，４－メチレンジオキシフェニル、３，４－トリメチレンジオキシフェニル、
２，３－エチレンジオキシフェニル、２，３－テトラメチレンジオキシフェニル、２，３
－メチレンジオキシフェニル、３，４－エチレンジオキシフェニル、２，３－トリメチレ
ンジオキシフェニル基等のフェニル環上に置換基として炭素数１～４の直鎖又は分枝鎖状
アルキレンジオキシ基を有するフェニル基を例示できる。
【０２７４】
　ナフチル低級アルキル基としては、例えば、（１又は２－）ナフチルメチル、２－［（
１又は２－）ナフチル］エチル、１－［（１又は２－）ナフチル］エチル、３－［（１又
は２－）ナフチル］プロピル、４－［（１又は２－）ナフチル］ブチル、５－［（１又は
２－）ナフチル］ペンチル、６－［（１又は２－）ナフチル］ヘキシル、１，１－ジメチ
ル－２－［（１又は２－）ナフチル］エチル、２－メチル－３－［（１又は２－）ナフチ
ル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるナ
フチルアルキル基を例示できる。
【０２７５】
　フェニル環上にシアノ基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル
基及び置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基なる群より選ばれ
た基が１～３個置換していてもよいフェノキシ基としては、例えば、フェノキシ、２－メ
チルフェノキシ、３－メチルフェニル、４－メチルフェノキシ、２－エチルフェノキシ、
３－エチルフェノキシ、４－エチルフェノキシ、４－イソプロピルフェノキシ、３－ブチ
ルフェノキシ、４－ペンチルフェノキシ、４－ヘキシルフェノキシ、３，４－ジメチルフ
ェノキシ、３，４－ジエチルフェノキシ、２，４－ジメチルフェノキシ、２，５－ジメチ
ルフェノキシ、２，６－ジメチルフェノキシ、３，４，５－トリメチルフェノキシ、２－
メトキシフェノキシ、３－メトキシフェノキシ、４－メトキシフェノキシ、２－エトキシ
フェノキシ、３－エトキシフェノキシ、４－エトキシフェノキシ、４－イソプロポキシフ
ェノキシ、３－ブトキシフェノキシ、４－ペンチルオキシフェノキシ、４－ヘキシルオキ
シフェノキシ、３，４－ジメトキシフェノキシ、３，４－ジエトキシフェノキシ、２，４
－ジメトキシフェノキシ、２，５－ジメトキシフェノキシ、２，６－ジメトキシフェノキ
シ、３，４，５－トリメトキシフェノキシ、２－トリフルオロメトキシフェノキシ、３－
トリフルオロメトキシフェノキシ、４－トリフルオロメトキシフェノキシ、２－（ブロモ
メトキシ）フェノキシ、３－（２－クロロエトキシ）フェノキシ、４－（２，３－ジクロ
ロプロポキシ）フェノキシ、４－（４－フルオロブトキシ）フェノキシ、３－（５－クロ
ロペンチルオキシ）フェノキシ、４－（５－ブロモヘキシルオキシ）フェノキシ、４－（
５，６－ジブロモヘキシルオキシ）フェノキシ、３，４－ジ（トリフルオロメトキシ）フ
ェノキシ、３，４－ジ（４，４，４－トリクロロブトキシ）フェノキシ、２，４－ジ（３
－クロロ－２－メトキシプロピル）フェノキシ、２，５－ジ（３－クロロプロポキシ）フ
ェノキシ、２，６－ジ（２，２，２－トリフルオロエトキシ）フェノキシ、３，４，５－
トリ（トリフルオロメトキシ）フェノキシ、４－（２，２，２－トリクロロエトキシ）フ
ェノキシ、２－メチル－４－トリフルオロメトキシフェノキシ、３－エチル－４－トリク
ロロメトキシフェノキシ、２－メトキシ－４－トリフルオロメトキシフェノキシ、３－エ
トキシ－４－トリクロロメトキシフェノキシ、２－トリフルオロメチルフェノキシ、３－
トリフルオロメチルフェノキシ、４－トリフルオロメチルフェノキシ、２－（ブロモメチ
ル）フェノキシ、３－（２－クロロエチル）フェノキシ、４－（２，３－ジクロロプロピ
ル）フェノキシ、４－（４－フルオロブチル）フェノキシ、３－（５－クロロペンチル）
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フェノキシ、４－（５－ブロモヘキシル）フェノキシ、４－（５，６－ジブロモヘキシル
）フェノキシ、３，４－ジ（トリフルオロメチル）フェノキシ、３，４－ジ（４，４，４
－トリクロロブチル）フェノキシ、２，４－ジ（３－クロロ－２－メチルプロピル）フェ
ノキシ、２，５－ジ（３－クロロプロピル）フェノキシ、２，６－ジ（２，２，２－トリ
フルオロエチル）フェノキシ、３，４，５－トリ（トリフルオロメチル）フェノキシ、４
－（２，２，２－トリクロロエチル）フェノキシ、２－メチル－４－トリフルオロメチル
フェノキシ、３－エチル－４－トリクロロメチルフェノキシ、２－シアノフェノキシ、３
－シアノフェノキシ、４－シアノフェノキシ、３，４－ジシアノフェノキシ、３，５－ジ
シアノフェノキシ、２，３－ジシアノフェノキシ、２，４－ジシアノフェノキシ、２，５
－ジシアノフェノキシ、２，６－ジシアノフェノキシ、３，４，５－トリシアノフェノキ
シ、２－シアノ－４－メチルフェノキシ、３－シアノ－４－メトキシフェノキシ、３－シ
アノ－５－トリフルオロメチルフェノキシ、４－シアノ－３－トリフルオロメトキシフェ
ノキシ基等のフェニル環上にシアノ基、置換基としてハロゲン原子を１～３個有すること
のある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基及び置換基としてハロゲン原子１～３
個を有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基なる群より選ばれた
基が１～３個置換していてもよいフェノキシ基を例示できる。
【０２７６】
　フェニル環上にハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アル
キル基及び置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基なる群から選
ばれた基が１～３個置換していてもよいフェニル低級アルコキシ基としては、例えば、前
記フェニル低級アルコキシ基に加えて、２，５－ジフルオロベンジルオキシ、２，４－ジ
フルオロベンジルオキシ、３，４－ジフルオロベンジルオキシ、３，５－ジフルオロベン
ジルオキシ、２，６－ジフルオロベンジルオキシ、３－トリフルオロメチルベンジルオキ
シ、２－トリフルオロメチルベンジルオキシ、４－トリフルオロメチルベンジルオキシ、
３，４－ジメトキシベンジルオキシ、３，５－ジメトキシベンジルオキシ、２－クロロベ
ンジルオキシ、３－クロロベンジルオキシ、４－クロロベンジルオキシ、２－メチルベン
ジルオキシ、３－メチルベンジルオキシ、４－メチルベンジルオキシ、３，４－ジメチル
ベンジルオキシ、２，３－ジメチルベンジルオキシ、２－メトキシベンジルオキシ、３－
メトキシベンジルオキシ、４－メトキシベンジルオキシ、２，３－ジクロロベンジルオキ
シ、２，４－ジクロロベンジルオキシ、２，５－ジクロロベンジルオキシ、３，４－ジク
ロロベンジルオキシ、２，６－ジクロロベンジルオキシ、４－フルオロベンジルオキシ、
３－フルオロベンジルオキシ、２－フルオロベンジルオキシ、３－トリフルオロメトキシ
ベンジルオキシ、４－トリフルオロメトキシベンジルオキシ、２－トリフルオロメトキシ
ベンジルオキシ、４－ｔｅｒｔ－ブチルベンジルオキシ、４－エチルベンジルオキシ、４
－イソプロピルベンジルオキシ、４－メトキシ－３－クロロベンジルオキシ、２－（４－
メトキシフェニル）エトキシ、２－（４－フルオロフェニル）エトキシ、２－（４－クロ
ロフェニル）エトキシ、２－（３－メトキシフェニル）エトキシ、２－（４－メチルフェ
ニル）エトキシ、３－メチル－４－クロロベンジルオキシ、４－（４－メトキシフェニル
）ブトキシ、２－（４－メチルフェニル）エトキシ、４－ｔｅｒｔ－ブトキシベンジルオ
キシ、３－クロロ－６－メトキシベンジルオキシ、４－メトキシ－３－メチルベンジルオ
キシ、２－（２－フルオロフェニル）エトキシ、１－（３－ブロモフェニル）エトキシ、
３－（４－ヨードフェニル）プロポキシ、４－（２－ブロモフェニル）ブトキシ、５－（
３－クロロフェニル）ペンチルオキシ、６－（４－ブロモフェニル）ヘキシルオキシ、１
，１－ジメチル－２－（２，４－ジクロロフェニル）エトキシ、２－メチル－３－（２，
４，６－トリフルオロフェニル）プロポキシ、２－（２－エチルフェニル）エトキシ、１
－（３－プロピルフェニル）エトキシ、３－（４－ブチルフェニル）プロポキシ、４－（
２－ペンチルフェニル）ブトキシ、５－（３－ヘキシルフェニル）ペンチルオキシ、６－
（４－トリフルオロメチルフェニル）ヘキシルオキシ、１，１－ジメチル－２－（２，４
－ジメチルフェニル）エトキシ、２－メチル－３－［２，４，６－トリ（トリフルオロメ
チル）フェニル］プロポキシ、２－（２－エトキシフェニル）エトキシ、１－（３－プロ
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ポキシフェニル）エトキシ、３－（４－ブトキシフェニル）プロポキシ、４－（２－ペン
チルオキシフェニル）ブトキシ、５－（３－ヘキシルオキシフェニル）ペンチルオキシ、
６－（４－トリフルオロメトキシフェニル）ヘキシルオキシ、１，１－ジメチル－２－（
２，４－ジメトキシフェニル）エトキシ、２－メチル－３－［２，４，６－トリ（トリフ
ルオロメトキシ）フェニル］プロポキシ基等のフェニル環上にハロゲン原子、置換基とし
てハロゲン原子１～３個を有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基
及び置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルコキシ基なる群から選ばれた基が１～３個置換していてもよく、アルコキシ部分
が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基であるフェニルアルコキシ基を例示でき
る。
【０２７７】
　１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン環上に置換基として低級アルキル基を１～５
個有していてもよい１，２，３，４－テトラヒドロナフチル置換低級アルキル基としては
、例えば、（１，２，５又は６－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチルメチル、２－
［（１，２，５又は６－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］エチル、１－［（１
，２，５又は６－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］エチル、３－［（１，２，
５又は６－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］プロピル、４－［（１，２，５又
は６－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］ブチル、５－［（１，２，５又は６－
）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］ペンチル、６－［（１，２，５又は６－）１
，２，３，４－テトラヒドロナフチル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（１，２，
５又は６－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］エチル、２－メチル－３－［（１
，２，５又は６－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］プロピル、１，１，４，４
－テトラメチル（２，３，５又は６－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチルメチル、
１，１，４，４，５－ペンタメチル（２，３，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラ
ヒドロナフチルメチル、１，４，４－トリメチル（２，３，５，６，７又は８－）１，２
，３，４－テトラヒドロナフチルメチル、５，６－ジメチル（２，３，７又は８－）１，
２，３，４－テトラヒドロナフチルメチル、２－［１－メチル－（１，２，３，４，５，
６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］エチル、１－［２－エチル－
（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］エチ
ル、３－［３－プロピル－（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テ
トラヒドロナフチル］プロピル、４－［（４－ブチル－１，２，３，４，５，６，７又は
８－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］ブチル、５－［５－ペンチル－（１，２
，３，４，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］ペンチル、６－［
６－ヘキシル－（１，２，３，４，５，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロナフ
チル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［１，７－ジメチル－（１，２，３，４，５，
６又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロナフチル］エチル、２－メチル－３－［１，
１，４－トリメチル－（２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒド
ロナフチル］プロピル基等の１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン環上に置換基とし
て炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～５個有していてもよく、アルキル部
分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基である１，２，３，４－テトラヒドロナ
フチル置換アルキル基を例示できる。
【０２７８】
　ピペリジン環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有していてもよいピペリジニ
ル基としては、例えば、（１，２，３又は４－）ピペリジニル、１－メチル－（２，３又
は４－）ピペリジニル、１－エチル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－プロピル－
（２，３又は４－）ピペリジニル、１－イソプロピル－（２，３又は４－）ピペリジニル
、１－ブチル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－イソブチル－（２，３又は４－）
ピペリジニル、１－ｔｅｒｔ－ブチル－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－ペンチル
－（２，３又は４－）ピペリジニル、１－ヘキシル－（２，３又は４－）ピペリジニル、
１，２－ジメチル－（３，４，５又は６－）ピペリジニル、１，２，６－トリメチル－（
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３，４又は５－）ピペリジニル基等のピペリジン環上に置換基として炭素数１～６の直鎖
又は分枝鎖状アルキル基を１～３個有していてもよいピペリジニル基を例示できる。
【０２７９】
　キノリル低級アルキル基としては、例えば、（２，３，４，５，６，７又は８－）キノ
リルメチル、２－［（２，３，４，５，６，７又は８－）キノリル］エチル、１－［（２
，３，４，５，６，７又は８－）キノリル］エチル、３－［（２，３，４，５，６，７又
は８－）キノリル］プロピル、４－［（２，３，４，５，６，７又は８－）キノリル］ブ
チル、５－［（２，３，４，５，６，７又は８－）キノリルペンチル、６－［（２，３，
４，５，６，７又は８－）キノリルヘキシル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又
は分枝鎖状アルキル基であるキノリルアルキル基を挙げることができる。
【０２８０】
　テトラゾール環上に置換基として低級アルキル基及びフェニル低級アルキル基なる群か
ら選ばれた基を有することのある１，２，３，４－テトラゾリル低級アルキル基としては
、例えば、［（１又は５－）１，２，３，４－テトラゾリル］メチル、２－［（１又は５
－）１，２，３，４－テトラゾリル］エチル、１－［（１又は５－）１，２，３，４－テ
トラゾリル］エチル、３－［（１又は５－）１，２，３，４－テトラゾリル］プロピル、
４－［（１又は５－）１，２，３，４－テトラゾリル］ブチル、５－［（１又は５－）１
，２，３，４－テトラゾリル］ペンチル、６－［（１又は５－）１，２，３，４－テトラ
ゾリル］ヘキシル、５－［１－メチル－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］ペンチ
ル、６－［１－メチル－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］ヘキシル、５－メチル
－１－（１，２，３，４－テトラゾリル）メチル、２－［５－エチル－１－（１，２，３
，４－テトラゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（１又は５－）１，２，３，
４－テトラゾリル）］エチル、２－メチル－３－［（１又は５－）１，２，３，４－テト
ラゾリル］プロピル、［１－メチル－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］メチル、
［１－エチル－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］メチル、２－［１－プロピル－
５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］エチル、１－［１－ブチル－５－（１，２，３
，４－テトラゾリル）］エチル、３－［１－ペンチル－５－（１，２，３，４－テトラゾ
リル）］プロピル、３－［５－プロピル－１－（１，２，３，４－テトラゾリル）］プロ
ピル、４－［５－ブチル－１－（１，２，３，４－テトラゾリル）］ブチル、５－［５－
ペンチル－１－（１，２，３，４－テトラゾリル）］ペンチル、６－［５－ヘキシル－１
－（１，２，３，４－テトラゾリル）］ヘキシル、［１－エチル－５－（１，２，３，４
－テトラゾリル）］メチル、［１－ベンジル－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］
メチル、１－［（２－フェニルエチル）－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］メチ
ル、２－［１－（３－フェニルプロピル）－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］エ
チル、１－［１－（４－フェニルブチル）－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］エ
チル、３－［１－（５－フェニルペンチル）－５－（１，２，３，４－テトラゾリル）］
プロピル、４－［１－（６－フェニルヘキシル）－５－（１，２，３，４－テトラゾリル
）］ブチル、５－［１－（１，１－ジメチル－２－フェニルエチル）－５－（１，２，３
，４－テトラゾリル）］メチル、６－［１－（２－メチル－３－フェニルプロピル）－５
－（１，２，３，４－テトラゾリル）］ヘキシル、５－ベンジル－１－（１，２，３，４
－テトラゾリル）メチル、２－［５－（１－フェニルエチル）－１－（１，２，３，４－
テトラゾリル）］エチル、３－［５－（３－フェニルプロピル）－１－（１，２，３，４
－テトラゾリル）］プロピル、４－［５－（４－フェニルブチル）－１－（１，２，３，
４－テトラゾリル）］ブチル、５－［５－（５－フェニルペンチル）－１－（１，２，３
，４－テトラゾリル）］ペンチル、６－［５－（６－フェニルヘキシル）－１－（１，２
，３，４－テトラゾリル）］ヘキシル基等のテトラゾール環上に置換基として炭素数１～
６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基及びアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状ア
ルキル基であるフェニルアルキル基なる群から選ばれた基を有することがあり、アルキル
部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基である１，２，３，４－テトラゾリル
アルキル基を例示できる。
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【０２８１】
　チアゾール環上に置換基としてフェニル基を有することのあるチアゾリル低級アルキル
基としては、例えば、［（２，４又は５－）チアゾリル］メチル、２－［（２，４又は５
－）チアゾリル］エチル、１－［（２，４又は５－）チアゾリル］エチル、３－［（２，
４又は５－）チアゾリル］プロピル、４－［（２，４又は５－）チアゾリル］ブチル、５
－［（２，４又は５－）チアゾリル］ペンチル、６－［（２，４又は５－）チアゾリル］
ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（２，４又は５－）チアゾリル］エチル、２－メチ
ル－３－［（２，４又は５－）チアゾリル］プロピル、［２－フェニル－（４又は５－）
チアゾリル］メチル、２－［４－フェニル－（２又は５－）チアゾリル］エチル、１－［
５－フェニル－（２又は４－）チアゾリル］エチル、３－［２－フェニル－（２又は５－
）チアゾリル］プロピル、４－（２，４－ジフェニル－５－チアゾリル）ブチル、５－（
２，５－ジフェニル－４－チアゾリル）ペンチル、６－（４，５－ジフェニル－２－チア
ゾリル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［２－フェニル－（４又は５－）チアゾリル
］エチル、２－メチル－３－［４－フェニル－（２又は５－）チアゾリル］プロピル、［
４－フェニル－（２又は５－）チアゾリル］メチル、［５－フェニル－（２又は４－）チ
アゾリル］メチル、（２，４－ジフェニル－５－チアゾリル）メチル、（２，５－ジフェ
ニル－４－チアゾリル）メチル、（４，５－ジフェニル－２－チアゾリル）メチル基等の
チアゾール環上に置換基としてフェニル基を１～２個有することがあり、アルキル部分が
炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるチアゾリルアルキル基を例示できる。
【０２８２】
　フェニル環上に置換基として低級アルコキシ基及びハロゲン原子なる群から選ばれる基
を１～３個有することのあるベンゾイル低級アルキル基としては、例えば、ベンゾイルメ
チル、２－ベンゾイルエチル、１－ベンゾイルエチル、３－ベンゾイルプロピル、４－ベ
ンゾイルブチル、５－ベンゾイルペンチル、６－ベンゾイルヘキシル、１，１－ジメチル
－２－ベンゾイルエチル、２－メチル－３－ベンゾイルプロピル、４－フルオロベンゾイ
ルメチル、２－クロロベンゾイルメチル、３－クロロベンゾイルメチル、４－クロロベン
ゾイルメチル、２－（４－フルオロベンゾイル）エチル、２－（４－クロロベンゾイル）
エチル、３，４－ジブロモベンゾイルメチル、３，４－ジヨードベンゾイルメチル、２，
４－ジフルオロベンゾイルメチル、２，５－ジクロロベンゾイルメチル、２，６－ジクロ
ロベンゾイルメチル、３，４，５－トリフルオロベンゾイルメチル、３－（４－クロロベ
ンゾイル）プロピル、１－（２－ブロモベンゾイル）エチル、４－（３－フルオロベンゾ
イル）ブチル、５－（４－ヨードベンゾイル）ペンチル、６－（４－クロロベンゾイル）
ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（３－フルオロベンゾイル）エチル、２－メチル－３
－（４－クロロベンゾイル）プロピル、２－メトキシベンゾイルメチル、２－（３－メト
キシベンゾイル）エチル、２－（４－メトキシベンゾイル）エチル、４－メトキシベンゾ
イルメチル、１－（２－エトキシベンゾイル）エチル、３－（３－エトキシベンゾイル）
プロピル、４－（４－エトキシベンゾイル）ブチル、５－（４－イソプロポキシベンゾイ
ル）ペンチル、６－（３－ブトキシベンゾイル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（４
－ペンチルオキシベンゾイル）エチル、２－メチル－３－（４－ヘキシルオキシベンゾイ
ル）プロピル、３，４－ジメトキシベンゾイルメチル、３，４－ジエトキシベンゾイルメ
チル、２，４－ジメトキシベンゾイルメチル、２，５－ジメトキシベンゾイルメチル、２
，６－ジメトキシベンゾイルメチル、３，４，５－トリメトキシベンゾイルメチル、２－
クロロ－４－メトキシベンゾイルメチル、３－フルオロ－５－エトキシベンゾイルメチル
基等のフェニル環上に置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基及びハ
ロゲン原子なる群から選ばれる基を１～３個有することがあり、アルキル部分が炭素数１
～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるベンゾイルアルキル基を例示できる。
【０２８３】
　ピペリジン環上に置換基として低級アルキル基を有することのあるピペリジニル低級ア
ルキル基としては、例えば、［（１，２，３又は４－）ピペリジニル］メチル、２－［（
１，２，３又は４－）ピペリジニル］エチル、１－［（１，２，３又は４－）ピペリジニ



(109) JP 2010-505762 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

ル］エチル、３－［（１，２，３又は４－）ピペリジニル］プロピル、４－［（１，２，
３又は４－）ピペリジニル］ブチル、５－［（１，２，３又は４－）ピペリジニル］ペン
チル、６－［（１，２，３又は４－）ピペリジニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－
［（１，２，３又は４－）ピペリジニル］エチル、２－メチル－３－［（１，２，３又は
４－）ピペリジニル］プロピル、［１－メチル－（２，３又は４－）ピペリジニル］メチ
ル、２－［１－エチル－（２，３又は４－）ピペリジニル］エチル、１－［４－プロピル
－（１，２又は３－）ピペリジニル］エチル、３－［３－イソプロピル－（１，２，４，
５又は６－）ピペリジニル］プロピル、４－［２－ブチル－（１，３，４，５又は６－）
ピペリジニル］ブチル、５－［１－イソブチル－（２，３又は４－）ピペリジニル］ペン
チル、６－［１－ｔｅｒｔ－ブチル－（２，３又は４－）ピペリジニル］へキシル、１，
１－ジメチル－２－［４－ペンチル－（１，２又は３－）ピペリジニル］エチル、２－メ
チル－３－［１－ヘキシル－（２，３又は４－）ピペリジニル］プロピル、［１，２－ジ
メチル－（３，４，５又は６－）ピペリジニル］メチル、［１，２，６－トリメチル－（
３，４又は５－）ピペリジニル］メチル基等のピペリジン環上に置換基として炭素数１～
６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を１～３個有することがあり、アルキル部分が炭素数１
～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるピペリジニルアルキル基を例示できる。
【０２８４】
　イミダゾール環上に置換基としてフェニル基を１～３個有することのあるイミダゾリル
基としては、例えば、（１，２，４又は５－）イミダゾリル、１－フェニル－（２，４又
は５－）イミダゾリル、２－フェニル－（１，４又は５－）イミダゾリル、４－フェニル
－（１，２又は５－）イミダゾリル、５－フェニル－（１，２又は４－）イミダゾリル、
１，２－ジフェニル－（４又は５－）イミダゾリル、２，４－ジフェニル－（１又は５－
）イミダゾリル、４，５－ジフェニル－（１又は２－）イミダゾリル、２，５－ジフェニ
ル－（１又は４－）イミダゾリル、２，４，５－トリフェニル－１－イミダゾリル基等の
イミダゾール環上に置換基としてフェニル基を１～３個有することのあるイミダゾリル基
を例示できる。
【０２８５】
　ベンズイミダゾール環上に置換基として低級アルキル基を１～３個有することのあるベ
ンズイミダゾリル基としては、例えば、（１，２，４，５，６又は７－）ベンズイミダゾ
リル、１－メチル－（２，４，５，６又は７－）ベンズイミダゾリル、２－エチル－（１
，４，５，６又は７－）ベンズイミダゾリル、４－プロピル－（１，２，５，６又は７－
）ベンズイミダゾリル、５－ブチル－（１，２，４，６又は７－）ベンズイミダゾリル、
６－ペンチル－（１，２，４，５又は７－）ベンズイミダゾリル、７－ヘキシル－（１，
２，４，５又は６－）ベンズイミダゾリル、１－エチル－（２，４，５，６又は７－）ベ
ンズイミダゾリル］ヘキシル、１－ブチル－（２，４，５，６又は７－）ベンズイミダゾ
リル、１－イソプロピル－（１，２，４，５，６又は７－）ベンズイミダゾリル、１，２
－ジメチル－（４，５，６又は７－）ベンズイミダゾリル、１－メチル－４－エチル－（
２，５，６又は７－）ベンズイミダゾリル、１－プロピル－５－メチル－（２，４，６又
は７－）ベンズイミダゾリル、１，２，５－トリメチル－（２，４，５，６又は７－）ベ
ンズイミダゾリル基等のベンズイミダゾール環上に置換基として炭素数１～６の直鎖又は
分枝鎖状アルキル基を１～３個有することのあるベンズイミダゾリル基を例示できる。
【０２８６】
　ピリジル低級アルコキシ基としては、例えば、（２，３又は４－）ピリジルメトキシ、
２－［（２，３又は４－）ピリジル］エトキシ、１－［（２，３又は４－）ピリジル］エ
トキシ、３－［（２，３又は４－）ピリジル］プロポキシ、４－［（２，３又は４－）ピ
リジル］ブトキシ、１，１－ジメチル－２－［（２，３又は４－）ピリジル］エトキシ、
５－［（２，３又は４－）ピリジル］ペンチルオキシ、６－［（２，３又は４－）ピリジ
ル］ヘキシルオキシ、１－［（２，３又は４－）ピリジル］イソプロポキシ、２－メチル
－３－［（２，３又は４－）ピリジル］プロポキシ基等のアルキル部分が炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるピリジルアルコキシ基を例示できる。
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【０２８７】
　テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，２，３，４
－テトラヒドロキノリル低級アルキル基としては、例えば、（１，２，３，４，５，６，
７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリルメチル、２－［（１，２，３，４，
５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］エチル、１－［（１，２
，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］エチル、３－
［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］プ
ロピル、４－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロ
キノリル］ブチル、５－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テ
トラヒドロキノリル］ペンチル、６－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２
，３，４－テトラヒドロキノリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（１，２，３，
４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］エチル、２－メチル
－３－［（１，２，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリ
ル］プロピル、［２－オキソ－（１，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テ
トラヒドロキノリル］メチル、［４－オキソ－（１，２，３，５，６，７又は８－）１，
２，３，４－テトラヒドロキノリル］メチル、［２，４－ジオキソ－（１，３，５，６，
７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］メチル、２－［２－オキソ－（１
，３，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］エチル、３－
［４－オキソ－（１，２，３，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノ
リル］プロピル、４－［２，４－ジオキソ－（１，３，５，６，７又は８－）１，２，３
，４－テトラヒドロキノリル］ブチル、５－［２－オキソ－（１，３，４，５，６，７又
は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］ペンチル、６－［４－オキソ－（１，
２，３，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］ヘキシル基等の
テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基１～２個を有することがあり、アルキ
ル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基である１，２，３，４－テトラヒド
ロキノリルアルキル基を例示できる。
【０２８８】
　１，３，４－オキサジアゾール環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，３
，４－オキサジアゾリル低級アルキル基としては、例えば、（２又は５－）１，３，４－
オキサジアゾリルメチル、２－［（２又は５－）１，３，４－オキサジアゾリル］エチル
、１－［（２又は５－）１，３，４－オキサジアゾリル］エチル、３－［（２又は５－）
１，３，４－オキサジアゾリル］プロピル、４－［（２又は５－）１，３，４－オキサジ
アゾリル］ブチル、５－［（２又は５－）１，３，４－オキサジアゾリル］ペンチル、６
－［（２又は５－）１，３，４－オキサジアゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－
［（２又は５－）１，３，４－オキサジアゾリル］エチル、２－メチル－３－［（２又は
５－）１，３，４－オキサジアゾリル］プロピル、２－オキソ－［（３又は５－）１，３
，４－オキサジアゾリル］メチル、５－オキソ－［（２又は３－）１，３，４－オキサジ
アゾリル］メチル、２－［２－オキソ－（３又は５－）（１，３，４－オキサジアゾリル
）］エチル、１－［５－オキソ－（２又は３－）１，３，４－オキサジアゾリル］エチル
、３－［（２又は５－）１，３，４－オキサジアゾリル］プロピル、４－［２－オキソ（
３又は５－）１，３，４－オキサジアゾリル］ブチル、５－［５－オキソ（２又は３－）
１，３，４－オキサジアゾリル］ペンチル、６－［２－オキソ（３又は５－）１，３，４
－オキサジアゾリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［５－オキソ（２又は３－）１
，３，４－オキサジアゾリル］エチル、２－メチル－３－［２－オキソ（３又は５－）１
，３，４－オキサジアゾリル］プロピル基等の１，３，４－オキサジアゾール環上に置換
基としてオキソ基を有することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状
アルキル基である１，３，４－オキサジアゾリルアルキル基を例示できる。
【０２８９】
　チエニル低級アルキル基としては、例えば、（２又は３－）チエニルメチル、２－［（
２又は３－）チエニル］エチル、１－［（２又は３－）チエニル］エチル、３－［（２又
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は３－）チエニル］プロピル、４－［（２又は３－）チエニル］ブチル、５－［（２又は
３－）チエニル］ペンチル、６－［（２又は３－）チエニル］ヘキシル、１，１－ジメチ
ル－２－［（２又は３－）チエニル］エチル、２－メチル－３－［（２又は３－）チエニ
ル］プロピル基等のアルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるチ
エニルアルキル基を例示できる。
【０２９０】
　ピリミジン環上に置換基としてオキソ基を有することのあるピリミジニルカルボニル基
としては、例えば、（２，３，４又は６－）ピリミジニルカルボニル、２，６－ジオキソ
－（１，３，４又は５－）ピリミジニルカルボニル、２－オキソ－（１，３，４，５又は
６－）ピリミジニルカルボニル、６－オキソ－（１，２，３，４又は５－）ピリミジニル
カルボニル、４－オキソ－（１，２，３，５又は６－）ピリミジニルカルボニル、２，４
－ジオキソ－（１，３，４又は６－）ピリミジニルカルボニル、２，４，６－トリオキソ
－（１，３又５－）ピリミジニルカルボニル基等のピリミジン環上に置換基としてオキソ
基を１～３個有することのあるピリミジニルカルボニル基を例示できる。
【０２９１】
　低級アルコキシ低級アルコキシ基としては、例えば、メトキシメトキシ、１－エトキシ
エトキシ、２－メトキシエトキシ、２－プロポキシエトキシ、３－イソプロポキシプロポ
キシ、４－ブトキシブトキシ、５－ペンチルオキシペンチルオキシ、６－ヘキシルオキシ
ヘキシルオキシ、１，１－ジメチル－２－メトキシエトキシ、２－メチル－３－エトキシ
プロポキシ、３－メトキシプロポキシ基等の置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖
状アルコキシ基を有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基を例示
できる。
【０２９２】
　低級アルコキシカルボニル低級アルコキシ基としては、例えば、メトキシカルボニルメ
トキシ、エトキシカルボニルメトキシ、２－メトキシカルボニルエトキシ、２－エトキシ
カルボニルエトキシ、１－エトキシカルボニルエトキシ、３－メトキシカルボニルプロポ
キシ、３－エトキシカルボニルプロポキシ、４－エトキシカルボニルブトキシ、５－イソ
プロポキシカルボニルペンチルオキシ、６－プロポキシカルボニルヘキシルオキシ、１，
１－ジメチル－２－ブトキシカルボニルエトキシ、２－メチル－３－ｔｅｒｔ－ブトキシ
カルボニルプロポキシ、２－ペンチルオキシカルボニルエトキシ、ヘキシルオキシカルボ
ニルメトキシ基等の２つのアルコキシ部分が共に炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコ
キシ基であるアルコキシカルボニルアルコキシ基を例示できる。
【０２９３】
　カルボキシ低級アルコキシ基としては、例えば、カルボキシメトキシ、２－カルボキシ
エトキシ、１－カルボキシエトキシ、３－カルボキシプロポキシ、４－カルボキシブトキ
シ、５－カルボキシペンチルオキシ、６－カルボキシヘキシルオキシ、１，１－ジメチル
－２－カルボキシエトキシ、２－メチル－３－カルボキシプロポキシ基等のアルコキシ部
分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基であるカルボキシアルコキシ基を例示
できる。
【０２９４】
　フェノキシ低級アルカノイル基としては、例えば、２－フェノキシアセチル、３－フェ
ノキシプロピオニル、２－フェノキシプロピオニル、４－フェノキシブチリル、５－フェ
ノキシペンタノイル、６－フェノキシヘキサノイル、２，２－ジメチル－２－フェノキシ
プロピオニル、２－メチル－３－フェノキシプロピオニル基等のアルカノイル部分が炭素
数２～６の直鎖又は分枝鎖状アルカノイル基であるフェノキシアルカノイル基を例示でき
る。
【０２９５】
　テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，２，３，４
－テトラヒドロキノリルカルボニル基としては、例えば、［（１，３，４，５，６，７又
は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］カルボニル、［２－オキソ－（１，３



(112) JP 2010-505762 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

，４，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル］カルボニル、［４
－オキソ－（１，２，３，５，６，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル
］カルボニル、［２，４－ジオキソ－（１，３，５，６，７又は８－）１，２，３，４－
テトラヒドロキノリル］カルボニル基等のテトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキ
ソ基を１～２個を有することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノリルカルボニル基
を例示できる。
【０２９６】
　テトラヒドロキノリン環上に置換基としてオキソ基を有することのある１，２，３，４
－テトラヒドロキノリル基としては、例えば、（１，２，３，４，５，６，７又は８－）
１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、２－オキソ－（１，３，４，５，６，７又は８
－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、４－オキソ－（１，２，３，５，６，７又
は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル、２，４－ジオキソ－（１，３，５，６
，７又は８－）１，２，３，４－テトラヒドロキノリル基等のテトラヒドロキノリン環上
に置換基としてオキソ基を１～２個有することのある１，２，３，４－テトラヒドロキノ
リル基を例示できる。
【０２９７】
　置換基として低級アルコキシカルボニル基を有することのあるアミノ基としては、例え
ば、アミノ、メトキシカルボニルアミノ、エトキシカルボニルアミノ、プロポキシカルボ
ニルアミノ、イソプロポキシカルボニルアミノ、ブトキシカルボニルアミノ、ｔｅｒｔ－
ブトキシカルボニルアミノ、ペンチルオキシカルボニルアミノ、ヘキシルオキシカルボニ
ルアミノ基等の炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシカルボニル基を有することの
あるアミノ基を挙げることができる。
【０２９８】
　フェニル環上に置換基として低級アルコキシ基を１～３個有することのあるベンゾイル
基としては、例えば、ベンゾイル、２－メトキシベンゾイル、３－メトキシベンゾイル、
４－メトキシルベンゾイル、２－エトキシベンゾイル、３－エトキシベンゾイル、４－エ
トキシベンゾイル、４－イソプロポキシベンゾイル、３－ブトキシベンゾイル、４－ペン
チルオキシベンゾイル、４－ヘキシルオキシベンゾイル、３，４－ジメトキシベンゾイル
、３，４－ジエトキシベンゾイル、２，４－ジメトキシベンゾイル、２，５－ジメトキシ
ベンゾイル、２，６－ジメトキシベンゾイル、３，４，５－トリメトキシベンゾイル基等
のフェニル環上に置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状のアルコキシ基を１～３
個有することのあるベンゾイル基を例示できる。
【０２９９】
　フェニル環上に置換基として低級アルコキシカルボニル基、シアノ基、ニトロ基、フェ
ニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、
置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基及び低級アルキルチオ基
なる群から選ばれた基を１～３個有していてもよいフェニルを１～２個有する低級アルキ
ル基としては、例えば、前記フェニル低級アルキル基に加え、１，１－ジフェニルメチル
、１，１－ジ（４－フルオロフェニル）メチル、１－フェニル－１－（４－メトキシフェ
ニル）メチル、３，３－ジフェニルプロピル、２，５－ジフルオロベンジル、２，４－ジ
フルオロベンジル、３，４－ジフルオロベンジル、３，５－ジフルオロベンジル、２，６
－ジフルオロベンジル、３－トリフルオロメチルベンジル、２－トリフルオロメチルベン
ジル、４－トリフルオロメチルベンジル、３，４－ジメトキシベンジル、３，５－ジメト
キシベンジル、２－クロロベンジル、３－クロロベンジル、４－クロロベンジル、２－メ
チルベンジル、３－メチルベンジル、４－メチルベンジル、３，４－ジメチルベンジル、
２，３－ジメチルベンジル、２－メトキシベンジル、３－メトキシベンジル、４－シアノ
ベンジル、２－シアノベンジル、３－シアノベンジル、４－メトキシベンジル、２，３－
ジクロロベンジル、２，４－ジクロロベンジル、２，５－ジクロロベンジル、３，４－ジ
クロロベンジル、２，６－ジクロロベンジル、４－フルオロベンジル、３－フルオロベン
ジル、２－フルオロベンジル、４－ニトロベンジル、３－ニトロベンジル、２－ニトロベ
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ンジル、３－トリフルオロメトキシベンジル、４－トリフルオロメトキシベンジル、２－
トリフルオロメトキシベンジル、４－メトキシカルボニルベンジル、３－メトキシカルボ
ニルベンジル、４－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル、４－エチルベンジル、４－イソプロピル
ベンジル、４－メトキシ－３－クロロベンジル、２－（４－メトキシフェニル）エチル、
２－（４－フルオロフェニル）エチル、２－（４－クロロフェニル）エチル、２－（３－
メトキシフェニル）エチル、２－（４－メチルフェニル）エチル、４－フェニルベンジル
、３，３－ジフェニルプロピル、３－メチル－４－ニトロベンジル、４－（４－メトキシ
フェニル）ブチル、２－（４－メチルフェニル）エチル、４－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボ
ニルベンジル、３－クロロ－６－メトキシベンジル、４－ニトロ－３－メチルベンジル、
４－ｔｅｒｔ－ブチリルベンジル、２－（２－エトキシカルボニルフェニル）エチル、１
－（３－プロポキシカルボニルフェニル）エチル、３－（４－ペンチルオキシカルボニル
フェニル）プロピル、４－（３－ヘキシロオキシカルボニルフェニル）ブチル、５－（３
，４－ジメトキシカルボニルフェニル）ペンチル、６－（３，４，５－ジエトキシカルボ
ニルフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（４－ブトキシカルボニルフェニル）
エチル、２－メチル－３－（４－メトキシカルボニルフェニル）プロピル、２－（２－シ
アノフェニル）エチル、１－（３－シアノフェニル）エチル、３－（４－シアノフェニル
）プロピル、４－（２－シアノフェニル）ブチル、５－（３－シアノフェニル）ペンチル
、６－（４－シアノフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジシアノフ
ェニル）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－トリシアノフェニル）プロピル、２－
（２－ニトロフェニル）エチル、１－（３－ニトロフェニル）エチル、３－（４－ニトロ
フェニル）プロピル、４－（２－ニトロフェニル）ブチル、５－（３－ニトロフェニル）
ペンチル、６－（４－ニトロフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジ
ニトロフェニル）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－トリニトロフェニル）プロピ
ル、２－（２－フェニルフェニル）エチル、１－（３－フェニルフェニル）エチル、３－
（４－フェニルフェニル）プロピル、４－（２－フェニルフェニル）ブチル、５－（３－
フェニルフェニル）ペンチル、６－（４－フェニルフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチ
ル－２－（２，４－ジフェニルフェニル）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－トリ
フェニルフェニル）プロピル、２－（２－フルオロフェニル）エチル、１－（３－ブロモ
フェニル）エチル、３－（４－ヨードフェニル）プロピル、４－（２－ブロモフェニル）
ブチル、５－（３－クロロフェニル）ペンチル、６－（４－ブロモフェニル）ヘキシル、
１，１－ジメチル－２－（２，４－ジクロロフェニル）エチル、２－メチル－３－（２，
４，６－トリフルオロフェニル）プロピル、２－（２－エチルフェニル）エチル、１－（
３－プロピルフェニル）エチル、３－（４－ブチルフェニル）プロピル、４－（２－ペン
チルフェニル）ブチル、５－（３－ヘキシルフェニル）ペンチル、６－（４－トリフルオ
ロメチルフェニル）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジメチルフェニル）エ
チル、２－メチル－３－［２，４，６－トリ（トリフルオロメチル）フェニル］プロピル
、２－（２－エトキシフェニル）エチル、１－（３－プロポキシフェニル）エチル、３－
（４－ブトキシフェニル）プロピル、４－（２－ペンチルオキシフェニル）ブチル、５－
（３－ヘキシルオキシフェニル）ペンチル、６－（４－トリフルオロメトキシフェニル）
ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジメトキシフェニル）エチル、２－メチル
－３－［２，４，６－トリ（トリフルオロメトキシ）フェニル］プロピル、２－メチルチ
オベンジル、３－メチルチオベンジル、４－メチルチオベンジル、３，４－ジメチルチオ
ベンジル、２，３－ジメチルチオベンジル、２－（２－エチルチオフェニル）エチル、２
－（４－メチルチオフェニル）エチル、１－（３－プロピルチオフェニル）エチル、３－
（４－ブチルチオフェニル）プロピル、４－（２－ペンチルチオフェニル）ブチル、５－
（３－ヘキシルチオフェニル）ペンチル、６－（４－メチルチオフェニル）ヘキシル、１
，１－ジメチル－２－（２，４－ジメチルチオフェニル）エチル、２－メチル－３－［２
，４，６－トリメチルチオフェニル］プロピル、２－メチル－４－シアノベンジル、３－
エトキシ－４－エトキシカルボニルベンジル、４－フェニル－３－ニトロベンジル、３－
フルオロ－４－メトキシベンジル、４－トリフルオロメチル－３－シアノベンジル、３－
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トリフルオロメトキシ－３－フルオロベンジル基等の置換基としてフェニル環上に置換基
として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシカルボニル基、シアノ基、ニトロ基、
フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素
数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基、置換基としてハロゲン原子を１～３個有するこ
とのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルコキシ基及び炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルキルチオ基なる群から選ばれた基を１～３個有していてもよいフェニルを１～２
個有する炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基を例示できる。
【０３００】
　フェニル環上に置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基及び置
換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基なる群より選ばれた基が１～
３個置換していてもよいフェニル基としては、例えば、フェニル、２－メチルフェニル、
３－メチルフェニル、４－メチルフェニル、２－エチルフェニル、３－エチルフェニル、
４－エチルフェニル、４－イソプロピルフェニル、３－ブチルフェニル、４－ペンチルフ
ェニル、４－ヘキシルフェニル、３，４－ジメチルフェニル、３，４－ジエチルフェニル
、２，４－ジメチルフェニル、２，５－ジメチルフェニル、２，６－ジメチルフェニル、
３，４，５－トリメチルフェニル、２－メトキシフェニル、３－メトキシフェニル、４－
メトキシフェニル、２－エトキシフェニル、３－エトキシフェニル、４－エトキシフェニ
ル、４－イソプロポキシフェニル、３－ブトキシフェニル、４－ペンチルオキシフェニル
、４－ヘキシルオキシフェニル、３，４－ジメトキシフェニル、３，４－ジエトキシフェ
ニル、２，４－ジメトキシフェニル、２，５－ジメトキシフェニル、２，６－ジメトキシ
フェニル、３，４，５－トリメトキシフェニル、２－トリフルオロメトキシフェニル、３
－トリフルオロメトキシフェニル、４－トリフルオロメトキシフェニル、２－（ブロモメ
トキシ）フェニル、３－（２－クロロエトキシ）フェニル、４－（２，３－ジクロロプロ
ポキシ）フェニル、４－（４－フルオロブトキシ）フェニル、３－（５－クロロペンチル
オキシ）フェニル、４－（５－ブロモヘキシルオキシ）フェニル、４－（５，６－ジブロ
モヘキシルオキシ）フェニル、３，４－ジ（トリフルオロメトキシ）フェニル、３，４－
ジ（４，４，４－トリクロロブトキシ）フェニル、２，４－ジ（３－クロロ－２－メトキ
シプロピル）フェニル、２，５－ジ（３－クロロプロポキシ）フェニル、２，６－ジ（２
，２，２－トリフルオロエトキシ）フェニル、３，４，５－トリ（トリフルオロメトキシ
）フェニル、４－（２，２，２－トリクロロエトキシ）フェニル、２－メチル－４－トリ
フルオロメトキシフェニル、３－エチル－４－トリクロロメトキシフェニル、２－メトキ
シ－４－トリフルオロメトキシフェニル、３－エトキシ－４－トリクロロメトキシフェニ
ル、２－トリフルオロメチルフェニル、３－トリフルオロメチルフェニル、４－トリフル
オロメチルフェニル、２－（ブロモメチル）フェニル、３－（２－クロロエチル）フェニ
ル、４－（２，３－ジクロロプロピル）フェニル、４－（４－フルオロブチル）フェニル
、３－（５－クロロペンチル）フェニル、４－（５－ブロモヘキシル）フェニル、４－（
５，６－ジブロモヘキシル）フェニル、３，４－ジ（トリフルオロメチル）フェニル、３
，４－ジ（４，４，４－トリクロロブチル）フェニル、２，４－ジ（３－クロロ－２－メ
チルプロピル）フェニル、２，５－ジ（３－クロロプロピル）フェニル、２，６－ジ（２
，２，２－トリフルオロエチル）フェニル、３，４，５－トリ（トリフルオロメチル）フ
ェニル、４－（２，２，２－トリクロロエチル）フェニル、２－メチル－４－トリフルオ
ロメチルフェニル、３－エチル－４－トリクロロメチルフェニル基等のフェニル環上に置
換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状の
アルコキシ基及び置換基としてハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～６の
直鎖又は分枝鎖状のアルキル基なる群より選ばれた基が１～３個置換していてもよいフェ
ニル基を例示できる。
【０３０１】
　ピロリジン環上に置換基として水酸基を有することのある低級アルキル基を１～３個有
することのあるピロリジニル低級アルキル基としては、例えば、［（１，２又は３－）ピ
ロリジニル］メチル、２－［（１，２又は３－）ピロリジニル］エチル、１－［（１，２
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又は３－）ピロリジニル］エチル、３－［（１，２又は３－）ピロリジニル］プロピル、
４－［（１，２又は３－）ピロリジニル］ブチル、５－［（１，２又は３－）ピロリジニ
ル］ペンチル、６－［（１，２又は３－）ピロリジニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－
２－［（１，２又は３－）ピロリジニル］エチル、２－メチル－３－［（１，２又は３－
）ピロリジニル］プロピル、［１－メチル－（２又は３－）ピロリジニル］メチル、２－
［２－エチル－（１，３，４又は５－）ピロリジニル］エチル、１－［３－プロピル－（
１，２，４又は５－）ピロリジニル］エチル、３－［１－ブチル－（２又は３－）ピロリ
ジニル］プロピル、４－［２－ペンチル－（１，３，４又は５－）ピロリジニル］ブチル
、５－［３－ヘキシル－（１，２，４又は５－）ピロリジニル］ペンチル、６－［１，２
－ジメチル－（３，４又は５－）ピロリジニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［１
，２，３－トリメチル－（４又は５－）ピロリジニル］エチル、２－メチル－３－［１－
エチル－２－メチル－（３，４又は５－）ピロリジニル］プロピル、［１－（２－ヒドロ
キシエチル）－（２又は３－）ピロリジニル］メチル、［２－ヒドロキシメチル－（１，
３，４又は５－）ピロリジニル］メチル、２－［２－ヒドロキシメチル－（１，３，４又
は５－）ピロリジニル］エチル、１－［３－（３－ヒドロキシプロピル）－（１，２，４
又は５－）ピロリジニル］エチル、３－［１－（４－ヒドロキシブチル）－（２又は３－
）ピロリジニル］プロピル、４－［２－（５－ヒドロキシペンチル）－（１，３，４又は
５－）ピロリジニル］ブチル、５－［３－（６－ヒドロキシヘキシル）－（１，２，４又
は５－）ピロリジニル］ペンチル、６－［１，２－ジヒドロキシメチル－（３，４又は５
－）ピロリジニル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［１，２，３－トリヒドロキシメ
チル－（４又は５－）ピロリジニル］エチル、２－メチル－３－［２－（１，２－ヒドロ
キシエチル）－（１，３，４又は５－）ピロリジニル］プロピル、［２－（２，３，４－
トリヒドロキシブチル）－（１，３，４又は５－）ピロリジニル］メチル基等のピロリジ
ン環上に置換基として水酸基を１～３個有することのある炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖
状アルキル基を１～３個有することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状アルキル基であるピロリジニルアルキル基を例示できる。
【０３０２】
　置換基としてフェニル基及び低級アルキル基なる群から選ばれた基を有することのある
アミノ置換低級アルキル基としては、例えば、アミノメチル、２－アミノメチル、１－ア
ミノエチル、３－アミノプロピル、４－アミノブチル、５－アミノペンチル、６－アミノ
ヘキシル、１，１－ジメチル－２－アミノエチル、Ｎ，Ｎ－ジエチル－２－アミノエチル
、２－メチル－３－アミノプロピル、メチルアミノメチル、１－エチルアミノエチル、２
－プロピルアミノエチル、３－イソプロピルアミノプロピル、４－ブチルアミノブチル、
５－ペンチルアミノペンチル、６－ヘキシルアミノヘキシル、ジメチルアミノメチル、２
－ジイソプロピルアミノエチル、（Ｎ－エチル－Ｎ－プロピルアミノ）メチル、２－（Ｎ
－メチル－Ｎ－ヘキシルアミノ）エチル、フェニルアミノメチル、１－フェニルアミノエ
チル、２－フェニルアミノエチル、３－フェニルアミノプロピル、４－フェニルアミノブ
チル、５－フェニルアミノペンチル、６－フェニルアミノヘキシル、Ｎ－メチル－Ｎ－フ
ェニルアミノメチル、２－（Ｎ－エチル－Ｎ－フェニルアミノ）エチル、（Ｎ－エチル－
Ｎ－フェニルアミノ）メチル、２－（Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルアミノ）エチル基等の置
換基としてフェニル基及び炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基なる群より選ばれ
た基を１～２個有することのあるアミノ基が置換した炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状ア
ルキル基を例示できる。
【０３０３】
　低級アルキル基上に置換基として水酸基を有することのあるテトラヒドロフリル低級ア
ルキル基としては、例えば、［（２又は３－）テトラヒドロフリル］メチル、２－［（２
又は３－）テトラヒドロフリル］エチル、１－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］エ
チル、３－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］プロピル、４－［（２又は３－）テト
ラヒドロフリル］ブチル、５－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］ペンチル、６－［
（２又は３－）テトラヒドロフリル］ヘキシル、１，１－ジメチル－２－［（２又は３－
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）テトラヒドロフリル］エチル、２－メチル－３－［（２又は３－）テトラヒドロフリル
］プロピル、１－ヒドロキシ－１－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］メチル、２－
ヒドロキシ－２－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］エチル、２－ヒドロキシ－１－
［（２又は３－）テトラヒドロフリル］エチル、３－ヒドロキシ－３－［（２又は３－）
テトラヒドロフリル］プロピル、４－ヒドロキシ－４－［（２又は３－）テトラヒドロフ
リル］ブチル、５－ヒドロキシ－５－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］ペンチル、
６－ヒドロキシ－６－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］ヘキシル、２－ヒドロキシ
－１，１－ジメチル－２－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］エチル、３－ヒドロキ
シ－２－メチル－３－［（２又は３－）テトラヒドロフリル］プロピル基等の低級アルキ
ル基上に置換基として水酸基を有することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又
は分枝鎖状アルキル基であるテトラヒドロフリルアルキル基を例示できる。
【０３０４】
　フェニル環上に置換基として低級アルキル基及びニトロ基なる群から選ばれた基を１～
３個有することのあるフェノキシ低級アルキル基としては、例えば、前記フェノキシ低級
アルキル基に加えて、２－メチルフェノキシメチル、３－メチルフェノキシメチル、４－
メチルフェノキシメチル、３，４－ジメチルフェノキシメチル、２，３－ジメチルフェノ
キシメチル、３，４，５－トリメチルフェノキシメチル、２－（２－エチルフェノキシ）
エチル、２－（３－メチルフェノキシ）エチル、２－（４－メチルフェノキシ）エチル、
１－（３－プロピルフェノキシ）エチル、３－（４－ブチルフェノキシ）プロピル、４－
（２－ペンチルフェノキシ）ブチル、５－（３－ヘキシルフェノキシ）ペンチル、６－（
４－メチルフェノキシ）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジメチルフェノキ
シ）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－トリメチルフェノキシ）プロピル、２－（
４－ニトロ－３－メチルフェノキシ）エチル、４－ニトロフェノキシメチル、３－ニトロ
フェノキシメチル、２－ニトロフェノキシメチル、２－（２－ニトロフェノキシ）エチル
、２－（４－ニトロフェノキシ）エチル、１－（３－ニトロフェノキシ）エチル、３－（
４－ニトロフェノキシ）プロピル、４－（２－ニトロフェノキシ）ブチル、５－（３－ニ
トロフェノキシ）ペンチル、６－（４－ニトロフェノキシ）ヘキシル、１，１－ジメチル
－２－（２，４－ジニトロフェノキシ）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－トリニ
トロフェノキシ）プロピル等のフェニル環上に置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝
鎖状のアルキル基及びニトロ基なる群から選ばれた基を１～３個有することがあり、アル
キル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェノキシアルキル基を例
示できる。
【０３０５】
　フェニル低級アルカノイル基としては、例えば、２－フェニルアセチル、３－フェニル
プロピオニル、２－フェニルプロピオニル、４－フェニルブチリル、５－フェニルペンタ
ノイル、６－フェニルヘキサノイル、２，２－ジメチル－３－フェニルプロピオニル、２
－メチル－３－フェニルプロピオニル基等のアルカノイル部分が炭素数２～６の直鎖又は
分枝鎖状アルカノイル基であるフェニルアルカノイル基を例示できる。
　フェニル環上に、置換基としてハロゲン原子及びハロゲン原子を有することのある低級
アルキル基なる群から選ばれた基が１～３個有することのあるフェニル基としては、例え
ば、フェニル、３，４－ジフルオロフェニル、２－フルオロフェニル、３－ブロモフェニ
ル、４－ヨードフェニル、４－メチルフェニル、２－メチルフェニル、３－メチルフェニ
ル、２－エチルフェニル、３－エチルフェニル、４－エチルフェニル、４－イソプロピル
フェニル、３－ブチルフェニル、４－ペンチルフェニル、４－ヘキシルフェニル、３，４
－ジメチルフェニル、３，４－ジエチルフェニル、２，４－ジメチルフェニル、２，５－
ジメチルフェニル、２，６－ジメチルフェニル、３，４，５－トリメチルフェニル、２－
トリフルオロメチルフェニル、３－トリフルオロメチルフェニル、４－トリフルオロメチ
ルフェニル、２－（ブロモメチル）フェニル、３－（２－クロロエチル）フェニル、４－
（２，３－ジクロロプロピル）フェニル、４－（４－フルオロブチル）フェニル、３－（
５－クロロペンチル）フェニル、４－（５－ブロモヘキシル）フェニル、４－（５，６－
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ジブロモヘキシル）フェニル、３，４－ジ（トリフルオロメチル）フェニル、３，４－ジ
（４，４，４－トリクロロブチル）フェニル、２，４－ジ（３－クロロ－２－メチルプロ
ピル）フェニル、２，５－ジ（３－クロロプロピル）フェニル、２，６－ジ（２，２，２
－トリフルオロエチル）フェニル、３，４，５－トリ（トリフルオロメチル）フェニル、
４－（２，２，２－トリクロロエチル）フェニル、２－メチル－４－トリフルオロメチル
フェニル、３－エチル－４－トリクロロメチルフェニル、２－クロロ－４－トリフルオロ
メチルフェニル、３－エチル－４－フルオロフェニル、３－フルオロ－４－トリクロロメ
チルフェニル、２－メチル－３－トリフルオロメチル－４－トリフルオロメチルフェニル
、３－フルオロフェニル、４－フルオロフェニル、２－ブロモフェニル、４－ブロモフェ
ニル、２－ヨードフェニル、３－ヨードフェニル、２，３－ジブロモフェニル、２，４－
ジヨードフェニル、２，５－ジフルオロフェニル、２，６－ジクロロフェニル、２，４，
６－トリクロロフェニル、２，４－ジフルオロフェニル、３，５－ジフルオロフェニル、
２，６－ジフルオロフェニル、２－クロロフェニル、３－クロロフェニル、４－クロロフ
ェニル、２，３－ジクロロフェニル、２，４－ジクロロフェニル、２，５－ジクロロフェ
ニル、３，４－ジクロロフェニル、２，６－ジクロロフェニル、３，５－ジクロロフェニ
ル、２，４，６－トリフルオロフェニル、２，４－ジフルオロフェニル基等フェニル環上
に、置換基としてハロゲン原子及びハロゲン原子を１～３個有することのある炭素数１～
６の直鎖又は分枝鎖状のアルキル基及びなる群から選ばれた基が１～３個有することのあ
るフェニル基を例示できる。
【０３０６】
　Ｒ２０及びＲ２１、Ｒ２２及びＲ２３、Ｒ２６及びＲ２７、Ｒ２９及びＲ３０又はＲ３

２及びＲ３３が結合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又
は介することなく互いに結合して形成される５～７員の飽和複素環基としては、例えば、
ピロリジニル、ピペリジニル、ピペラジニル、モルホリノ、チオモルホリノ、ホモピペラ
ジニル基等を例示できる。
【０３０７】
　フェニル環上に置換基として低級アルキル基を有することのあるフェノキシ低級アルキ
ル基としては、例えば、前記フェノキシ低級アルキル基に加えて、２－メチルフェノキシ
メチル、３－メチルフェノキシメチル、４－メチルフェノキシメチル、３，４－ジメチル
フェノキシメチル、２，３－ジメチルフェノキシメチル、３，４，５－トリメチルフェノ
キシメチル、２－（２－エチルフェノキシ）エチル、２－（４－メチルフェノキシ）エチ
ル、１－（３－プロピルフェノキシ）エチル、３－（４－ブチルフェノキシ）プロピル、
４－（２－ペンチルフェノキシ）ブチル、５－（３－ヘキシルフェノキシ）ペンチル、６
－（４－メチルフェノキシ）ヘキシル、１，１－ジメチル－２－（２，４－ジメチルフェ
ノキシ）エチル、２－メチル－３－（２，４，６－トリメチルフェノキシ）プロピル基等
のフェニル環上に置換基として炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状のアルキルを１～３個有
することがあり、アルキル部分が炭素数１～６の直鎖又は分枝鎖状アルキル基であるフェ
ノキシアルキル基を例示できる。
　一般式（I）の化合物のうち、下記の化合物又はその塩がより好ましい。
Ｘ１は、窒素原子又は基－ＣＨ＝を示す。
Ｒ１は、基－Ｚ－Ｒ６を示す。
Ｚは、基－Ｎ（Ｒ８）－Ｂ－、基－Ｂ－Ｎ（Ｒ８）－、基－Ｂ０－Ｏ－、基－Ｎ（Ｒ９ａ

）－ＣＯ－Ｎ（Ｒ９ｂ）－を示す。
Ｒ８は、水素原子、置換基として低級アルコキシ基を有することのある低級アルキル基、
低級アルカノイル基、低級アルキルスルホニル基又はフェニル低級アルキル基を示す。
Ｂは、基－ＣＯ－又は低級アルキレン基を示す。
Ｂ０は、低級アルキレン基を示す。
Ｒ９ａは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ９ｂは、水素原子又は低級アルキル基を示す。
Ｒ６は、基
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【化５８】

を示す。
Ｒ７は、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、
を示す。
ｍは、１または２の整数を示す。ｍが２を示す場合、２個のＲ７は、同一であってもよい
し、異なっていてもよい。
Ｒ２は、水素原子、ハロゲン原子又は低級アルキル基を示す。
Ｙは、基－Ｏ－、基－Ｎ（Ｒ５）－、を示す。
Ｒ５は、水素原子、低級アルキル基、を示す。
Ａは、基
【化５９】

を示す。
ｐは、１又は２を示す。
Ｒ３は、水素原子、低級アルコキシ基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有す
ることのある低級アルキル基、を示す。
Ｒ４は、基－（Ｔ）１－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示す。
Ｔは、基－Ｎ（Ｒ１７）－Ｂ３－ＣＯ－，基－Ｂ４－ＣＯ－，基－ＣＯ－、を示す。
Ｒ１７は、水素原子、低級アルキル基、を示す。
Ｂ３は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ４は、低級アルケニレン基又は置換基として水酸基を有することのある低級アルキレン
基を示す。
ｌは、０又は１を示す。
Ｒ１４は、水素原子又は置換基として水酸基を有することのあるアルキル基を示す。
Ｒ１５は、（36a）ピペラジン環上に置換基としてフェニル低級アルキル基（フェニル環
上に置換基として低級アルキレンジオキシ基及び低級アルコキシ基からなる群から選ばれ
た基を１～３個有していてもよい）及びピリジル低級アルキル基からなる群から選ばれた
基を１～３個有することのあるピペラジニル置換オキサリル基を示す。
Ｒ１４とＲ１５とは、これらが結合する窒素原子と共に、ピペラジニル基またはピペリジ
ニル基である複素環基を形成する。
該複素環上には、（28）フェニル環上に置換基として低級アルカノイル基、置換基として
低級アルカノイル基を有することのあるアミノ基、低級アルコキシカルボニル基、シアノ
基、ニトロ基、フェニル基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのあ
る低級アルキル基、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルコキシ基、フ
ェニル低級アルコキシ基、水酸基及び低級アルキレンジオキシ基からなる群から選ばれた
基が置換していてもよいフェニル置換低級アルキル基、（49）基－（Ｂ１２ＣＯ）ｔ－Ｎ
（Ｒ２０）Ｒ２１、（84）基－（Ｏ－Ｂ１５）ｓ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ２６）Ｒ２７、からなる
群から選ばれた基が置換していてもよい。
Ｂ１２は、低級アルキレン基を示す。
ｔは、０又は１を示す。
Ｒ２０とＲ２１とは、これらが結合する窒素原子と共に、ピペラジニル基、ピペリジニル
基である飽和複素環を形成する。該複素環上には、フェニル環上に置換基として低級アル
キレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基が置換していてもよい。
Ｂ１５は、低級アルキレン基を示す。
ｓは、０又は１を示す。
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Ｒ２６及びＲ２７は、同一又は異なって、水素原子、低級アルキル基、フェニル低級アル
キル基又はイミダゾリル低級アルキル基を示す。また、Ｒ２６とＲ２７とは、これらが結
合する窒素原子と共に、窒素原子、酸素原子もしくは硫黄原子を介し又は介することなく
互いに結合して５～７員の飽和複素環を形成してもよい。該複素環上には、置換基として
フェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニル低級
アルキル基を１～３個有していてもよい。
　例えば、更に好ましい化合物（I）は、下記の化合物又はその塩である。
Ｘ１は、窒素原子を示す。
Ｒ１は、基－Ｚ－Ｒ６を示す。
Ｚは、基－Ｎ（Ｒ８）－Ｂ－を示す。
Ｒ８は、水素原子、置換基として低級アルコキシ基を有することのある低級アルキル基を
示す。
Ｂは、基－ＣＯ－を示す。
Ｒ６は、基

【化６０】

を示す。
Ｒ７は、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、
を示す。
ｍは、１または２の整数を示す。ｍが２を示す場合、２個のＲ７は、同一であってもよい
し、異なっていてもよい。
Ｒ２は、水素原子を示す。
Ｙは、基－Ｏ－、基－Ｎ（Ｒ５）－を、示す。
Ｒ５は、水素原子、低級アルキル基、を示す。
Ａは、基
【化６１】

を示す。
ｐは、１又は２を示す。
Ｒ３は、水素原子、低級アルコキシ基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有す
ることのある低級アルキル基、を示す。
Ｒ４は、基－（Ｔ）１－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示す。
Ｔは、基－Ｎ（Ｒ１７）－Ｂ３－ＣＯ－、基－Ｂ４－ＣＯ－、基－ＣＯ－、を示す。
Ｒ１７は、水素原子、低級アルキル基、を示す。
Ｒ３は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ４は、置換基として水酸基を有することのある低級アルキレン基を示す。
ｌは、０又は１を示す。
Ｒ１４とＲ１５とは、これらが結合する窒素原子と共に、ピペラジニル基またはピペリジ
ニル基である複素環基を形成する。
該複素環上には、（28）フェニル環上に低級アルキレンジオキシ基が置換していてもよい
フェニル置換低級アルキル基が置換していてもよい。
　別のより好ましい化合物（I）としては、例えば下記の化合物又はその塩である。
Ｘ１は、窒素原子を示す。
Ｒ１は、基－Ｚ－Ｒ６を示す。
Ｚは、基－Ｎ（Ｒ８）－Ｂ－を示す。
Ｒ８は、水素原子、置換基として低級アルコキシ基を有することのある低級アルキル基を
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示す。
Ｂは、基－ＣＯ－を示す。
Ｒ６は、基
【化６２】

を示す。
Ｒ７は、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有することのある低級アルキル基、
を示す。
ｍは、１または２の整数を示す。ｍが２を示す場合、２個のＲ７は、同一であってもよい
し、異なっていてもよい。
Ｒ２は、水素原子を示す。
Ｙは、基－Ｏ－、基－Ｎ（Ｒ５）－、を示す。
Ｒ５は、水素原子、低級アルキル基、を示す。
Ａは、基
【化６３】

を示す。
ｐは、１又は２を示す。
Ｒ３は、水素原子、低級アルコキシ基、ハロゲン原子、置換基としてハロゲン原子を有す
ることのある低級アルキル基、を示す。
Ｒ４は、基－（Ｔ）１－Ｎ（Ｒ１４）Ｒ１５を示す。
Ｒ１７は、水素原子、低級アルキル基、を示す。
Ｂ３は、低級アルキレン基を示す。
Ｂ４は、置換基として水酸基を有することのある低級アルキレン基を示す。
ｌは、０を示す。
Ｒ１４とＲ１５とは、これらが結合する窒素原子と共に、ピペラジニル基またはピペリジ
ニル基である複素環基を形成する。
該複素環上には、（49）基－（Ｂ１２ＣＯ）ｔ－Ｎ（Ｒ２０）Ｒ２１、（84）基－（Ｏ－
Ｂ１５）ｓ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ２６）Ｒ２７、からなる群から選ばれた基が１個置換していて
もよい。
Ｂ１２は、低級アルキレン基を示す。
ｔは、０又は１を示す。
Ｒ２０とＲ２１とは、これらが結合する窒素原子と共に、ピペラジン、ピペリジンである
飽和複素環を形成する。該複素環上には、フェニル環上に置換基として低級アルキレンジ
オキシ基を有することのあるフェニル低級アルキル基が１個置換していてもよい。
Ｂ１５は、低級アルキレン基を示す。
ｓは、０又は１を示す。
Ｒ２６及びＲ２７は、これらが結合する窒素原子と共に、酸素原子又は窒素原子を介し又
は介することなく互いに結合して６員の飽和複素環を形成する。該複素環上には、置換基
としてフェニル環上に置換基として低級アルキレンジオキシ基を有することのあるフェニ
ル低級アルキル基を１～３個有していてもよい。
【０３０８】
　本発明のＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤に含まれる芳香族化合物（１）又はその塩は、立
体異性体、光学異性体、及び溶媒和物（水和物、エタノレート等）を包含する。
【０３０９】
　芳香族化合物（１）のうち塩基性基を有する化合物は、通常の薬理的に許容される酸と
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容易に塩を形成し得る。斯かる塩としては、例えば、塩酸塩、臭化水素酸塩、硝酸塩、硫
酸塩、リン酸塩等の無機酸塩、メタンスルホン酸塩、ｐ－トルエンスルホン酸塩、酢酸塩
、クエン酸塩、酒石酸塩、マレイン酸塩、フマル酸塩、リンゴ酸塩、乳酸塩等の有機酸塩
等が挙げられる。
【０３１０】
　また芳香族化合物（１）のうち酸性基を有する化合物は、医薬的に許容される塩基性化
合物を作用させることにより容易に塩を形成させることができる。斯かる塩としては、例
えばナトリウム塩、カリウム塩、カルシウム塩等を挙げることができる。
【０３１１】
　芳香族化合物（１）又はその塩は、ＷＯ２００６／０１４０１２記載と同様の方法によ
り調製することができる。
【０３１２】
　次に、芳香族化合物（１）又はその塩を有効成分として含有する医療製剤について説明
する。
【０３１３】
　上記医療製剤は、芳香族化合物（１）又はその塩を通常の医療製剤の形態に製剤したも
のであって、通常使用される充填剤、増量剤、結合剤、付湿剤、崩壊剤、表面活性剤、滑
沢剤等の希釈剤あるいは賦形剤を用いて調製される。
【０３１４】
　このような医療製剤としては、治療目的に応じて種々の形態の中から選択でき、その代
表的なものとして錠剤、丸剤、散剤、液剤、懸濁剤、乳剤、顆粒剤、カプセル剤、坐剤、
注射剤（液剤、懸濁剤等）等が挙げられる。
【０３１５】
　錠剤の形態に成形する際に用いられる担体としては、公知のものを広く使用でき、例え
ば、乳糖、白糖、塩化ナトリウム、ブドウ糖、尿素、デンプン、炭酸カルシウム、カオリ
ン、結晶セルロース等の賦形剤、水、エタノール、プロパノール、単シロップ、ブドウ糖
液、デンプン液、ゼラチン溶液、カルボキシメチルセルロース、セラック、メチルセルロ
ース、リン酸カリウム、ポリビニルピロリドン等の結合剤、乾燥デンプン、アルギン酸ナ
トリウム、寒天末、ラミナラン末、炭酸水素ナトリウム、炭酸カルシウム、ポリオキシエ
チレンソルビタン脂肪酸エステル類、ラウリル硫酸ナトリウム、ステアリン酸モノグリセ
リド、デンプン、乳糖等の崩壊剤、白糖、ステアリン、カカオバター、水素添加油等の崩
壊抑制剤、第４級アンモニウム塩基、ラウリル硫酸ナトリウム等の吸収促進剤、グリセリ
ン、デンプン等の保湿剤、デンプン、乳糖、カオリン、ベントナイト、コロイド状ケイ酸
等の吸着剤、精製タルク、ステアリン酸塩、ホウ酸末、ポリエチレングリコール等の滑沢
剤等が挙げられる。
【０３１６】
　更に、錠剤は、必要に応じて通常の錠皮を施した錠剤、例えば、糖衣剤、ゼラチン被包
錠、腸溶被錠、フィルムコーティング錠あるいは二重錠、多層錠とすることができる。
　丸剤の形態に成形する際に用いられる担体としては、公知のものを広く使用でき、例え
ば、ブドウ糖、乳糖、デンプン、カカオ脂、硬化植物油、カオリン、タルク等の賦形剤、
アラビアゴム末、トラガント末、ゼラチン、エタノール等の結合剤、ラミナラン、寒天等
の崩壊剤等が挙げられる。
【０３１７】
　坐剤の形態に成形する際に用いられる担体としては、公知のものを広く使用でき、例え
ば、ポリエチレングリコール、カカオ脂、高級アルコール、高級アルコールのエステル類
、ゼラチン、半合成グリセライド等が挙げられる。
【０３１８】
　注射剤として調製される場合は、液剤、乳剤及び懸濁剤は殺菌され、かつ血液と等張で
あるのが好ましい。これらの液剤、乳剤及び懸濁剤の形態に成形する際に用いられる希釈
剤としては、公知のものを広く用いられているものを使用することができ、例えば、水、
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エタノール、プロピレングリコール、エトキシ化イソステアリルアルコール、ポリオキシ
化イソステアリルアルコール、ポリオキシエチレンソルベタン脂肪酸エステル類等が挙げ
られる。なお、この場合、等張性の溶液を調製するのに十分な量の食塩、ブドウ糖あるい
はグリセリンを医薬製剤中に含有させてもよく、また通常の溶解補助剤、緩衝剤、無痛化
剤等を、更に必要に応じて着色剤、保存剤、香料、風味剤、甘味剤等や他の医薬品を含有
させてもよい。
【０３１９】
　医療製剤中に含有される芳香族化合物（１）又はその塩の量は、特に限定されず広い範
囲内から適宜選択することができるが、通常、医療製剤中に芳香族化合物（１）又はその
塩を１～７０重量％含有させるのが好ましい。
【０３２０】
　本発明に係る医療製剤の投与方法としては特に制限はなく、各種製剤形態、患者の年齢
、性別、疾患の状態、その他の条件に応じた方法で投与される。例えば、錠剤、丸剤、液
剤、懸濁剤、乳剤、顆粒剤及びカプセル剤の場合には経口投与される。また、注射剤の場
合には、単独であるいはブドウ糖、アミノ酸等の通常の補液と混合して静脈内に投与した
り、更には必要に応じて単独で筋肉内、皮内、皮下もしくは腹腔内に投与することができ
る。坐剤の場合には、直腸内に投与される。
【０３２１】
　上記医療製剤の投与量は、用法、患者の年齢、性別、疾患の程度、その他の条件に応じ
て適宜選択すればよく、通常、１日あたり体重１ｋｇに対して０．００１～１００ｍｇ、
好ましくは０．００１～５０ｍｇを１回～数回に分けて投与される。
【０３２２】
　上記投与量は、種々の条件で変動するので、上記範囲より少ない投与量で充分な場合も
あるし、また上記範囲を超えた投与量が必要な場合もある。
【０３２３】
　本発明における芳香族化合物（１）又はその塩は、ＳＴＡＴ３／５活性化阻害作用を有
し、ＳＴＡＴ３／５活性化阻害剤として有用である。
【０３２４】
　芳香族化合物（１）又はその塩は、そのＳＴＡＴ３活性化阻害作用から、自己免疫疾患
、糖尿病、感染症、中枢性疾患、癌関連疾患又は乾癬等の予防薬又は治療薬として有用で
ある。
【０３２５】
　自己免疫疾患としては、自己免疫性血液疾患（例えば溶血性貧血、再生不良性貧血、特
発性血小板減少症等）、リウマチ、全身性エリテマトーデス、多発性軟骨症、強皮症、ウ
エグネル肉芽腫症、皮膚筋炎、慢性活動性肝炎、重症筋無力症、スチーブンス・ジョンソ
ン症候群、特発性スプルー、炎症性腸疾患（例えば 潰瘍性大腸炎、クローン病等）、内
分泌性眼病、グレーブス病、サルコイドーシス、多発性硬化症、原発性胆汁性肝硬変、若
年性糖尿病（Ｉ型糖尿病）、ぶどう膜炎（前および後ぶどう膜炎）、乾性角結膜炎、春季
角結膜炎、乾癬性関節炎および糸球体腎炎（ネフローゼ症状を伴うものおよび伴わないも
の、例えば特発性ネフローゼ症候群又は微少変化ネフロパシー等）が挙げられる。
【０３２６】
　中枢性疾患としては、アルツハイマー病が挙げられる。
【０３２７】
　癌関連疾患としては、悪液質が挙げられる。
【０３２８】
　感染症としては、Ｃ型肝炎ウィルス（ＨＣＶ）感染症、カポジ肉腫関連ヘルペスウイル
ス（Kaposi's sarcoma-associated herpesvirus）(KSHV)感染症等が挙げられる。
　更に、本発明の化合物は、STAT5活性化阻害作用を有し、STAT5活性化阻害剤として有用
である。具体的には、前記のような自己免疫疾患、アレルギー、炎症、高プロラクチン血
症、等に対する予防薬又は治療薬として有用である。
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【０３２９】
　本発明においては、芳香族化合物（１）又はその塩は、他のＳＴＡＴ３活性化阻害剤、
ＳＴＡＴ３活性阻害剤、免疫抑制剤、抗炎症剤、糖尿病治療薬、感染症治療薬、中枢性疾
患治療薬、癌関連疾患治療薬、乾癬治療剤、抗腫瘍剤、線維化抑制剤等と併用することが
できる。
【０３３０】
　本出願で引用した特許、特許出願および文献は、参考として挿入される。
【実施例１】
【０３３１】
　HepG2細胞におけるIL－6刺激後の核内活性化STAT3量に及ぼす試験化合物の影響
1）培養
　Hep G2細胞をPBS(－)で2回洗浄後、トリプシン/EDTA溶液で一回洗浄し、トリプシン/ED
TA溶液で細胞を剥がす。細胞を遠心後、抗生物質添加培地（MEM培地(10％FBS＋抗生物質
（100U/ mLペニシリン＋100 μg/mLストレプトマイシン）)）に懸濁し、細胞数をカウン
ト後、12ウェルプレートに1ウェル当り1.2×105細胞/1mLの密度で播種する。
　播種から2日後、培養培地を抗生物質未添加培地（MEM培地(10%FBS)）の1 mlに交換する
。
2)試験化合物添加
　培地交換2日後に試験化合物を、0、1、10及び100nMとなるように加える。
　試験化合物添加の3時間後にIL-6(株式会社鎌倉テクノサイエンス、Code No. KTS102S)
を最終濃度0または500ng/mLとなるように加える。
　IL－6添加の5分後にNuclear Extract Kit(Active Motif社製、Code No. 40410)用いて
抽出する。
3)核画分抽出
　細胞上清を吸引除去する。細胞を1 mLの氷冷したホスファターゼインヒビター含有PBS 
(以下、PBS/ホスファターゼインヒビター)で洗浄し、再度細胞上清を吸引する。
　セルスクレーパーで細胞を氷冷PBS／ホスファターゼインヒビター0.6 mL中に集め、予
め氷冷した1.5 mLのマイクロチューブに移す。
　400×g、5分間、4℃遠心後、上清を除去する。
　数回ピペッティングすることにより、低張液0.2 mL中に細胞を再懸濁させ、氷上で15分
間放置する。
　この懸濁液にデタージェント10 μLを加え、10秒間、攪拌する。20,400×g、30秒間、4
℃遠心後、上清を除去する。
　得られた細胞にComplete Lysis Buffer 50 μLを加え、懸濁液をピペッティング後、10
秒間攪拌した後、氷上で30分間振とうする。
　30秒間攪拌後、20,400×g、10分間、4℃で遠心する。
　上清を予め氷冷した1.5 mLのマイクロチューブに分注後、-80℃にて保存する。
4)TransAM STAT3 Kit(Active Motif社製、Code No. 45196)を用いてDNA結合性を測定する
。
　ELISAプレートの各ウェルにComplete Binding Buffer 30 μL、サンプル(核抽出)20 μ
Lを添加する。
　ポジティブコントロール：Hep G2 nuclear extract (2.5mg/mL)10 μLをComplete Lysi
s Buffer 40 μLで希釈する(10μg/20 μL)。順次1/2希釈することにより、5、2.5、1.25
、0.625及び0.313μg/20 μLの希釈液を調製し、その20 μLずつを各ウェルに添加する。
　ブランクウェル：Complete Lysis Buffer 20 μLを添加する。
　プレートをシールした後、室温でゆっくりプレートを１時間振とうする。その後、洗浄
バッファー200 μLで3回洗浄する。
　STAT3抗体100 μLを加え、プレートをシールした後、室温でゆっくりプレートを振とう
する。1時間後，洗浄バッファー200 μLで3回洗浄する。洗浄後HRP-conjugated抗体100 
μLを加え、プレートをシールした後、室温でゆっくりプレートを1時間振とうする。その
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後洗浄バッファー200 μLで4回洗浄する。
　室温に戻した発色液100 μLを加え、遮光下でプレートを2－10分間放置する。発色を確
認後、停止液100 μLを加え、5分以内に450及び630nmで吸光度を測定する。
５）下記表１に示す試験化合物を用いた場合の結果を表２に示す。
【０３３２】
【表１】

【０３３３】
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【表２】

【実施例２】
【０３３４】
　試験化合物によるSTAT3リン酸化抑制効果
(1)細胞
・細胞の播種
　Hep G2細胞をPBS(－)で2回洗浄後、トリプシン/EDTAで洗浄除去し、更にトリプシン/ED
TAで細胞を剥がす。この細胞を遠心後、抗生物質添加培地（MEM培地(10％ FBS＋抗生物質
(１００U/mLペニシリン＋１００μｇ/mLストレプトマイシン))）に懸濁し、細胞数をカウ
ント後、6ウェルプレートに1ウェル当り2.4×105/2mLずつ播種する。
　2日後、抗生物質添加培地を抗生物質未添加培地（MEM培地(10%FBS)）に交換する。
・細胞の薬剤処理
　培地交換2日後に試験化合物を0、1、10及び100nMとなるように加える。
　試験化合物添加の3時間後にIL-6(株式会社鎌倉テクノサイエンス、Code No. KTS102S)
を100ng/mLとなるように加える。
・細胞の回収
　IL－6添加の5分後に冷却したPBS(－)を用いて細胞を2回洗浄し、スクレーパーを用いて
細胞をプレートより剥がす。PBS(－)を用いて細胞を1.5 mLのマイクロチューブに回収す
る。1.5 mLのマイクロチューブに回収した細胞を遠心し、上清を除去する。1.5 mLのマイ
クロチューブに回収した細胞は、使用するまで極低温フリーザーで凍結保存する。
・Lysis処理
　凍結細胞にRIPA bufferを加える。26G×1/2注射針付き1mLシリンジ用いて凍結細胞を懸
濁後、懸濁液を氷水中で30～60分間放置する。細胞懸濁液を遠心し、上清(cell lysate)
を新しいチューブに移す。チューブに回収したcell lysateは、使用するまで極低温フリ
ーザーで凍結保存する。
・タンパク濃度測定
　各cell lysateのタンパク量は、BCAプロテインアッセイ試薬セットに添付されているプ
ロトコールに準じて定量する。
（２）ウェスタンブロッティング測定
・PAGE（電気泳動）
　各cell lysateのタンパク量を一定にした後、還元条件下で変性処理する。
　サンプル及び分子量マーカーをポリアクリルアミドゲルにアプライ後泳動を行う。
・ブロッティング
　電気泳動終了後、転写に用いる溶液にて平衡化を行う。
セミドライ型転写装置を用いてポリアクリルアミドゲルに展開されたタンパク質をPVDF (
polyvinylidene difluoride)膜に転写させる。
・ブロッキング・洗浄
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　PVDF膜を洗浄後、ブロッキングバッファー(5%BSA)に浸してブロッキングする。
・１次抗体（Phospho－STAT3(Ser727)Antibody、又はPhospho－STAT3(Tyr705)Antibody）
　ブロッキングしたPVDF膜を、１次抗体と反応させる。
・２次抗体（Anti-rabbit-IgG HRP-linked Antibody）・洗浄
　PVDF膜を洗浄後、HRP標識抗体と反応させる。
・ECLによる発色・検出
　PVDF膜を洗浄後、ECL Western Blotting Detection Reagentsを用いて発色を行い、LAS
-3000により蛍光の検出を行う。
・上記の方法に従い、試験化合物によるSTAT3リン酸化抑制効果を測定する。
【実施例３】
【０３３５】
　22Rv1細胞におけるプロラクチン刺激によるSTAT5活性化に及ぼす試験化合物の影響
1）培養
　凍結保存してある22Rv1細胞を２回以上継代培養後試験に用いる。サブコンフルエント
に達するまで培養後、細胞をD-PBS（-）で洗浄する。その後、トリプシン-EDTA溶液で細
胞を剥がし、培地（RPMI-1640培地（10％FBS+抗生物質（100U/mLペニシリン＋100μg/mL
ストレプトマイシン））にて懸濁する。細胞懸濁液を150×g、5分間、20～25℃にて遠心
分離し上清を除き、培地に再懸濁する。細胞懸濁液の一部を取りトリパンブルーにて死細
胞を染色し、血球計算板を用いて生細胞数をカウントする。細胞が2×10５個/mLになるよ
うに細胞懸濁液を調製し、12ウェルプレートに2×105個/1 mL/ウェルずつ播種する。CO2
インキュベータ内（5％ CO2,37℃）にて培養する。
2）試験化合物添加
　播種２日後に試験化合物を、0及び1000 nMとなるように加える。
　試験化合物添加の３時間後にリコンピナントヒトプロラクチン（rhPRL,R&D Systems，I
nc）を0または250 ng/mLとなるように加える。
3）細胞質画分抽出
　プロラクチン添加の15分後にNuclear Extract Kit(Active Motif社製、Code NO.40410)
を用いて抽出する。プロラクチンの添加15分後に上清を取り除き、氷冷PBS/ホスファター
ゼインヒビター1 mLを添加してプロラクチン刺激をただちに停止する。氷冷PBS/ホスファ
ターゼインヒビター1 mLを吸引後、0.6mLの氷冷PBS/ホスファターゼインヒビターを加え
、200×g、5分間、4℃で遠心する。
　上消除去後、Hypotonic Buffer 0.2mLを加え懸濁する。氷上で15分間放置後detergent 
10 μLを加え、更に攪拌後、14,000×g、1分間、4℃で遠心する。得られた上清（細胞質
画分）を予め氷冷した96ウェルプレート3枚に分注後、-80℃フリーザーで保存する。
4）活性化 STAT5 測定
　測定にはTransAMTMSTAT family Kit の付属試薬を用いる。即ち、TransAMTMSTAT famil
y kitのELISAプレートの各ウェルにComplete Binding Buffer 30 μLを添加後、細胞質画
分20 μLを添加する。検量線サンプルとして、TransAMTMSTAT family kit添付の細胞該画
分標準品{Nb2核画分（prolactin stimulated,2.5μg/ μL）} 12 μLをComplete Lysis B
uffer 48 μLで希釈後（10 μg/20 μL）、更に順次1/2希釈することで5,2.5,1.25,0.625
,0.313,0.156μg/20 μLを調製し、ウェルに20 μLずつ添加する。ブランクとして、Comp
lete Lysis Buffer 20 μLを添加する。サンプル添加後、プレートをシールし、室温でゆ
っくり１時間振とうする。その後、Wash Buffer 200 μLで3回洗浄する。次にSTAT5B 抗
体 100 μLを加えシール後、室温で静置する。１時間後、Wash Buffer 200 μLで3回洗浄
し、Horseradish Peroxidase(HRP)-conjugated抗体 100 μLを加えシール後、更に室温で
静置する。1時間後、Wash Buffer 200 μLで4回洗浄し、Developing Solution 100 μLを
加え、遮光下 2-10 分間放置する。発色を確認後、Stop Solution 100 μLを加え、直ち
にプレートリーダーを用いて、450 nm（測定波長）及び 630 nm（参照波長）で吸光度を
測定する。
　検量線よりリン酸化 STAT5B 二量体量を見積もり、更に薬剤未添加時のリン酸化 STAT5
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B 二量体量に対する各薬剤添加時の同二量体との比（T/C ％）を算出する。表１中の試験
化合物を用いた結果を表３に示す。
【表３】

【実施例４】
【０３３６】
　デキストラン硫酸ナトリウム（DSS）誘発大腸炎モデルに対する試験化合物の効果
1.DSSによる大腸炎の誘導
　雌性 C57BL/6J Jms Slcを１週間の予備飼育終了後、群分け当日のマウスの体重（BW）
を基準として、層別無作為化法にて各群にマウスの割り付けを行う。
DSS（MP Biomedicals，Lot No.4556J）を大塚蒸留水に溶解し、４％溶液を調製する。４
％DSS溶液をマウスに投与開始翌日（Day 2）から７日間自由飲水することにより、大腸炎
を誘発させる。
2.試験化合物及び溶媒の投与
　DSS溶液投与前（Day 1）およびDSS投与後の最新の体重を基に、各投与液を10 mL/kgの
投与量で１日１回経口投与する。
　試験化合物の投与用量は300mg/kgとする。
　投与液は、被験物質が30mg/mLとなるように５％アラビアゴム溶液に懸濁して調製する
。
3.剖検
　剖検はDay 8に行う。
4.採血
　ジエチルエーテル麻酔下、腹部後大静脈より採血後、ＢＤマイクロティナ（登録商標）
（日本ベクトン・ディッキンソン株式会社）に直ちに移し、転倒混和し氷中に静置する。
冷却遠心機（HITACHI,CF9RX,T3S51ローター）を用いて遠心し（4℃，2，150×g，20min）
、ヘパリン血漿を得る。分注した血漿は、測定に供するまで-80℃フリーザーにて凍結保
存する。
5.臓器採取
　ジエチルエーテル麻酔下、腹部後大動静脈切断による放血致死後、脾臓を摘出し、電子
天秤にてその重量を測定する。次いで大腸をただちに取り除き、大腸の長さを測定し、大
腸の縮小を評価した。
6.測定項目
・体重
　電子天秤を用いて、Day 1（群分け日）、3、5、7及び8（剖検日）に測定する。
　Day 1（群分け日）の体重とDay 8（剖検日）の体重から体重変化を算出する。
・脾臓重量
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　電子天秤にて脾臓の湿重量を測定する。
　また、脾臓重量の測定結果から脾臓重量の Control 群の平均脾臓重量に対する比率（T
/C ％）および脾臓重量増加抑制率（IR％）を算出する。
・大腸の長さ
　定規にて大腸の長さを測定する。
　また、大腸の長さの測定結果から Control 群の平均の大腸の長さに対する比率（T/C 
％）および大腸縮小抑制率（IR％）を算出する。
　試験化合物の結果を表４に示す。
【表４】
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